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　　　序章　稲イナ槌ヅチ







　少年の名はイナヅチと言う。古くに滅びた国の言語で『稲イナ槌ヅチ』と書き、稲を槌つちで叩たたくのが上う手まくなるようにという、農民の次男としてもあまりにもささやかな願いを込めた名を授かった。

　末の子として生まれた彼に、両親は何も求めなかった。農作業の手伝いをさせて貴重な苗木を歪ゆがんだ列にして植えても優しく微ほほ笑えむだけだったし、冬の間、農業の代わりに副収入を得るために行おこなっていた木彫りの像作りで独創的な造形を披露してもこれはきっと良い魔ま除よけになると励ました。

　少年イナヅチは背丈も小柄で力も無かった。農業に携わる者としても求められた水準に及ばない子だったが、父と母はそれに対して失望する事は無かった。彼らは知っていたのだ。人は人の中でどれほど優劣を競っても、自然の気まぐれには敵かなわない。作物を育てる者に必要なのは稲の束を多く一度に担かつげる力でも手先の器用さでもなく、荒れ吹く自然の中じっと平穏が来ることを待ち望む忍耐強さなのだと。

　父と母はその教育方針は彼の気質に合っているのだと思っていた。喧けん嘩かもろくに出来ず、稲穂が風に吹かれる様を見るのが好きな彼は、人と競い合うような事など好かないと。だがそれは別方向での親の贔ひい屓き目めだった。彼の内に眠る強き意志の存在に両親は気づかなかった。




「イナヅチ。王都を見たことあるか？」

　十一歳になったばかりのイナヅチに父はそう尋ねた。おかしな事を聞くものだとイナヅチは思う。父は彼がこの村から出た事が無いと知っているはずなのに。

　父の問いに首を横に振ったイナヅチを嬉うれしそうに見て、彼はイナヅチの肩に手を置いて優しく語りかけた。

「今度王都に住む友人の知り合いにウチの花を分ける事になったんだ。彼は王都で大きな家に住んでいて、屋や敷しきの中に庭があって……そこで花を育てる事を趣味としているらしい。その彼が、ウチの花を欲しがっている。多分良い金になるだろう。花が気に入ってもらえればこれだけの話では無く、今後も何度か商売が出来るかもしれない。塩も買えるし、新しい馬も買える」

「それは良かったねお父さん」

　イナヅチは適当な相あい槌づちを打ったが、父の話はこれで終わりではなかった。

「この村から王都までひと月程かかる。早馬を借りられればもう少し早く着けるのだろうが……俺たち農民にそれは無理だからな。歩きと、寄合の馬車を使いながらの旅になる。旅は楽しいぞ。旅に適したルートは決まっているから各地から来た旅人が少しずつ集っていくんだ。遠い昔の事を夜の宴うたげで話す爺じいさんや、神話の時代の恋の歌を唄う吟遊詩人。旅は人と人との触れ合いで、そして歴史の交流でもある。人は一度でいいから遠くへ旅するべきだ。たとえこの地で生涯を終えると決めていたとしてもな。

　そしてお前が良ければなんだが……俺と一緒に王都に行かないか。きっと良い経験になるぞ」

　イナヅチは都会に興味は無かった。彼は空を見上げるのが好きだった。裸足はだしで地面に立って土の温ぬくもりを感じるのが好きだった。木の葉が風に舞うのが、ぬるい温度の雨が大地を潤すのが、牛が陽にあたり心地よさに目を細めるのが好きだった。父の語る旅の楽しさを理解出来はしなかったが、彼に一人旅をさせ寂しい背中を見送る事が良い事だと思えなかったイナヅチはその提案に頷うなずいた。

「うん、いいよ。僕も王都に行きたいな」

　その返答に父は嬉うれしそうにしながら「お前用の旅の装具も用意しないとな」と笑った。







　子供の歩幅に合わせたためか、多少予定より時間はかかったもののイナヅチたちは無事王都へとたどり着く事が出来た。

　王都の名はウェンリストクームと言う。歴史書には千五百年前からその名を残している古い都市で、歴史の重さをそのまま形にしたような城壁で囲まれたその地には、多くの人が生きる家々がそびえ立っていた。

　地面は綺き麗れいに形づくられた石畳が敷き詰められており塵ちり一つ無く綺き麗れいだった。これが家の中の床であると言われてもきっと信じたはずだ。街に立つ家には様々な色をした煉れん瓦がが使われており、まるで誰かがこの都市を使って絵を描こうとしたのではないかと思える程、色彩豊かだった。

　窓に使われているガラスは村のそれよりはるかに透明度が高く大きかった。どんな名のある工房であればこれだけの大型のガラスを形成できるのだろうかと単純に興味が生まれてしまう。ガラスの出所なんて村に居た頃は気にした事など無かったのに。

　王都には色だけではなくて、音も匂いも溢あふれていた。街路に立つ弦楽器の奏者が古い言葉で愛の歌を唄っていた。移動式の屋台で肉を焼いてパンに挟んでいる料理人が、楽しそうに客に食事を振る舞っていた。この街にはまるで世界の全てがあるようだった。

「どうだすごいだろうイナヅチ。今日はな、祭りなんだ」

「祭り……？　神さまに捧ささげるお酒でも出来たの？」

「ははは、ここは王都だからな、何も神様に捧ささげる事だけがお祭りの種じゃないんだ。生きている人間のために、お祭りだってするのさ」

　イナヅチにとって祭りとは神さまへの捧ささげものと、そのお目こぼしとして少しの間だけ人間の無礼を許してもらう行事だった。それを全て人間個人のためにやるだなんて、罰当たりなのではないかと考えても当然だった。

「姫様が帰還なされるんだ。この国のお姫様は……名をアルトーネ様と言うんだが、アルトーネ様は父上であるこの国の王様と共に戦地に遠征に行っておられたのだ。皆初めは王族のお遊びかと思っていたのだが、姫様はなんとその初戦で敵将の首を討ち取られたらしい。これには皆大騒ぎだ。彼女はもしかしたら神話の時代の戦王の生まれ変わりなのではないかと、そんな事さえまことしやかに囁ささやかれている。だからその功績を祝い皆が浮かれ騒いでいるんだ。よい時に王都に来られたかもしれないな。こんな街の様子、そう見られるもんじゃない」

「あれが姫様なの？」

　イナヅチは街路の至る所に立てかけられているタペストリーを指さす。刺し繡しゆうによって大きく表現された女性の姿が家々の壁を着飾っていた。

「ああ、そうだ。あれがアルトーネ様だ。可愛かわいらしいだろう」

「うーん……王都の可愛いは、僕には難しいみたい」

　イナヅチは納得しかねるような感想を漏らした。確かに彼の指摘した通りタペストリーに縫いとられている女性は所々歪いびつで、普通の人間の基準から美しいとは思えなかった。

「ははは、まあ刺し繡しゆうの類は、人を描くのにはあまり向いていないからな。そうだ、機会があればこの王都で人を描いた絵画や彫刻を見せてやろう。それらだとあんな刺し繡しゆうよりもずっと美しく人を写し取っているんだ。おっ……パレードが始まるみたいだぞ。姫様のお姿を拝見できるなんて、それこそ一生に一度の事だ。イナヅチ、急げ！」

　テンションの上がり切った父親に手を引かれてイナヅチは彼と共に街路に並ぶ。自分たちと同じように姫様の姿を一目見ようと集った人々ですぐに人だかりとなる。遠慮なくぎゅうぎゅうと身体を押し付けられ、とても窮屈に感じた。

　遠くの方から管楽器が鳴る音が聞こえてくる。初めの内はただの音にしか聞こえなかったが、近づいてくるにつれ音が高低を持ち曲となり、音楽を形作っていくのが分かる。

　人の切れ間から軍の隊列が見えた。彼らは遥はるか遠方の戦地で得た勝利を手みやげにここへ帰って来たらしい。それぞれが煌きらびやかな軍服をつけ、一糸乱れぬ行軍を行おこなっている。

「あれが戦士たちだ。我が国の兵士は周辺国から恐れられていると聞く。一人が十の働きをして、死に瀕ひんしても一紙の隙間程も退しりぞかないと。歩兵すべてに獅し子しの血が流れていると囁ささやかれているんだ」

　前列の兵たちが過ぎ去って、数頭の馬に引かれたパレード車が通りかかる。その特段綺き麗れいな装飾と前方から伝わってくる市民のどよめきにより件くだんのお姫様が乗っている事は明らかだった。

「「「おお……つ！」」」

　パレード車に座っていた小さな人影が立ち上がり、民に向けて手を振った。大規模な行列から見ればとても小さなその振る舞いだけで市民のボルテージがあがり歓声が木こ霊だまする。

　その小さな人影の全貌をイナヅチがしっかりと把握する事が出来たのは、彼女が通り過ぎるほんの一瞬だった。

「……っ!!」

　イナヅチは息が止まるかと思った。いや、実際呼吸を忘れてしまったのだ。風が吹いてその人の金に輝く髪がそよいだ。青天の太陽の光を反射する白い肌が煌きらめいて見えた。その青い双そう眸ぼうが宝石のように見えた。イナヅチは、彼女ほど……アルトーネ姫程美しい者を見たことが無かった。イナヅチは自然の美しさを知っているつもりでいた。王都で人の形作る美も十分見た気になっていた。それでもそれらの全てが打ち砕かれる程、お姫様は美しかった。

　少女が戦地で戦い敵を討ったのだと言われても信じる事は難しいはずだったが、でもこうして直接姿を見るとそのおとぎ話を飲み込む事が出来る。神話の時代の神も美しかったと聞く。おそらく強い者は美しくもあるのだと、神の話を説かれた気になった。
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「姫はお前と歳としもそう変わらないはずだ。それなのにあんな堂々とした振る舞いで……本当に素晴らしいお方だ」

「……お父さん」

　イナヅチは父の手を引いた。父親は視線を車上のお姫様から息子へと向ける。そして父の視線を受けて、イナヅチはおずおずと口を開いた。

「僕、初めて、人を好きになったかもしれない」

「……ぷっ、あははは！　そうか！　イナヅチはお姫様に恋したか!!」

　息子の発言に耐えきれずに父は笑う。その遠慮なしの笑いに少年は不機嫌になる。

「あははは……でも、皆同じだと思うぞ。この国全ての民が、アルトーネ姫に恋してる。彼女はきっとこの国の偉大な象徴になる」

　父はそんな言葉でイナヅチの恋心を他の者たちの浮かれと同じだと決めつけた。これは後に失敗であったと知る事になる。彼の心を、熱意を、甘く見てしまった。

「僕はお姫様と友達になれる？」

　子供の無む垢くな質問に父親は気を遣って答える。

「その、どうだろうな……。とても難しいだろうが、私たち庶民が姫様とお近づきになるには、一代で多くの財を築くか、戦争で成りあがって彼女の騎士にでもならなければ無理だろうな」

「……そう。分かった。僕頑張るよ」

　イナヅチは納得したように頷うなずいた。彼の言葉の意味をよく理解しないまま、父はイナヅチの発言を子供特有の可愛かわいらしい戯ざれ言ごととして受け取り頭を撫なでた。




　このパレードが終わった後、イナヅチは生まれて初めて父親に物をねだった。それはアルトーネ姫の偉業をたたえて製造された記念硬貨で、タペストリーよりはマシだとはいえ本物の美しさを完璧に写し取ったとは到底言えない彫刻が彫られていた。イナヅチはその硬貨を握りしめ、今はこれで十分だと呟つぶやく。今はこの掌てのひらに収まるお姫様で満足しておく。でもいずれこれだけでは満たされなくなった時、その時に少年は何かを成さねばならない事を自覚していた。

　イナヅチは農民の次男として生まれた。彼は何も持ち合わせずにこの世に生まれてきた。誰も彼に期待する事は無い。多くの者と同じように生き、自然と時代のうねりに翻弄される小さな存在だった。知っているのは自然の美しさと、神に等しい姫の尊さだけだった。

　握っていた憧れのお姫様が刻まれた硬貨は、彼の体温を吸い取って熱く確かに存在している。













　　　第一章　古都クシュールリンド







　アルトーネ姫最初の凱がい旋せんから五年の月日が経たった頃、歳月相応に成長したイナヅチ少年は生まれ育った村から遠く離れ、この地クシュールリンドの地面を踏みしめた。彼の目の前には故郷の村とも幼き日に見た王都ともまた違った街並みが広がっている。よく言えば趣があり、少々辛辣に言えば古臭い家屋が並び立つこの土地は見てくれにしては人が多く活気づいていた。

　おそらくこの賑にぎやかしの一端を担になっている者たちの多くが、イナヅチと同じ立場の者に違いなかった。遠く離れた故郷から夢と希望を抱いて集った若者たち。彼らは皆、このクシュールリンドで起ころうとしている戦争に参加するための志願兵だった。

　イナヅチたちの生活に於おいて、戦争というのはそう珍しい事ではない。作物の収穫が始まる夏の終わりから秋の中間を除くほぼ全ての時に於おいて、どこかの国同士が領土を争っている。

　イナヅチの住んでいた村でもどこそこの国が戦争したと数か月遅れで耳に入り、その度に戦争で活躍した英雄について物語のように語られた。

　戦は娯楽になる。その当事者以外には。父は戦争の話を聞くとため息まじりによくそう呟つぶやいていた。彼の言いつけを無視して、その当事者に身を置こうとしているイナヅチの事をどう思うのだろうかと家から遠く離れて今更気になった。




　今年のはじめ、古都クシュールリンドから数キロ離れた集落が隣国の軍によって蹂じゆう躙りんされた。ここら一帯の防衛拠点であるクシュールリンドから迎撃隊がただちに派遣されるが、敵の規模が想定していたものよりもはるかに大きかったためろくに交戦せずに退却した。敵の規模と侵攻の速度から本格的な侵略行為だと判断した王府は、クシュールリンドにて防衛戦を行うために国のあちらこちらで一般歩兵の募集のお触れを出した。それはイナヅチの村にも届き、これを好機と見た彼は両親の反対を押し切ってこの地まで旅してきた。

「父さんと母さん……たぶんすごく怒っているだろうな。無謀なのは僕にも分かってるから、何も返す言葉もないけど」

　遠く故郷を離れると両親の事が良く頭に浮かぶようになった。イナヅチは自分の行為を間違いだったとは思っていないが、それでも親を傷つけたのはある程度心に留とどめておくべきだと理解している。




「よう！　お前も志願兵か？」

　とりあえず軍の拠点に足を運ぼうとした時、陽気な声で話しかけられた。突然の事に驚きながら声の方を振り返ってみると、イナヅチと同じ歳としぐらいの青年が居た。彼は笑顔を絶やさずイナヅチに近寄ってくる。

「俺の名前はホウタクって言うんだ。ナヅカ村の出身だ。知ってるかナヅカ村？」

「いや……知らないよ。ナヅカ村」

「まあそうだろうな。ホント何も無い所なんだ。一年中分厚い雲が太陽の邪魔してて、ただ呼吸してるだけで気が滅め入いってくる。そこでカビて死ぬのが嫌で、戦場に来たんだ。この戦争で二度目の参戦になるな」

　ホウタクと名乗る彼はイナヅチに気軽に握手を求めた。気のいい奴やつらしいし、握手を拒否する気にもならなかったイナヅチは彼の右手を握った。

「僕の名はイナヅチ。ポリトム村の出身だよ」

「ポリトム村？　うーん、聞いた事無いな。まあ名も知れない村同士、仲良くやろうや」

　田舎者同士気が合いそうだと失礼な事を考える。それに他の志願兵たちのような殺気だった顔をしていないだけ、まだ親しみがあった。

「イナヅチ、お前、今回が初戦なんだろ？」

「……よく分かったね」

「そりゃあ一目見れば分かるよ。戦いを生き抜いた人間ってのはそれだけで匂いが違うんだ。俺を見ろよ。纏まとう空気が常人のそれとは違うだろ？」

「う、うーん……そうだね、違うかも」

　傍はたから見れば適当な相あい槌づちだったが、ホウタクは満足したようだった。イナヅチと彼は二人で軍の集合場所へ行く事にする。

「なんでこのクシュールリンド地方が敵に狙われてるか知ってるか？」

　古都の古ぼけた街路を歩いている中、ホウタクが思いついたように問題を出してきた。その言葉を聞くまで、どうして自分たちは戦わなければいけないのか考えて無かったな、とイナヅチは吞のん気きに思考する。

「それはあれじゃないの……ウチの国のはずれにあるから、攻めやすかったからとか」

「おっ、良い線いってるな。そうなんだよ、ここら辺昔から、いくつもの国に取ったり取られたりしてんだよ。おかげでここいらのまともな集落はこの城塞都市もどきしかない。城壁は確かに強固なんだが中のインフラはあまり整ってない。ここに住んでる連中はまだ家から離れた共同の井戸から生活用水を汲くんでるんだぜ」

「それウチの村でもそうだよ」

「ああ、そうだな。ウチの村もだ。でもこの規模の都市だったら水道網ぐらい整備されてるもんなのさ。見てくれの割に生活は田舎暮らしと同じなんだから、たまったもんじゃないよな」

「そんな古ぼけた所なら、なんで他の国は欲しがるの？」

「あれが地中に埋まっているからだよ」

　ホウタクはわずかに見える軍の集合場所を指さした。そこにはイナヅチたちと同じように集った志願兵と思われる多くの人影と、明らかにスケールの違うヒトガタがあった。

　十メートル程の背丈がある、直立したまま微動だにしないそれは巨大な彫像にも見えた。それらはクシュールリンドの一角に用意された区画に整列され、都市のスケールを狂わせる事に一役買っている。

「あれ、お前の所ではなんて呼んでる？　ウチの村ではもっぱら巨人甲かつ冑ちゆうで通ってた」

「僕の村では対竜単騎ドラグワンだったよ。一体で伝説のドラゴンと渡り合えるって教えられた」

「対竜単騎ね。知ってるか、あの巨人、大昔まだ亜人が大地に居た頃に作られた物らしいぜ。エルフが設計し、ドワーフが製造し、オークが運用してたんだと」

「亜人連合が人間を滅ぼすためにでしょ？　どこでも聞くおとぎ話だよ」

　大地から出てくるその巨人たちを人は様々な名で呼んだ。広く一般に浸透している話では大昔に亜人たちが人を滅ぼすために作った鎧よろいの一種とされている。腐食する事のないミスリル鋼の骨格を持つそれに、人間が今の技術で作れる鋼鉄の装甲と武器を備え付けて、専用の操手が乗り込み動かす。遥はるか昔人類に牙を剝むいた悪意の結晶が、今の時代には有用な道具と化している。

「ウチの村でも農家がお金を出し合って一体の古いドラグワンを購入して農作業に使っていたんだ。百人の人手よりも一体の巨人の方が整地するの早かったよ」

「ああ、そして百人の歩兵より一体の巨人の方が人を殺せるんだ」

　イナヅチは巨大なあれが動き、その足元を歩き回る兵を蹴散らす所を想像した。とてもじゃないが剣一本渡されてあれと戦うなんてごめんこうむる。戦場では出来るだけ巨人の居る方には近づかない方が良いかもしれないと弱腰に考える。

「お兄さんたち志願兵の人だろ？　何か土産に買っていってよ！　今なら安くしとくから！」

　のんびり歩いていた二人に物売りの商人が張り付いてきた。人が集まる所には自然とお金も集まるものなので、それを狙うように物売りの商人たちもたくさん集うようになる。この古い都市に似合わぬ経済規模が構築されるのだから、戦争というのは良くも悪くも生活を変えてしまうのだなと教えられる気になる。

「酒なんてどうだい？　軍から支給されてるものを飲んでもいつまでたっても酔えないよ！」

「すまないなじいさん。朝っぱらから飲んだくれるわけにはいかないんだよ」

「じゃあここの特産の織おり物ものなんてどうだい？　故郷の女にでも持って帰るといい！」

　そう言って商人はいくつもの生地を差し出してくる。その熱意に負けてか、イナヅチはいくつか手に取ってしまった。キメ細やかな布地に独特な刺し繡しゆうで紋章が縫いとられている。母にあげたら喜ぶかもなと考えた。

　イナヅチの手にある布に気になる所があったらしく、ホウタクは声をあげる。

「おいおい、よく見たらこの刺し繡しゆう、アルトーネ姫の戦旗の紋章じゃないか。もちろん許可受けてるわけないよな？　そんなの掲げてたら不敬罪でとっ捕まるぞ」

「はははは。寛大なアルトーネ姫がそんな事するわけないだろう？」

　商人はそう言って笑うが、まったく根拠のない姫様からの恩情を期待して、このやっかいな代物を購入するつもりも無かったのでイナヅチは彼に織おり物ものを返した。

「あの紋章を掲げられるようになるにはどうしたらいい？」

　イナヅチは歩行を再開したホウタクにそう質問する。彼は悩んだ素振りも見せずに答えた。

「あの薔ば薇らと鳥の紋章は姫様の軍のみが正式に掲げる事を許されている代物だ。つまり姫様の軍隊に加われば、堂々と掲げる事が出来るって事だな」

「それって難しいの？」

「姫様はよく戦場にお出になるからいずれ共に戦う時がくるかもしれないが……多分そういう話じゃないよな？　姫様の専属の騎士にでもなればどの戦場でも付きっきりだと思うぞ。確か姫ひめ薔ば薇ら騎士団とか言ってたな……」

「姫ひめ薔ば薇ら騎士団？」

「詳しくは知らんが、その騎士団の中に恐ろしく腕が立つ悪魔のような剣士が居るらしい。剣一つで五千人の歩兵を切って捨てたんだとさ。まあつまり？　そういう伝説的な大活躍ができれば入団も許されるんじゃねえかな」

「それはなんというか、目標にするには現実感の無い話だね。おとぎ話にしか聞こえない」

「そうだな。やっぱり地道に実績を積み上げていくのが良いと思うぞ。俺たち歩兵からしてみれば、まず狙うのは敵小隊長の首だろうな。いきなり将軍クラス相手にどうしようとか考えるべきじゃない」

　一歩一歩登っていくのも悪くないとイナヅチは考える。それでいつか夢が摑つかめるぐらいまで高みにいけば、憧れの姫をもう一度間近で見る事ができるかもしれない。

「おいおい、なんかやる気出してるけど、あまり欲を出さない方がいいぞ。戦場では身にそぐわぬ夢を見た奴やつから死んでいくんだぜ」

　イナヅチの抱く夢の途方もなさを知れば、彼はどう反応するのかと考えた。どう転んだって酷ひどく馬鹿にされる事は理解していたので、イナヅチは口を噤つぐんだ。




　それからしばらく古都の中を歩いたが、集合場所に近づくにつれ増える物売りに邪魔されてなかなか進むことが出来なかった。彼らは他の志願兵と思われる者たちにもしつこく食い下がって手に持っていた商品を押し付けていた。これから戦いに向かおうとしている人間よりも強い押しを見せる彼らにはもう感服するしかない。隣のホウタクを見ると彼も同じ気持ちだったのか苦笑いしていた。

「おい、あれ見ろよ」

　突然ホウタクが指さした方を見ると、まだ設営途中の見世物小屋とその前で何か会話をしている女性の集団がいた。何気なしに眺めていると一人の女性と目が合った。その彼女の……長い銀色の髪と深い色の瞳に一時心奪われる。細身で長身で、おそらく彼女の血筋の特色であろう珍しい銀の髪が目を引く。このような美を結集した存在が人間として存在しているなんて神の悪戯いたずらにさえ思えた。

「あの露出の多い衣服からすると多分踊り子の一団なんだろうな。しかしあの銀髪の女は美人すぎる！　是非俺の前だけで一晩踊ってもらいたいね」

「彼女らもこの戦争に引き寄せられてきたのかな？」

「まあそうだろうな。俺たちみたいな下したっ端ぱ歩兵のために来てくれたのならありがたいが、あれだけ器量の良い奴やつらは金を持ってる将軍とかを楽しませるためにあるもんなんだ。俺らの所に回ってくるのはいつも残り物の酷ひどい女だ」

　そういうものなのかと妙に納得する。去り際にもう一度銀髪の女の方を見てみると、彼女たちは後方のドラグワンの保管場所を向いて何か話していた。彼女の綺き麗れいな顔がもう一度見れない事を残念に思いながら、イナヅチは歩みを進めた。
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　踊り子の中でも一ひと際きわ背が低い少女は見上げるように銀の髪を持つ女に話しかけた。身内に話しかけたにも拘かかわらず、少々遠慮と恐れが入り混じった声は上ずる。

「お姉さま、あれだけ警備が厳重だと奪取するのは難しいかと……」

「大丈夫だあねさま。私たちの半分を犠牲にすれば、ここの警備を討ち取れる」

　小さな少女の言葉を遮って筋肉美を持つ短髪の女性がそう言った。彼女も踊り子の一員であったが、口にしたのは物騒な言葉だった。

「我々六人の半分で奪えるならば大した戦果だが、肝心の『最古の秘宝』は五つある。ひとり一つずつしか持てぬのだとして、残り二つはどうする？　ここに置いてくのか？　それでは私たちの悲願は達成できない。今は時を待て」

　銀髪の女は淡々と彼女たちに命令する。言論を断ち切られた踊り子は何か言いたげにしていたが、明確な反論はしようとしなかった。彼女たちの序列として、銀髪の女が最上位に位置しているのは明らかだった。
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　短髪の踊り子は自らの苛いら立だちを外を行きかう志願兵たちに向けた。

「くそったれどもめ……精々戦争に行って思う存分死んで来い。少しでも苦しんで冥府に落ちる事をここから祈っててやる」

　そんな呪いの言葉を兵士たちに呟つぶやく。銀髪の女性はその悪意に誘導されるように通り過ぎ去っていく少年兵に視線を合わせてしまった。

「あんな小さい子まで駆り出されるなんて、この国の軍の質も落ちたものですね。遥はるか遠き国々にまで恐れられていた、獅し子しの魂を持つ歩兵軍はもはやどこにも存在しない」

　銀髪の女をお姉さまと呼んだ小さな少女がそう口にした。銀髪の女はこれ以上死地へ向かう少年を見る気も失うせたらしく視線を彼女らへと戻した。




　＊＊＊




　遠くから旅してきた志願兵たちは古都の郊外にある平地に集められた。その数は数千にもおよび、人だかりであっという間に綺き麗れいな緑の草地は踏み荒らされ、赤茶色の土が露出するに至った。喧けん騒そうも大きく間近で声を出されないと何を言っているのか聞き取る事さえ難しい。個々の発汗による湿気がすごく、息が詰まりそうになる。とても居心地が良いとは言えない場所に押し込められる形になって、イナヅチはうんざりしていた。

「皆の者聞け！　これより武器の配給と班の構築を行う！　列になって武器を受け取り、名簿を持つ者に自分の名と出身地を告げよ！　この名簿に記載された時点から、お前たちは国家の誇る歩兵隊の一員となる！　そうなれば戦場からの脱走は死罪だ！　怖おじ気けづいた者は今すぐに帰れ!!」

　この志願兵たちの集まりを統すべるために来たであろう、キラキラと光る鎧よろいを着込んだ男が喧けん騒そうが満ちていた空気を吹き飛ばして叫んだ。着込んでいる鎧よろいとその偉そうな態度から、かなり身分の高い人間だと一目でわかる。下手な冗談を言えばすぐに切り殺されてしまいそうな物騒な雰囲気が、笑い話をする気力を奪う。静まる空間の中、イナヅチの隣に居たホウタクは耳打ちしてきた。

「これから部隊を構築するんだ。最小単位は五人一組の『班』。それが十集まって小隊、小隊が十で中隊。中隊が十で大隊。構成員が三万人を超える集団になると軍と呼ばれるようになる。でもまあそれはおおよその基準であって、多少増減するらしいがな。

　そして部隊作りが初めてのお前にとても有用な情報を教えてやろう。本当は金を取っても良いぐらいのとっておきなんだがな。同じ田舎者のよしみとして教えてやる。

　班作りは名簿に登録された順に組まれる。つまり列の近くに並んでいた奴やつと組まされる確率が高い。という事はだ、あらかじめここで腕が立ちそうな奴やつに目星を付けといて、そいつと一緒に名簿登録してしまえば、それだけで生き残る確率がぐっとあがるんだ」

「……すごいねホウタクは。そのずる賢さはどうすれば身に付くんだい？」

「おおっと、そんな皮肉言ったって無駄だぜ。どうせお前もいざ戦場に出てみれば俺に感謝するしかなくなる。……そうだ、あいつとか良いいんじゃないか？　見るからに強そうだ」

　ホウタクがこっそり指さしたのは一ひと際きわ大きく周囲から目立っていた男だった。隠しきれない筋肉質な腕にいくつか刀傷のようなものが刻まれている。太い首や足元を見るに一朝一夕の鍛え方はしていない体格だ。配給される前に自前の剣を持っている所も、戦の経験者なのだと物語っている。

「おっ、並ぶみたいだぞ。ほら、遅れないうちに俺たちも行くぞ！」

　イナヅチとホウタクはいそいそと人の波をかき分けて、件くだんの男の後ろに並ぶことに成功した。これで一安心だとホウタクが漏らす。

「名と出身地を言え」

「ライブス。クルガの出身だ」

　傷だらけの男が名簿を持った兵士に自分の名と故郷を告げる。その名を聞いて兵士は驚いたように声をあげた。

「ああ、ライブスってお前の事か！　『死神喰くらいのライブス』！　ずっと名前は聞いてたぞ！　前の戦争は酷ひどい戦いだったらしいが、良く生き残ったもんだな！　感心するよ」

「それはどうも。……行っていいか？」

　ライブスと名乗った男は言葉少なくその場から離れた。名が正規軍の兵士にまで知られていて、なおかつ激戦の生き残りらしい。これはホウタクの思惑が当たりよほどの腕前の戦士なのではないかと思わせてくれる。反応を見たくてホウタクの方を向くと、だから言っただろと言うような自慢げな顔をしていた。




　ホウタクの策略通り、イナヅチとホウタクとライブスという男は同じ班となった。あと二人は細身のメガネをかけた男と、妙に体格の良よい髭ひげ面づらの大男が仲間となる。上官である綺き麗れいな鎧よろいを着た兵士はこれより班での行動を主にするようにと命令してどこかへ行ってしまった。待たされている間何もする事が無かったので、とりあえずその場に腰掛けてメンバー間の親睦を深めるために自己紹介をしだす。

「よう皆、これからよろしくな。俺の名前はホウタクって言うんだ。戦争は二回目だから、初めての奴やつは分からない事があったら遠慮なく聞くと良い。備蓄倉庫からの美う味まい酒のくすね方ぐらいなら、無料で教えてやるぜ！」

　まずはじめにホウタクが自己紹介した。今気づいた事では無いが彼は誰に対しても物もの怖おじしないようだ。どう見たって堅気ではない男二人を前にして、いつも通り軽快に言葉を紡つむげるのだから大したものだとイナヅチは感心さえした。

「僕の名前はショットと言います。カトウム村の出身です。この戦争には……市民権を得るために来ました」

　次に口を開いたのはメガネをかけた青年だった。彼は少し恐縮しているようだった。

「市民権？　ああ、五回戦争を戦い抜けば王都に住めるようになるって言うあれか。お兄ちゃん、王都に住んでどうするんだよ」

「商売を始めようと思ってるんです。ウチの家系は代々根なし草で一か所に定住する事なんて出来なかったから。だから一家のためにもどうにか王都に住むきっかけが欲しくて……」

　当たり前の事だがこの戦争で何かを得ようとしているのはイナヅチだけでは無かった。彼らにも彼らの望むものがあってここに居るのだ。

「俺の名前はガンジツ。戦争は初めてだが、腕っぷしには自信がある。ここには恩赦を求めてきた」

　今度は髭ひげ面づらの大男が語り出した。

「ちょっと都会の方で小遣い稼ぎしてたんだが、へまして捕まっちまってな。十年の労役を科せられたんだが、そんなのちんたらやってるわけにはいかないだろ？　だからこの戦争に参加する条件で減刑を求めたんだ」

「そ、そうか。まあ頑張ってくれよ……」

　さすがのホウタクも引き気味になった。彼の語る小遣い稼ぎが何だったのか興味はあったが、それが十年の刑に処される物なのだから大体の見当はついた。二人以上は殺してはいないと信じたい。

　自己紹介をしていないのはライブスと呼ばれた男とイナヅチだけだったが、いつまで経たってもライブスの方から口を開こうとしなかった。そのため居たたまれない沈黙に背中を押される形で、イナヅチが話し始める。

「僕の名前はイナヅチです……。この戦争に参加する気になったのはなんというか……」

　イナヅチは何となく掌てのひらで転がしていた硬貨に目をやる。手に馴な染じみ所々の装飾の潰れたそれは、あの姫の凱がい旋せん式の日からずっと大切にしてきた物だった。揺るがぬ夢の顕現だった。しかしそれはずっと心の内に秘めてきたものだったので、いざこうして話そうとすると言葉に詰まる。

「ああ、金のためか。それは分かりやすいな。精々いっぱい稼げるように頑張れ」

　ホウタクはそう言って馴なれ馴なれしくイナヅチの肩を叩たたく。誤解を解く気にもならなかったイナヅチは、彼につられて笑ってしまった。

「……」

　そして、沈黙が空気を支配する。四人の視線を受けて、ようやくライブスと呼ばれた彼が口を開いた。彼はあまり会話をする事を好いているようには見えなかった。

「俺の名前は……ライブスだ。戦争には今度で五度目の参加だ。そっちの坊ぼう主ずの望む市民権とやらがこの戦いで手に入るわけだが……俺はそんなもの犬に食わせとけば良いと思っている」

「五度目だって!?　聞いたかイナヅチ！　やっぱりこいつに付いてきて正解だったろう！」

　ホウタクは嬉うれしそうに笑顔を見せる。彼のその言動で大体の事を察したのか、ライブスは苦笑を見せた。
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「ああ、そういう小ズルい策略を巡らせて俺にくっ付いてきたのか。そんなお前たちに悲しいお話をしなくちゃいけないんだが……実は俺は、呪われているんだよ」

「は？　呪い？」

　とても迷信深くは見えない男の口から出てきた言葉にホウタクはあっけにとられた。

「俺は確かに四回の戦で生き抜いたが、俺を含めた班の配置はいつも戦争の前線も前線、最前列の先せん鋒ぽう隊だった。そして俺以外の連中は皆死んでいったよ。そんな奴やつと同じ班に配属されたがるなんて、お前も見る目が無いな」

　ホウタクはライブスの言葉に恐れをなしたのか唾を飲み込む。それはイナヅチも同じ気持ちで、息が止まるかと思った。

「ははは、いいね、疫やく病びよう神がみと共に戦列に並ぶのか。それはこの戦争、楽しくなりそうだな」

「ガ、ガンジツさん……冗談は止よしてくださいよ」

　見るからに豪胆そうなガンジツは気にしていないようだったが、他の三人はそうもいかなかった。まだ戦いが始まっていないにも拘かかわらず、心が重くなる。自然とその後の会話も弾まなかった。




　待機させられる事二時間。やってきた部隊長は待たせた事に対する詫わび一つなしに行軍の命令を出した。

「先導する騎兵について行け。追い抜く事も、また必要以上に遅れる事も許さない。持参品の荷物は捨てる事を許可するが、支給された剣と盾を捨てれば厳罰に処す。分かったら駆け足！」

　彼らはまるで兵士たちに考える時間を与えないようにしているようだった。次から次へと生まれてくる疑問や不信が形になる前に、イナヅチたちは歩き出す事を強いられた。とぼとぼ歩いていけば置いて行かれる速度で先導する騎馬は走りだしていく。周囲の者たちの息遣いと地面が揺れる振動を感じながら、これが戦いの始まりだとするならば、あまりにも静かで淡泊すぎるなと思った。




　それからイナヅチたちはしばらく走らされた。古都から十数キロの位置にある平原に汗だくでたどり着いた頃になると休憩の命令が出され、多くの者がその場に座り込んだ。

「戦う前からこんなに疲れさせて……お偉方はどういうつもりなんだ……」

　ホウタクがぜーぜー肩で息をしながらそう文句を言う。イナヅチも一言一句同意だったが、酸素を求め荒い呼吸を強いる肺に邪魔されて返事が出来なかった。

「安心しろ。軍が構築されるにはおそらく明日の朝までかかる。疲労なんて回復してるさ」

　息を整えながらライブスはそう助言した。彼は他の者に比べて疲れていないように見える。さすが戦争を数度体験しているだけあって、スタミナは人一倍あるのかもしれない。

「おい、あれ見ろよ」

　少しは息を整え終わったホウタクが平原の向こうを指さした。彼の指さした場所には黒いまばらな点が動いて見える。

「あれ多分……敵軍だ。俺たちみたいにここに集まって来た奴やつらだ。でも本当に……これから戦争が始まるのか？　とてもじゃないが、そんな様子には見えないよな？」

「うん……そうだね。みんなでここに遊びに来たって言っても不自然じゃないかもしれない」

「ははは、それ良いな。今からみんなで球遊びするなら、気軽に酒でも飲めるんだがな」

　イナヅチたちは冗談を交わし合う。彼らの言う通り、まだこの地は戦場になっていなかった。だからこそ、こんな軽口が叩たたけたのだ。しかしそんな空気もすぐに搔かき消きえる。




　まず歩兵隊を二時間休ませた後、班ごとに集結させ列を作った。その列を集めて集団を作り、集団を重ねて列に重みを増した。あっという間に人で構成された壁が構築される。この動く壁で敵を押しつぶすのだ。そうホウタクが教えてくれた。

　歩兵をその場で待機させ、今度は遠方から騎兵隊が来るのを待った。歩兵たちの装備とは違う煌きらめく鎧よろいを着た彼らが到着する頃には日が沈んでいた。彼らは常備軍であり、常日頃から戦争の訓練に明け暮れている者たちだった。それゆえか歩兵たちより遥はるかに早い速度で隊列を組み立てていく。

「軍の構成は……歩兵と騎兵と、あと対竜単騎？　弓兵は？」

「弓兵は防衛戦では良いいんだが、こういう平地での戦いだと真っ先に機動力のある騎兵の餌え食じきになる。ぶつかり合いは、歩兵と対竜単騎に任せるしかないんだ」

　ライブスがイナヅチの単純な疑問に答える。なるほどと納得して、イナヅチは前を向いた。遥はるか前方に居る敵の粒も、自分たちの軍の構成の過程と同じように集まり、そして壁を成していた。そしてその数は自分たちよりも多く見える。それに気付いた瞬間、イナヅチは嫌な汗が背中に流れるのを感じた。何が楽しい球遊びだ。人が人を殺すために集まって、そして軍を成す。形が見えだしてようやく、これから戦争が始まるのだと恐ろしい実感が湧いた。




　騎兵の後に来たのが数頭の馬に引かれてやってきた対竜単騎ドラグワンだった。彼らは専門の操手を体内に格納し、ゆっくりと自らの力で荷車から起き上がった。夜の平野に巨人の影がゆらめき動く。これから始まるものは神話の戦いなのかと事の壮大さに気が遠くなる。

「対竜単騎は基本的に歩兵の後列に配置される。対竜単騎が前に出ると、戦列が届く前に敵に陣形を整えられて対応されて打ち倒される事が少なくない。戦力の換算で歩兵の百倍以上の兵器を失うのはリスクが高すぎるから、歩兵がまずぶつかり、戦況が思わしくない所をカバーする形で対竜単騎が向かう。それがセオリーだ。それにあの巨人を前列に据えると地面が歩行で踏み荒らされるからな。歩兵の進行速度が一割遅くなり隊列が乱れる」

　ライブスの淡々と語られる解説は役に立つ。少なくとも着々と完成していく軍列の行く末の事を考えて気分を落ち込ませるのを紛らわす事ぐらいには。

　イナヅチの気持ちを知らずに巨人たちは動き、歩兵隊の後ろにそれぞれ並ぶ。物を言わぬ巨人に背後から見張られているのは気分が良いものでは無かった。まるで逃げようとする兵をみんなして見張っているようだ。地獄に居るとされる怪物がそんな役割を担になっていたなと頭の隅で考える。

「お前、随分と戦争に詳しいんだな。伊だ達てに生き残ってるわけじゃないという事か」

　ガンジツは感心したようにライブスを称たたえた。彼はその言葉に何一つ表情を動かさずにいる。

「どんな理由で『死神喰くらい』なんて二つ名貰もらったんだ？　ただの歩兵に二つ名は与えられんだろう」

「単純な話だよ。俺を迎えに来る死神を逆に切り伏せ、そしてこうやって今生きている」

「ははは！　随分と豪胆な話だな！　気に入った。あんた、うちの班の頭になってくれよ。少なくとも、他の連中よりは頼りになる」

「……」

　ライブスはその提案に頷うなずく事も首も振る事もせずにただ黙った。彼の了承は貰もらえなかったが彼をリーダーとする事はこの状況下での最善の手段に思えたので、イナヅチたちは暗黙の了解として彼をこの班の頭に据える事を受け入れる。




　隊列が組み終わったのは真夜中だった。そして休憩時間がようやく与えられ、歩兵たちはその場で横になり一睡を強いられる。頰をくすぐる草の感触は故郷を思い出し懐なつかしいものだったが、心は落ち着かなかった。イナヅチはポケットの中の硬貨を触って心を鎮しずめようと努め、しばらく四苦八苦していた。するといつの間にか眠りに落ちていたが、朝起きた時にはしっかり休めたようには思えなかった。




　朝。日の出と共にこの地から夜の闇が祓はらわれる。そしてこの地に集った者たちの全貌が日の元に晒さらされた。敵味方合わせて総数十六万。それだけの人間の塊が、この地で対たい峙じしていた。

「ほらな。俺の言った通りになったろ？」

　笑う事もせずにライブスがそう言う。彼が以前語った通りに、イナヅチたちの班は最前列に配置されていた。敵のあの万を超える壁に最初にぶつかるのが自分たちなのだと思うと、冷や汗さえ出てこない。恐怖か武者震いか、ぶるぶると震える身体が現実感を奪っていく。イナヅチはポケットの硬貨を握りしめた。この硬さだけが自分に現実とは何たるかを指し示してくれるように感じる。

「皆の者聞けー！」

　馬に乗った将校が前列より前に出て声を上げる。彼の声はこの地に良く木こ霊だました。

「これより我らは、敵との戦闘に入る！　敵の数はおよそ七万。対するこちらは九万！　圧倒的にわが軍の有利である!!」

『おう』と、唸うなりのような兵士たちの返事が空気に響く。びりびりと震わす言こと霊だまがイナヅチの背中を押している錯覚さえ生む。

「我が国の兵はこの戦国の中で、特に恐れられる一兵である！　個々が獅し子しの奮迅を振るう我らを見て逃げ出す敵は後を絶たない！　それは先人たちが築いてきた誇りである！　そして我らが、後世に語り継がせる決意である!!」

　またしても『おう』と、地鳴りに似た呼応が響く。身体の震えが止まらず、しかし胸の奥に熱いものが生まれてくる。この空気は拙まずい。自分のような根の小さな者であっても、戦う気にさせられてしまう。

「我らはこの国の小さき一兵である。しかしこの国に於おいて我ら程非道を許さぬ小さき正義は存在しない！　敵は我が国を脅おびやかそうとしている！　それは神に対する挑戦であり、我らの正義に対する挑戦でもある！　我らは決してこの地を明け渡したりはしない。この土地は我らの子孫が生きるべき場所であり、敵の悪手に汚させるわけにはいかないのだ!!」

「イナヅチ……ここでひとつ告白していいか？」

　将校の演説中にホウタクの震える声が割って入った。何事かと彼の方を見てしまう。

「俺、この戦争で二回目だって言ったけど……前の戦争では予備兵で、しかも俺たちが配置させられる前に戦争が終わったから、実質これが初めてなんだ……」

「バカッ、なんでそんな見み栄えを……」

「だってしょうがないだろ？　そんなウソでもついてなきゃ、また戦場に戻れなかったんだ。だけど、クソッ！　死なねえからな！　俺は、こんな所で死んだりしないからな！」

　ホウタクは震える唇を嚙かみ締しめて、必死に何かに耐えていた。彼は叫びたかったのかもしれない。ここから逃げ出したかったのかもしれない。しかしそれを無理やり抑え込み口から漏れ出そうになる弱気を飲み込む。

「行くぞ兵ども！　神の御心は我らと共にある!!　敵を討ち、そして滅ぼせ!!」

　将校の合図に従って、隊の合間に配置された楽器持ちが銅ど鑼らを叩たたく。高く響く音が耳をつんざき、びりびりと胸郭を震わせる。

「合図だ。走れ！」

　ライブスに背中を押され、イナヅチたちは揃そろって駆け出す。兵士たちの雄たけびと足音が周囲に伝でん播ぱし余計な音をこそぎ奪っていく。

「お前たちに忠告しておく！」

　走りながらライブスは叫ぶ。彼の声は残響を残さず周囲の音に搔かき消きえたが、聞き逃せば命に係わると判断した班の皆は彼の言葉に注意を払う。

「前線の兵が生き残るには、前進しかない！　少しでも躊ちゆう躇ちよすれば敵に切り殺され、一歩でも退ひけば後ろから迫る味方に踏みつぶされる！　生き残るには前だ！　それしかない!!　死を恐れたからといって、横にも後ろにも逃げるな!!」

「ああ、それは分かりやすい。だがそう出来るかはまた違う問題なんじゃないか!?」

　ガンジツが皮肉に笑いながらそう返す。確かに彼の言う通りだ。前に進まなければ死ぬからといって、だから進めば助かるかと言えばそう上う手まくはいかない。

「巨人が出たら近づくな！　歩兵でアイツは殺せない。味方の巨人が対処に当たる。味方が敵の巨人の四肢を壊し地に伏せさせる事が出来たのならば、その時に囲んで中の操者を引きずり出せばいい。五体満足の巨人には近づくな！」

「こ、これ、もしかして戦争始まっているの？　このまま敵とぶつかるの!?」

　ずれ落ちそうになるメガネを正しながら、ショットは困惑したように叫んだ。

「そして最後になるが……仲間は見捨てるな。生きている限り絶対に救おうとしろ。そう決意しなければ、もうこの戦場では動く事が出来なくなる。故郷の事も金の事も恩赦の事も、遠い所にある報酬のために人は命を賭けれんぞ！　目の前の仲間のために戦え！」

「くそっ、俺はなんでまた、こんな所にっ！」

　ホウタクの後悔の混じったような慟どう哭こくが木こ霊だまする。イナヅチは服の上からポケットの硬貨に触ってみた。硬い感触が、自分の戦う理由を思い出させてくれる。

「抜刀──!!」

　部隊長の誰かがそう命令した。その声に従って走る歩兵たちは剣を鞘さやから引き抜く。冷たく輝く刀身が、ほんの少しだけ勇気を与えてくれる。

　自分たちと同じように向かってくる敵歩兵の姿が見えた。彼らも何かを叫びながら走り込んでくる。もしかしたら彼らの側では彼らなりの正義を口にしたのかもしれない。しかし今となってはそんなものどうでも良くて、自分たちを殺そうとしている恐るべき人の波だ。

「……おい、なんだアレ!?」

　ホウタクが異変に気づき、初めに叫ぶ。このまま敵とぶつかりあうだけかと思っていたがどうも様子が違った。敵の側に火の手が……藁わらをくくったような松明たいまつに火がともされるのが見え、それがもくもくと煙を生み出しこちらに流れてくる。白く濁った空気が敵より早くに接触したが、少々煙たいだけで進軍を止める障壁にはならなかった。

「煙幕かこれ!?　いいのか!?　このまま直進しても!!」

　ホウタクの問いにライブスは簡潔に答える。

「諦めろ。たとえ罠わなだったとしてもこの進軍は止められない。進まねば俺たちに活路は無い！」

　兵士たちの叫びが最大に達する中、煙の向こうで何かが動く。ついに敵本隊と衝突するのだと皆構えたが、少々予想していた敵影とは違う物が現れた。それは確かに人の形をしていたが単純に巨大であり、その巨体に相応ふさわしい分厚い鉄塊を剣にして振り上げていた。

「バカなっ！　対竜単騎に切り込ませるのか!?」

　その重量により歩み一つで地面を踏み荒らす鋼の巨人。それが先陣を切れば後ろに続く歩兵の進行速度が遅れ戦場で孤立する事になるのは対竜単騎運用の大前提だった。机上の空論でのみ奇襲攻撃による巨人での最前線攻撃が語られるが、あまりにも体たい軀くが巨大で目立つ対竜単騎で奇襲を行うなど不可能とされていた。それをこのような形で実現されてライブスは驚く。

　ライブスの困惑の後に、誰かが避けろと叫んだ。しかしどこに避ければ良いというのだ。歩兵が進めるのは空間の空いた前方だけで、横も後ろも味方に阻はばまれ行き場など無いというのに。

　イナヅチたちの前に突如として現れた巨人は、手に持っていた彼のサイズに作られた剣を振るった。地面にぶつかったそれは土と煙を巻き上げ、そしていくつかの人の姿をした物が宙を舞う事になった。それをすぐ傍そばで見て、死が巻き起こったのだと直観で理解した。あの巨人は我らに死をもたらす悪魔なのだと、震える魂が屈服した。巨人は再び剣を肩の上まで持ち上げる。それの矛先が自分たちの方を向いている事をイナヅチは理解していたが、彼のような小さき歩兵にそれを防ぐ手立ては無かった。

　巨人の武器は再び振り落とされ、土が舞った。爆発的な暴風に晒さらされ目の前の景色がシェイクされてようやく、イナヅチは自分の身体が宙を舞っている事に気付いた。拙まずいと思った時にはすでに地面が目の前に迫っており、ろくに受け身も取れずに地面に衝突した。

「ぐああああっっ!!」

　全身をバラバラにされかねない衝撃に呻うめく。苦しみに身もだえていると、上から何かが降ってきて押しつぶされる。下と上の両方からの痛みにしばし現状を忘れ翻弄される。数瞬正常な思考が出来なくなった脳を何とか御して、イナヅチは上から降って来たモノを自分の上からどかす。一息ついた段階になってようやく、自分に折り重なっていたのがヒトの胴体だったのだと知った。そのすでに息絶えた物には、ガンジツの頭が付いていた。

「なっ……そん、な、事が……」

　これで彼は死んだというのだろうか。少し前まで皮肉を口走る事が出来た彼が、おそらく仲間内の中では一番力のありそうだった彼が、動かぬ肉塊になったというのか。イナヅチは改めて周囲を見渡してみる。敵の煙幕で遠くの光景までは観みれなかったが、それでもここら一帯に人の残骸が無数に転がっているのは視認する事が出来た。

　イナヅチはこの場に立ち尽くす一人の男を見つけた。彼はショットだ。この惨状を前にしてパニックを起こしたのか、ガチガチと歯を鳴らせて震えている。

「そんな、そんな事が……ダメだ。こんな所に居たら……ダメになるっ！　気が、狂う……！」

　彼はよりにもよってライブスに禁じられていた後方への退却を図った。前方へ進もうとする兵の隙間を縫って駆け出そうとする。しかしただでさえ前方の視界が悪い現状でそれは愚策に終わった。人の波の流れとぶつかり、そして倒され踏みつけられる。地面に寝ている者など死体だとしか思っていない味方兵たちに、遠慮なく踏み抜かれ動かなくなった。

　イナヅチの近くでは敵の対竜単騎が味方歩兵を気の向くまま吹き飛ばし、踏みつぶし、物言わぬ肉塊に仕立てる作業をしていた。イナヅチはこのままだと巻き込まれると思い立ち上がろうとするが、それは叶かなわず地面に顔を付けた。その痛みで初めて、イナヅチは自分の足が明後日あさつての方向に折れ曲がっている事に気付いた。

「まずい！　味方のドラグワンが上がって来た！　皆進行方向を空けろ!!」

　誰とも知らない叫びが木こ霊だまする。彼の言葉通り、煙幕に包まれた戦場に味方の対竜単騎が足を踏み入れてきたのが分かった。この崩れた前列を素早く立て直す責務を急いでか、味方の巨人はその足元に居る小さき歩兵たちを無視して歩みを早めた。彼の足元から血しぶきと叫び声が弾はじける。まるで地獄のような光景だとイナヅチは思う。

　敵と味方の対竜単騎が対たい峙じし、ほぼ同時に互いに剣を繰り出した。人の力では到底持ち上げることの出来ない鉄塊どうしがぶつかり、激しい金属音と明るい火花を散らす。何度か打ち合ったあと力を込めた一撃を味方の巨人が敵に打ち込もうとしたが、それは敵の華麗なサイドステップで避けられた。イナヅチが拙まずいと叫ぶ前に、敵は大技を繰り出したために隙だらけになった味方巨人の胴体に分厚い刃を喰くい込ませた。金属が曲がり弾はじける音が断末魔のように鳴り響く。胴体は寸断されなかったがおそらくその刀身は中の操者にまで十分届いていて、彼かの巨体は力を失ったようにゆっくりと倒れてきた。

「しまっ……あいつここにっ!!」

　まるで時間の流れが狂ったようにゆっくりと倒れる巨人の影がイナヅチに迫る。急いで逃げようとするが砕けた足の骨ではただ地面の上でもがく事しか出来ない。誰か助けてくれと叫ぶ前に、地面を揺るがす衝撃と右腕に生まれた新たな痛みで失神しそうになる。

「ぐあああああっっっ!!」

　腹の底から痛みに叫ぶ。それは鉄の塊の巨人に押しつぶされた右腕から鳴る歪いびつな音をかき消すのに役立ってくれたが、むしろ痛みは増長される結果になった。しばらくは痛みで目も開けていられなくなったが、何度か呼吸を繰り返して出来うる限り平静を保ち、恐る恐る目を開ける。すると頭の中で想像していたより酷ひどい状況が目に入ってきて、誰を呪うべきか分からなくなる。イナヅチの右腕は味方の巨人の亡なき骸がらと地面に挟みこまれていた。指先の感覚が無く、引き抜こうとしてもちっとも動いてくれない。

　敵の巨人は敵を討ち滅ぼした事に感慨を示す事もせずに、次なる標的を求めて前進して行った。あの巨大な物は最初から最後まで自分の事をちっぽけな虫ぐらいにしか見ていなかったのだと思い知らされて、憎しみにも似た激情が胸を占める。

　地面に縫い付けられたイナヅチは何度か脱出しようともがくが、それは徒労に終わった。そして身体を地につけている彼には、地面を通して伝わる足音に誰よりも早く気付く事が出来た。歩兵の代わりに対竜単騎を出してきたという事は、次に来るのは散り散りになった兵を殲せん滅めつするための敵歩兵隊だ。このままここに居ると殺されると理解してイナヅチはさらにもがくが息絶えた巨人を人の力で動かす事は不可能だった。

「おい！　大丈夫か!!」

　聞き覚えのある声がイナヅチの耳に届く。何とか頭を動かして声の方を見ると、額から血を流しながらも五体満足なライブスが近づいてくるのが見えた。

「た、助けて！　腕が挟まれて動けないんだ！」

「ああ、今すぐそこから出してやる。じっとしていてくれ」

　ライブスは倒れている巨人に近づき、その亡なき骸がらをどうにか動かそうと力を入れてみる。当然の事であったがライブスの力でもそれを動かす事は出来なかった。しばらく四苦八苦してみて、そして何かを心に決めたようにイナヅチの方を見る。

「もうすぐ敵歩兵が到達する。そうなるとこの乱れた戦列では対応できない。はやくこの場から退避しなければ……お前にもそれは分かるな？」

「う、うん……それぐらいは、僕にも分かる」

「そうか、じゃあこれを咥くわえてくれ。嚙かみしめすぎて歯を砕かないためだ」

　ライブスは布きれをイナヅチの口に押し込んできた。何をするんだと抗議する前に、彼は剣を逆手に持ち構える。

「目をつぶっていろ。切断のショックで死ぬ事だって十分あり得る」

　やめろとイナヅチが叫ぼうとする前に、彼は刃をイナヅチの腕の付け根に突き刺す。骨が断たれる音と、筋肉繊維が寸断される奇妙な衝撃が身体を走る。その後にすぐ気が狂いそうな程熱い痛みがやってきて、脳を砕かんとばかり暴れまわった。

「うっぐうぅ……っ!!」

　口に物を詰められても叫びは漏れ出た。歯をどれだけ食いしばっても痛みは引かず、まともに失神する事さえ許してくれない。

「よく耐えた。さあ逃げるぞ」

　ライブスは手て際ぎわよくイナヅチの右腕の切断面を止血して、彼を肩に抱えて走り出した。出血とショックのため朦もう朧ろうとする意識の中、地面に倒れて動かなくなっている人影の中にホウタクの姿を見た。彼の死にざまを見ていないと、イナヅチは叫びたくなる。これは何なんだと天に問いたくなる。薄れていく景色の中、血の酷ひどい匂いとライブスの歩行に従い上下にシェイクされる気持ち悪い感触が悪い夢のように思えた。




　イナヅチが次に目覚めると負傷兵用の大型テントの汚い天井が見えた。周囲からは痛みに呻うめく者の声が聞こえてくる。おそらく自分と同じ境遇の、ボロボロになった彼らを見て、あれは夢では無かったのだとぼんやり思考する。

「目が覚めたか。気分はどうだ？」

　傍かたわらに居たライブスがそう言葉をかけてくる。イナヅチは彼を驚いたような目で見た。

「ずっと僕を見ていてくれたの……？」

「まさか。お前をここに置いていった後風ふ呂ろに入ったし酒も飲んで寝たよ。だが寝つきが悪くて……なんとなくお前の様子を見に来ただけだ。命があって良かったな」

「命……命。そうか、僕は助かったのか」

「待て。動くな」

　身体を動かそうとして違和感に気付く。右の手が肩から先に無く、動かそうとした右手の幻影が空に消えていく。急に恐ろしい喪失感に苛さいなまれる。身体が震え、怒りとも悲しみとも判断できない感情が胸を占める。

「お前の容体だが……命はおそらく助かる。常備していた輸血用の血を入れたし、抗菌の薬剤も注入した。ウチの国はそういう医療技術は優れているからな。だがそれでも、失った腕は治せない。砕かれた関節は元通りに出来ない。

　お前は右腕を失った。足はくっついているが、左足が酷ひどい形で骨折している。多分治っても、杖つえを使わずに歩く事は出来なくなると思う。酷ひどい結果に終わったが……だが死ぬよりはマシだ」

「死ぬよりマシ!?　これが、こんなのが!?　僕は……まだ何もしていない!!　剣も一太刀だって振るってないのに……これで終わり!?　そんな、こんな事がっ!!」

「聞け、イナヅチ。歩兵の半分は、剣を振るう事無く死ぬものなんだ。そういうものなんだよ、戦争っていうのは。だがこれからの事は心配しなくて良い。お前は多分負傷兵として本国へ返される。少しだが手当金も出る。故郷に帰って、静かに暮らしていくのも悪くないはずだ」

「バカなっ！　バカなバカなバカなっ!!　僕は……僕は姫様のためにっ、ただあの人に近づきたくて、そんな夢を持って生きてきて……それが、ここで終わりなんて、信じられるものか！　僕はまだ、終わっていない！　まだ戦える!!」

「いいや。終わったんだよ、イナヅチ。お前の戦いはもう終わったんだ」

　身体の底から湧き出る熱い嗚お咽えつが外に漏れる。無条件に上う手まくやれるとは思っていなかった。しかし、ここまで役立たずに夢が潰ついえるとも思っていなかった。イナヅチの見通しが甘かったのかもしれないし、または戦争というものが非情すぎたのかもしれない。ただ傷つき壊れた彼には涙を流し、この世の不条理に嘆き叫ぶ事しか許されなかった。

「一応お前に戦況を教えておくが、第一戦は俺たちの惨ざん敗ぱいだ。ドラグワンを先せん鋒ぽうに置くという定石無視の策略で歩兵隊の隊列が崩壊して……そこに敵歩兵隊が突撃し駆逐した。そのまま軍の前列を失った我が将軍は形勢不利と見て兵の消耗を避けすぐに退却し、古都クシュールリンドまで撤退している。将軍はここで防衛戦を行うつもりらしいがそれが上う手まいこといくかは俺には分からない」

　ライブスは淡々と状況を語る。もしかしたら目の前の脅威を自覚させる事でイナヅチの不幸から目を背けさせようとしたのかもしれない。どちらにしたって今のイナヅチには彼の言葉は深く届く事は無かった。




「おい……あれ見ろよ！」

　クシュールリンドの見張り台に立っていた兵士が隣にいた同僚に慌てて声をかける。何事かと仲間が遠眼鏡で見ていた方向を眺めてみると、そこには隊列を作って進軍してくる人の粒が見えた。思わず警鐘を鳴らそうと手を動かす。しかし彼らが来る方向が自国内だと気付き、慌てた自分を恥じた。あれは友軍だ。

「味方だな！　援軍が来たんだな！」

「あ、ああ……しかもあれは……ウソだろ。信じられない」

「ん？　どうしたんだよお前、何が見えるんだ？」

　彼の遠眼鏡をひったくってやろうとするが、すごい力で抵抗された。彼は信じられないとぶつぶつ呟つぶやくだけだ。

「何が見えるんだよ！」

「薔ば薇らだ……薔ば薇らと、鳥の紋章……ウソだろ。本当にあれは……アルトーネ様の軍なのか？」

「なっ、まさか！　本当か!?　クシュールリンドにアルトーネ姫が!?」

　確かに彼の語る通り、こちらへ向かってくる軍列の先頭にはアルトーネ姫の紋章旗が悠然と風になびいていた。
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　　　第二章　最古の巨人







「まるで古い埃ほこりが集まってそのまま形になったかのような都市ですね」

　長い黒髪を後ろに結わえた少女はクシュールリンドを見てそう漏らした。彼女の隣に居た金髪で純白のドレスを着た女性は笑いを含みながら言葉を返した。

「古さとは執念だ。その場この時から離れたくない変わりたくない。そんな意志の積み重ね、それが時代に厚みをもたらす。お前はそれを埃ほこりと形容するが、私は『誇り』と解釈する。ここは彼らが代々生きてきた歴史ある土地だ。守る価値のある素晴らしい土地だよ」

「姫様はそうやってどんな場所でも守る価値のある所だといつもおっしゃられる。私はそういう言葉で装飾されなくても、どんな戦地でも戦って見せます」

「勇ましいな。皆お前ほど戦争好きでいてくれればいいのだが、我が愛する兵たちはきちんと人間の心を持った常人たちで占められているんだ。守る理由はひとつひとつ作ってやらねばいけない」

「それも姫様の仕事ですか」

「そうだ。大事なお姫様の仕事だ。ユキツル、一度代わってみるか？」

　とても私には真ま似ねできませんとだけ口にして、ユキツルと呼ばれた黒髪の少女は後ろに一歩下がった。彼女たちの下にこの街クシュールリンドの執政官が近づいてきたからだ。一国のお姫様が臣下の者と親しげに軽口を叩たたいている場面など見せて良い人物ではなかった。

「アルトーネ様！　よくぞ参られました!!」

「ああ。出迎えご苦労執政官どの。兵を六万程連れてきた。こいつらをクシュールリンドの防衛に使ってやってくれ。そしてもし良ければ私もこの戦、参戦したいのだがよろしいか？」

「あ、ありがとうございます！　これ程心強い応援はございません!!　しかし姫様を戦場にお連れするのは……」

「心配するな。戦争処女ではない。これぐらいの戦、容易たやすいものさ」

　アルトーネ姫のその言葉に笑えばいいのか分からずに執政官は珍妙な顔で凍り付く。姫は少しばかり悪ふざけが過ぎたなと反省してひとつ咳せき払ばらいをする。

「それで……その方はどなたで？」

　執政官は姫の後ろに控える黒髪の少女を見ておずおずと尋ねた。彼女は一言も返さずにただ礼儀正しく一礼する。

「彼女は私の直属の騎士のユキツルだ。ホロヤの一族の血を継いでいる。剣の腕が少々立つもので、側近にしている」
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「幻夜ホロヤ！　妙な片刃の剣を使う戦士の血筋と聞いた事はありますが……実際に見たのは初めてです」

「血族の数が少ないもので、頭が固くて融通の利きかないのは血筋なのか確かめようが無いのが困りものだよ。まあ見ていて楽しいので傍そばに置いておくのは悪くないがな」

　そう言って姫がユキツルの方を見ると膨れた顔を見られたくないためか顔を逸そらしていた。

「ええっと、姫様。長旅お疲れでしょう……？　配下の者に食事と風ふ呂ろを用意させましたので是非休憩して……」

「いや、その前にひとつ寄りたい所がある。私を負傷兵の所に連れていってくれないか」

「で、ですがそれは感染症の危険がありっ!!」

「私には負けて傷ついた彼らを、もう一度戦士にする責務があるのでね」

　勇ましい姫様はにっこりと笑ってやって、彼の制止も聞かずにクシュールリンドの軍事キャンプへ向けて歩き出した。




　負傷兵たちの居るキャンプの外からどよめきが聞こえてきた。何な故ぜそんな騒ぎが広がるのかと不思議に思ったものの、今のイナヅチには身体を起こして確かめる気にもならなかった。鎮痛作用のある薬を提供されたが、それでも腕の切断面のチリチリと焼けるような痛みは紛れてくれない。ガチガチに固定された左足は窮屈で仕方がない。頭は幾分冷えて冷静になってきたが、自分の置かれている状況を逐一知らしめてくれるこれらの痛みの所せ為いで気は重かった。

「しかしこんな所に入られては……っ」

　誰かが何かを止めようとしている声が聞こえて、そしてざわめきが一段と大きくなった。さすがにここまで騒がれると無視する事も出来ず、イナヅチは痛む身体を庇かばいながらゆっくりと身体を起こした。それを邪魔するようにテント内の誰かが叫んだ。

「ア、アルトーネ姫!?」

　その瞬間、時が止まったように感じた。




　負傷兵のテントにそぐわぬ純白のドレスと金の髪が揺れる。金細工のような艶つややかな髪と、まるで彫刻のように整った顔を忘れるわけが無い。昔よりも背が伸び、女性としてさらに美しくなってイナヅチたちの前に立ったのは、憧れのアルトーネ姫だった。

　彼女がテントの中の負傷兵を見渡す視線の移動の中、本当にほんの一瞬だけイナヅチと目が合った。まっすぐ彼女の瞳を見た刹那に、あの遠い昔の日に胸に宿った熱い意志をイナヅチは思い出す。この時になってようやく心臓が動き出し、死にかけた身体に再び血が巡り出したように感じた。

　突如現れたその予想外の人物の存在に、負傷兵たちは凍り付いた。死に瀕ひんした自分たちが今わの際に見た幻覚なのではないかと疑ってしまう者は多かった。

「これは何かの夢なのか……」

　イナヅチの隣に居た負傷兵が呟つぶやく。その言葉はここに居る全ての者たちの心を代弁していた。

「よう諸君。戦の英雄たちの顔を見に来たのだが、ここで間違いないな？」

　にっこりと微笑みながらアルトーネ姫はテントの中を進む。彼女に対して何か言葉を投げかけるような恐れ知らずはこの中にはおらず、彼女の一挙手一投足を見守るだけのオブジェと化していた。

　姫は特に何かを考えるでもなしに、一人の傷ついた老兵の前に座る。遥はるか目上の存在が自分と同じ目線まで身体を下げた事に彼は驚きよう愕がくした。

「君らの働きを耳にしたぞ。勇敢に戦い傷ついた君たちは国の宝だ。胸を張っていい」

「ひ、姫様……こんな所に来ると血で汚けがれます」

　老兵は身をよじり姫から離れようとしたが、彼女はそれを許さず彼の手をしっかりと握った。

「我が国のために戦った兵士は血を分けた兄弟も同じだ。お前の気高き血は、私に流れている物となんら変わりない。よくぞ生き抜いた。お前が生きている事を、私は誰よりも嬉うれしく思う」

　姫の言葉に胸を打たれたのか、老兵は言葉にならない嗚お咽えつを漏らして頭を深く下げた。他の負傷兵たちも彼女の言葉に感極まったようで、言葉を失う。

　それからも姫はひとりひとり負傷兵に対して声をかけて回った。血と膿うみで汚けがれた彼らを嫌けん悪おせずに触りねぎらいの言葉をかけていく。こんなにぼろぼろで、後はもう本国に返されるだけの自分たちに何な故ぜこうもしてくれるのか。これが、この国の姫なのか。イナヅチは彼女のために戦いたいというささやかでちっぽけな夢と、そしてそれが崩れ去った事を思い出した。

「やあ、君は腕を失ったのか。よく戦い、痛みに耐えたな」

　アルトーネ姫はついにイナヅチの前まで来た。彼女との邂かい逅こうは何度も夢見た光景だったが、空想の中のそれでは自分は騎士の恰かつ好こうをしていた。だが現実はどうだ。片腕を失い、もはやまともに歩く事の出来ない自分と、この薄暗いテントの中でも輝きを放つお姫様。これが夢の結果だとするならばあまりにも悲しすぎる。

「僕は……戦っていません」

　悔しさのあまりそう言葉に出る。姫の言葉を否定したのだという不敬さえイナヅチは気付かない。

「何も出来なかった。あなたのために戦える事をずっと夢見ていたのに、結局一太刀も振るえず僕はこうなってしまった。これが夢の末路なんて信じたくない。僕はっ、僕は……」

　涙を浮かべるイナヅチを、姫は優しく慰める。

「これほどまでに想おもわれて、私は幸せ者だ。君の痛みや苦しみは、決して無駄ではない。君の傷を見て人は勇気を知り、そしてそれが巡り巡っていずれ私と、私の国を救う事になる。世の中はそういう風に出来ているんだ。戦士たちは傷ついてもなお戦士で、光り輝く宝玉と同じだ。だから私のためにも、自分の価値を下げるような物言いはしないでくれ」

　彼女の優しい物言いに言葉が詰まる。こんなに壊れた自分の事を宝物だと評してくれた事に嬉うれしくて泣きたくなる。イナヅチは、憧れのお姫様の目の前で涙をみっともなく見せる事を拒否して顔を伏せた。姫はその彼の心を汲くんで、ひとつ頭を優しく撫なでてその場から立ち上がった。







「姫様は兵に甘い」

　アルトーネ姫が負傷兵用のテントを出た所でお付きの黒髪の少女がそう呟つぶやいた。お姫様はその指摘に笑って返す。

「ああ、そうだよ。我が国のために戦った勇敢な者たちだ。無下に出来るわけがない」

「そうなんでしょうね。あなたと共に戦った者たちは姫が決して戦友を粗末に扱ったりしないと知っているから、気兼ねなく命を賭けて戦う事が出来るのでしょう。しかし軍人ばかりにいい顔しても脳まで筋肉の支持者が増えるだけです。もっと王政の中枢に支援者を作らないと」

「やめろよユキツル。その脳まで筋肉の代表のお前が政治を語るなんて、笑い話にもならん」

　姫は笑ってユキツルの言葉を流した。もともと真剣に捉えてもらえると思っていなかったのか、彼女は一つため息をしただけで諦める。

「執政官が姫のために宴うたげを用意したそうです。この古い都市特産の料理に歌と踊りだそうです。こんな事言うと、鮮度が無いように聞こえるのが難点ですが」

「せっかくの心遣いだ。丁重に貰もらい受うけよう。兵たちに酒を支給してやる事を忘れるな」

「はい。分かりました。あと姫様にどうしてもお目通りしたいという者が。普段であれば無視しますが、ウチの国の『複製師』とゆかりがあるのだと」

　ユキツルが視線で指し示した方に一人の青白い男が膝をつけ頭を下げて待機していた。普段から陽にあまりあたっていないと思われる肌や無精ひげなど典型的な学者の風貌だと姫は思う。

「何か私に用がおありかな、学者どの？」

「は、はい！　私の名はオルドーウと申します。本国のアンカンツ大学から派遣された調査官で、主にこのクシュールリンドで採掘される対竜単騎の歴史調査をしております。そして……是非アルトーネ姫様にお見せしたいものが」

「ああ、よいだろう。案内しろ」

「はいっ！」

　緊張のあまりぎこちない歩みをする学者の後をアルトーネ姫とユキツルは付いていく。彼が案内したのは軍がクシュールリンドから徴用している対竜単騎の保管区画だった。この国で生産されている巨人が大切に納められていたが、奥の方にある一角にはロープで区切りが付けられ、護衛の兵が配備されていた。他と分けておきたい、大事な物を保管してあるのだと一目で分かる。

「こちらです。この巨人が……この形のまま、クシュールリンド近郊の発掘場から掘り出されました」

「ほう……『肉付き』か。珍しいな」

　姫にお披露目された巨人は土と錆さびに塗まみれ横たわっていたが、それでもエルフの遺跡で見られる曲線的な意匠と細工を認識する事は出来た。姫が肉付きと評したのは、この外装部分の事だ。不滅で不朽のミスリル鋼の骨格はそのままの形で掘り出されるが、このように外装部分が健在の巨人は少ない。対竜単騎を研究している学者たちは、この時代の流れに滅ぼされてしまう部分にこそ巨人本来の力があるのではないかと考えていた。

「ええ、それも驚きなのですが……この巨人が発掘された周囲に、武器が眠っていたんです。しかも、おそろしく巨大な物が」

　学者は姫を引き連れて隣の区画へと移動する。そこには確かに彼が口にしたように巨大な武器が鎮座していた。ひとつひとつが一般的な対竜単騎の背丈ほどあるそれらが計四つ、大事に安置されている。

「剣と斧おのと弓と槍やり。それぞれが通常より遥はるかに巨大で重く、現在まで見つかっている古代の兵装の中でも最大級です」

「さっきの巨人の武装なのか？」

「まさか！　このサイズの武器を普通の対竜単騎が持てば関節が砕けます！　私が思うにこれらの武器を扱えるサイズの超巨大級の巨人が、発掘地の近くに埋まっているのではないかと」

「この武器を持てる対竜単騎となれば相当な大きさになるだろうな。なるほど、今になって敵国がこの領地に攻め入ったのはこれが狙いか」

「おそらくそうだと思います。この地が敵国に渡り、そして超巨大級の対竜単騎が掘り出されるとなれば周辺国の軍事バランスを塗り替える事態になりかねません」

　姫はじっくりと掘り起こされた武器の数々を見る。それらが戦場を蹂じゆう躙りんする様を想像して、彼女は薄く笑った。その表情に気付いたのは側近のユキツルだけで、彼女は怪け訝げんな顔で姫を見ている。

「あの巨人と、これらの武器の外装には古代文字が刻まれていました。翻訳できる部分は一部でしたが、多分遥はるか昔亜人たちがこれらをどう呼んでいたのかは知る事が出来ました。まずあの対竜単騎ですが……『凄すさまじき雷の戦士』と、刻まれていました」

「雷？」

「はい。剣の方は『冷徹な水の剣つるぎ』。斧おのは『熱く溶ける炎の戦せん斧ぷ』。弓は『穿うがつ風の射手』。槍やりは『揺るがす大地の槍やり』と表記されていました」

「雷と水と火と風と……そして地。なるほど、分かりやすい名称だな。共通するような名づけ方をしているという事は、これらは統一された規格で製造されたものたちというわけか」

「おそらくそう思われます。こいつらを解明できればこの国の力になると思います。だからどうか……この土地をお守りください。その価値が、このクシュールリンドにはあります」

　学者は深々と姫に頭を下げる。彼は彼なりにこの地を守りたいのだと理解して、姫は笑顔を見せた。

「もちろんだ。我らに撤退は無いよ。心配せずとも、この国の戦姫を信じろ」

　傍そばに居たユキツルはまた勝手な事を言っているというような顔をしていたが、アルトーネ姫はあえて無視した。




　日が沈みだす頃、アルトーネ姫を歓迎する宴うたげは大々的に開催された。市民と兵士たちにも平等に酒と食べ物が配られ、都市は明るく光を灯ともして日中より輝いて歌が流れている。戦時中の都市には思えぬありさまに皆この時だけは先の敗戦を忘れる事が出来た。浮かれ、騒ぐ者たちを軽蔑するように見ていた一人の少女が、この地で使われていない異国の言語で毒づいてテントの中に入っていく。その中に彼女と同じように露出の多い衣装を着た五人の女性たちがおり、外の様子を見ていた彼女に視線を向ける。

「あねさま。これは予想外だ。まさかあのアルトーネ姫がここに来るなんて……作戦の前提条件が全部ひっくり返された」

　テントに入って来た短髪で男勝りの女は不満げにそう漏らした。彼女があねさまと呼んだ銀色の髪をした女は、薄く笑みを見せる。

「いいや、恐ろしいまでの幸運だよ。こちらは『最古の秘宝』を奪うだけのつもりだったが……まさか最終目標である王族自らが、向こうから来てくれるなんて。天は我らの味方だという事だ」

「どっちをとるつもりなんですか姉さま。この騒ぎようだと多分秘宝の方の奪取は容易ですが、王族を獲るとなると警備が……」

「両方貰もらい受うけよう。秘宝も、あの姫もだ。なあに案ずるな。彼女に近づく手段はいくらでもある」

　銀の髪の女は外がい套とうを手にして立ち上がり出口へ向かった。仲間たちの集まる視線を受けて彼女は振り向く。

「皆、準備をしておけ。戦闘と、踊りのだ。我が一族はいつもそれを同時に行おこなってきた」

　彼女の言葉を受けて少女たちは皆一様に頷うなずいた。




「姫様、いかがですかな。我がクシュールリンドに古くから伝わる唄でございます。遥はるか遠き日の情景が呼び起こされる素晴らしい歌声だと思いませんか？」

「そうだな」

　都市の中央広場に設営された迎賓席に座らされたアルトーネ姫はたった今目の前で繰り広げられた古い言語の良く分からない呻うめきのような唄にそう返事した。この人は絶対に何も分かっていないなと、彼女の後方の席に座っているユキツルは確信する。姫は常々こうした祝いの席が嫌いだと漏らしていた事を思い出した。食事するのも酒を飲むのも出し物を見るのも、粗相一つ許されず皆が姫としての振る舞いを所望している。これはきっと行儀のいい拷問なのだと彼女は語っていた。その真意がユキツルには今になって分かった気がする。

「次は少々趣向を変えまして、この地に流れ着いた旅の踊り子の舞いをご覧にいれましょう」

「おお、それはそれは楽しみです。伝統的なものはその……あまりに仰々しくて」

　アルトーネ姫も言葉を選ぶ事があるのだなとユキツルは感心する。執政官の指示に従ってその踊り子たちが舞台に立った。全六人の女性たちだ。年とし端はもいかぬ少女の姿もある。内三人は弦楽器と太鼓と笛を持ち、それぞれ演奏するらしかった。

「ほう……これは、確かに興味深い」

「皆良い器量もちでしょう？　特にこの一座の頭をしているあの銀髪の女は……王都でも見る事が難しい程の美人です。いえ、アルトーネ様には及ばないと思いますが」

「おいお前、名はなんという？」

　アルトーネ姫は舞台中央に居る銀髪の女に話しかける。彼女はゆっくりとだがはっきり聞こえるように声を発した。

「どうもご機嫌麗しゅうお姫様。流る浪ろうの民である私の名など、姫様の耳にお入れする価値もありません」

「名に美醜があるものか。構わぬから名乗れ」

「……ハクヨクと申します。古代言語で『白』と『翼』と書きます」

「古代言語、なるほど迷信深い親を持ったか。私も母から『在十音』と古代言語の文字を授かったよ。母は私が音楽などの芸事の才に溢あふれた子になって欲しかったようだが、なかなかうまくいかないものだな。現実にはこうして戦場を騒がせるのが得意になってしまった。生まれ変わってみるのであれば、お前たちのように踊りを生なり業わいに生きてみるのも良いかもしれない」

「っ！」

　本当に一瞬だったが、ハクヨクと名乗った女の顔が怒りに満ちた。後ろに待機していた踊り子の少女たちの表情も強こわ張ばる。しかしすぐにそれは幻であったように優しい笑顔を姫様に向けなおした。

「お戯たわむれをお姫様。あなたは戦場でこそ輝く人です。踊りのような下げ賤せんなものに一生を捧ささげるのは、我らのような民にお任せください」

　ハクヨクは姫に一礼して、後ろの少女たちの方を向いた。彼女の目くばせの合図に、それぞれが頷うなずき楽器を構える。その中の一人の、楽隊の中でも一番小さな子の手が震えていた。それを心配する仲間の視線に気づき、大丈夫と返す。

　ハクヨクは舞台中央で跪ひざまずき目を閉じる。神経を集中させ、その華麗なる四肢を使って舞い踊る準備をする。この踊りが終わる時、あのお姫様の息絶えた姿が見られるのだと心に願って。




「動けるか？　まあ無理かもしれないが……外の空気を吸うだけでも治りが違うと思うぞ」

　負傷兵用のテントにて、ライブスは安静にしていたイナヅチに対してそう提案した。昼間のアルトーネ姫との邂かい逅こうからぼうっとしていたイナヅチは、適当に相あい槌づちを打つ。

「祭りらしい。アルトーネ姫が来た事を祝ってな。ひとりの人間が来てくれただけで敗戦のムードが吹き飛ぶなんてすごい事だな」

「……ひとりで行ってきてよ。僕の事なら気にしないでいいから」

「いや、俺も祭りの騒々しさは苦手なんだ。だがこのテントの中に居ると治る物も治らない気がしてくるのも事実だ。だから無理にでも気分転換した方が良い」

「だから、気にしないで欲しいんだってば！　どうしてライブスさんは……僕に構うの!?　同じ班だったから？　あんなの一時だけの……吹けば飛ぶような仲間意識の集まりだったでしょう！」

　イナヅチはホウタクの事を思い出した。ショットの事を、ガンジツの事を思い出した。ただ一日程顔を突き合わせただけの関係では、彼らの戦死を悲しむ感情さえ湧いてこない。だが不条理な苦みだけが心に満ちる。彼らは戦争に翻弄され、ただただ運が悪かったために死んだ。そんな事がこの世ではまかり通っているという事実を認めたくなくて、熱い義憤が湧いてくる。

「お前は……俺が助ける事が出来た、初めての仲間だ。俺以外に生き残った初めての班員だ。だから、気にかけている。きっとお前を助けたのは意味がある事なんだとそう思いたくてここにきている。今まで俺が仲間の犠牲の上に生き残ってきたのはお前のためだとな」

　ライブスはぽつりぽつりと言葉を漏らす。彼は本当に自分が呪われていると感じているのかもしれない。一人生き残るたびに感じていた彼の孤独を想像するのはとても難しい。

「……分かった。一緒に出よう。ここに居たって身体どころか心まで腐りそうだから……祭りの熱気にあてられるのも悪くないかも」

「そうか。それは良いい決断だ」

　ライブスは松葉づえをイナヅチに渡して笑った。彼も笑う事があるのかと、イナヅチは少々驚いた。

「もしかして……ライブスさんっていい人なの？　そんなに仲間想おもいだとは思わなかった」

「お前もホウタクもそうだったが……俺をどんな目で見ているんだ。人並みに誰かを思いやるし、笑ったりもするさ」

「あはは、確かにそうだね。でも人並みに思われたいならば、その歴戦の勇士っぽいいかつい顔をやめてくれよ」

　イナヅチの言葉にライブスはもう一度声をあげて笑った。傷ついてようやく手に入れた物が戦友ひとりかと思うと釣り合っていないように思えたが、それでもイナヅチは少し気分が良くなった。




　銀の髪を持った女が音楽に合わせて踊っていた。その腕が、足が、揺れる髪が何も無かった空間を押し広げ、世界に躍動を与える。人の身ひとつで無限を表現できるのだと証明しているかのようだ。この宴うたげの席に居る者すべてが彼女の舞いに魅了されていた。人の外にはみ出た美があるのだと思い知った。

　しかしその中でただ一人だけが彼女の踊りを別の観点から見ていた。彼女は感心したような顔をしながら後ろに居た側近に話しかける。

「ユキツル、シンミルドという部族を知っているか？」

「え？　シンミルド……ですか？」

　芸術の素養の無いユキツルでさえ彼女たちの踊りに見とれていたが、姫の声で現実に引き戻される。

「そう、シンミルド。西方の山地に住んでいた部族で、彼らは生活の一部として踊りを特別視していた。文字を持たない彼らは口承と踊りの解釈によって後世に歴史と技術を伝えていった。彼らには踊りこそが先祖と、そして神との繫つながりだった。知識も気構えも、そして技も踊りから教わっていた」

「技、とは？」

「戦闘の技術だよ。彼らは戦いになると踊りで自らを鼓舞し、湧き出た脳内物質としなやかな筋肉で生み出す瞬発力で刃を振るい、瞬時に敵兵の首を落とした。ただひとりのシンミルドの戦士が十の敵を討つのは当たり前だったし、それが集団戦となれば小さな部族の戦闘単位で大国の一軍と肩を並べる事も珍しくなかった」

「ずいぶんと詳しいんですね姫。で、そのシンミルドとか言う部族は今どこに？　この戦乱の世において、まったく話を聞きませんが」

「ああ、そのシンミルドはね、我が父が滅ぼした」

　銀髪の女性が踊る中、後ろで弦楽器を鳴り響かせていた短髪の女性が歯を嚙かむ。目の前のお姫様が高い迎賓席で偉そうに座りながら、シンミルドの事を他ひ人と事ごとのように口にするのが許せなかった。一体誰の所せ為いで、我らがこのような流る浪ろうの民にと、人知れず口の中で呟つぶやく。

「我が父は正規兵まるまる一軍と引き換えにシンミルドの戦闘集団を討った。彼らの戦闘に対する気質と情念に敬服と恐れを抱いた父は、シンミルドの非戦闘員を根絶やしにして脅威を排除する事にした」

「それはその……なんというか、徹底してますね」

「まあ血の根絶なんて珍しい話じゃないさ。それだけ我が王は、シンミルドの戦士を恐れたという事の証あかしでもある。ただ父は少々非情に徹しきれない所があってね。男は全員殺したが、女だけは生かした」

　姫は目の前で踊るハクヨクを見る。激しく身体を動かす中、彼女の視線がこちらをずっと射貫いているのを肌で感じていた。

「父は愚か者だな。あの女を見てみろ。しなやかな肉体と、それを支える強きよう靭じんな骨。よく踊り、うごく関節。そして何よりも、熱く燃える意志。まさに戦士の肉体だ。ああいう女こそ滅ぼし殺すべきだった」

　我慢の限界だった。事前に打ち合わせた合図となるハクヨクの舞いが形となった瞬間、弦楽器の女が持っていた楽器のネックを捻ひねる。カチリと仕掛けが外れる音がして素早く引き抜くと、輝く刀身が露あらわになった。女はその隠し刀をハクヨクへと投げる。

「あねさま！　その女を殺せ！　一族の……シンミルドの悲願を!!」

　宙に舞った隠し刀をハクヨクは綺き麗れいにキャッチする。そして踊りの勢いを殺さぬまま肉体を躍動させて目標の姫へ跳びかかる。その一連の動作はまるで比喩なしの踊りのように見え、多くの兵が居たにも拘かかわらず誰も反応する事が出来なかった。ただひとりを除いては。

「姫様！」

　アルトーネ姫に向かう凶きよう刃じんを察知して、彼女の背後に居たユキツルが素早く反応する。腰に下げていた剣をこの場に居る誰も知覚出来ないほどの速度で抜刀して、姫の肉体を傷つけようとしていた刃と切り結ぶ。踊り子の刃は女にしては重く鋭い一撃だった。ハクヨクの刃を受けてシンミルドの話を思い返す。なるほど、筋肉とそして瞬発力。戦場では大いに武器になるだろう。

「やはりシンミルドか。奇襲を成功させたいのなら、その溢あふれ出でる殺気を隠す努力をすべきだったな」

「こいつ……っ！」

　まさかこの不意打ちが防がれるとは思ってもみなかったハクヨクは驚くが、すぐに刃を切り返して目の前の邪魔者を排除しようとする。しかしそれらの返し刃すらユキツルは容易たやすく防いで見せた。自らの騎士の優秀な働きぶりにアルトーネ姫は笑みを浮かべ感心する。

「後手の側であれに反応するとは、さすがだなユキツル」

「お褒め頂いて光栄です。鍛え方が他の者と違いますので当然ですが」

　さも当たり前という顔をしているユキツルを、ハクヨクは鋭く睨にらむ。

「片刃の剣……カタナかっ、おまえ……っ！」

　ユキツルの持っていた剣は普通の兵士に支給されている物とは形状が違っていた。太く両刃で直線的な一般的な剣と比べ、彼女のは細く緩くカーブしていて、そして片側にしか刃がついていない。刀と呼ばれるそれは東方の少数民族が製造しているだけに留まっていたが、彼らの戦士たちが振るう美しいとさえ形容される剣技の名は世に名を轟とどろかせていた。まさかこんな所でその伝説的な剣技と一戦交えることになるとはと、口の中で悪態をつく。

「あねさま！」

「カフウ！　計画通り最古の秘宝を!!　この姫は、私が討つ!!」

　あまりの事態にあっけにとられていた周囲の兵たちが正常な判断を取り戻し、抜刀して姫を守ろうと動き始めた。彼らに囲まれる形となったハクヨクを助けるべきか迷ったが、彼女の言葉で自分たちが本来やるべき事を思い出してその衝動は抑える事が出来た。すぐに傍そばの仲間たちを連れ外へ急ぐ。

「あねさま！　死なないで!!　あなたが居なければ私たちは……シンミルドは戦えない!!」

　彼女の言葉を受けてハクヨクは左手を振って答えた。




「何か騒がしくない……？」

「さあな。祭りなんだからこんなもんなんじゃないか」

　負傷兵用のテントから出たイナヅチとライブスは祭りに騒ぐ街を歩いていた。イナヅチは足を骨折し杖つえをついていたため遅い歩みだったがライブスは何も言わず彼に合わせて歩いた。その物言わぬ心遣いには感謝したが、歩行の手助けまではしてくれないのだから少々スパルタすぎる。

「おい！　祭典場で暗殺者が姫様の命を狙ったらしいぞ！　大変な騒ぎだ！」

「本当かっ!?　それでアルトーネ様は!?」

「いや、分からん。多分亡なくなられてはいないと思うが……」

　足早に通り過ぎる歩行者からそんな会話が聞こえてくる。想像だにしなかった言葉の羅列にイナヅチとライブスは互いに顔を見合わせる。

「そんな、姫様が……はやく、助けにいかないと……」

「何バカな事言ってるんだイナヅチ。お前が行ったってどうにもならないだろう」

「それは分かっているけど、でも……」

　自分の現状を正しく理解していないイナヅチをライブスは諌いさめる。熱い魂は時として自らの命を縮めるのだと諭す。

「お前はここで待っていろ。俺が祭典場の近くに行って詳しい話を聞いてくる。いいな、無茶はするなよ」

　ライブスの言葉に頷うなずいてみせると、彼はイナヅチを置いて街の中心部へと早歩きで向かっていった。彼を見送る形になって、何も出来ない自分の現状を再び突きつけられた気分だ。

　そんなイナヅチの横を、数人の女性たちが通り過ぎる。

「待って！　やっぱりお姉さまを待とう！　必ず来てくれるから!!」

「バカ言うな！　それでこっちの計画までしくじったら、あねさまに顔向けできない！」

　五人の少女たちが駆け足で通り過ぎる。夜で暗かったため彼女たちが先日見た踊り子の集団だと気付くのには時間がかかった。彼女たちはまっすぐ軍の拠点の方へと歩いていく。あそこには確か対竜単騎の保管場所があったはずだが、何な故ぜ彼女たちがそこへ向かっているのか理解できなかった。

「くっ……いたた」

　イナヅチは痛む足を引きずりながら、彼女たちが向かっていった方に歩き出した。なぜか直感的に、この騒ぎの根源がそこにあるような気がしたのだ。




　傷ついたイナヅチの歩みは亀のように遅かった。しかしだからこそ、事の顚てん末まつに巻き込まれずに済んだのかもしれない。彼女たちが通った後には対竜単騎の保管場所を守護していた兵士たちの死体があった。どれも鋭い刃で肉体を寸断されている。女の技のそれでどうやれば鎧よろいを着込んだ成人男性の身体をぶつ切りに出来るのか分からなかったが、彼女たちがこれをやってのけたのは間違いない。

　イナヅチは身体を引きずって保管区画の一番奥へとたどり着く。そこでは少女たちがそれぞれ巨大な武器の形状をしたオブジェの前に居た。

「いいな。ひとり一体ずつだ。私とミズチはこれを駆って、あねさまを助けに行く。残りはここであいつらが保有しているドラグワンを全部使用不能にしろ」

「私もっ、私も行きたい！　姉さまを助けたい!!」

「良いから私の指示に従え！　あねさまとはここで落ち合う約束になっているんだ。お前たちがここを防衛できなければ、その段取りもご破算になる。いいな、任せたぞ！」

　短髪の女性がここを仕切っているようだった。彼女は大きな斧おのの形をしたオブジェに近づき、その構成物の中で唯一土と錆さびに浸食されていない宝石の装飾に右手を当てる。するとどういう機構なのか宝石が輝き、耳をつんざく嫌な音が鳴る。それが数秒経たつと光も収まり、何事も無かったかのように夜の世界に戻る。

「……全部伝承どおりだ。本当にコイツは……最古の秘宝なんだ」

　短髪の彼女は先ほどまで宝玉に触れていた右の掌てのひらを見る。そこには見たことの無い古代の文様が刻まれていた。皮膚の下から見える黒の色が、不気味に映える。

「よし、それぞれ皆契約を済ませろ！　こいつで攻勢に出る!!」

　彼女は文様が刻まれたばかりの右手を斧おののオブジェの前に掲げる。するとその所作に反応したように、斧おのの表面が割れ、そして動く。

「なんだあれ……形が、変わるのかっ!?」

　先ほどまで斧おのの形状をしていた物が、外装が割れ組み変わり部品が結合され、あっという間に一般的に使用されているドラグワンと同程度の巨人の姿になった。あっけにとられるイナヅチを余よ所そに彼女は生まれ変わった巨人に乗り込む。他の者たちもそれに続き武器のオブジェクトたちの宝玉に手を当て、そしてそれらの形を当たり前のように巨人へと変化させていく。

　四つの武器が四体のドラグワンに変化したのを目の当たりにして、イナヅチは茫ぼう然ぜんとするしかない。多分これは、彼女たちは、自分のあずかり知らぬ所に存在している敵なのだと理解して震えるしかない。

「ディール！　どうした、何な故ぜ雷の巨人と契約しない!!」

　ディールと呼ばれた少女は、唯一初めから巨人の形をした遺物の前から動こうとしない。

「これは……この巨人は、お姉さまの物だ。あの人がこの巨人を駆って王都に攻め入るべきだ。私が契ちぎりを結ぶわけにはいかない。だから私は、お姉さまを待つ」

「おまえ……いいか、兵士たちが攻めて来たら、そんなこだわり捨てて乗り込めよ！　そいつこそが『要かなめ』なんだからな！」

　少女は頷うなずいた。それを確認して四体の巨人たちはそれぞれ立ち上がり、ゆっくりとだが確かに歩みを進めていく。イナヅチはその巨人たちに見つからないように物陰に身を潜めた。そしてこの場所には謎の巨人と少女、そして傷ついたイナヅチだけが残される事になった。




「なんだこの女は、化け物か……」

　姫を守るという高潔な使命を持っているはずの、誰より勇敢で戦いに慣れているはずの兵士のひとりがそう漏らした。それは共に戦線を維持している他の者たちも同様な気持ちであった。彼女の、姫に凶きよう刃じんを向けた銀髪の女の足元には十数名あまりの兵たちの死体が転がっていた。

「なるほど。それがシンミルドの剣技か。噂うわさに違わぬ剛剣だ。その細身で人を両断出来るとは、いったい今までどんな鍛え方をした？」

　この場から逃げようともせずに彼女の戦いを見ていた姫は感心したように呟つぶやく。怨敵の褒ほめ称たたえるような言葉を聞いて銀髪の女、ハクヨクは笑った。

「お前だ。お前たち王族を……ただ一人でも多く殺すために、そのために全ての人生を費やした。踊り、肉体を軋きしませて、そして技を磨いた。すべてお前たちのためだ。お前たちの命を獲とるために。そのためだけに」

「勘違いしないで欲しいのだが、これは命乞いではない。ただ単なる事実として言及するが、お前らシンミルドを滅ぼしたのは我が父君だ。私とは関係ない。それでも私を殺したいのか？」

「何をほざくか。戦いとは関係ないすべての男児を殺したお前たちは何なんだ？　お前たちがただ一滴の血筋さえ許さなかったように、私たちもただ一つの血族も許さぬのだ。死ねよアルトーネ姫。それだけが我が一族の鎮魂になる」

「そうか。その言葉を聞いて決意したよ。やはり父は甘かった。僅かな人数だろうと我が国に弓を引くというならば、私はそれを戦争と解釈する。捕虜をとるつもりはないが、構わないな？」

　好機と見てか姫と会話しているハクヨクの背後から数人の兵士が一斉に斬りかかる。しかしそれを彼女は瞬時に感じ取ってまるで踊るように回避し、剣を振るった。瞬間的な筋肉の爆発と正しい角度で打ち込まれた剣撃は容易たやすく兵たちの胴を分断する。彼らの鎧よろいや肉や骨は彼女の剣を止める防壁にすらならなかった。

「姫様、少し下がっていてください。彼女は強い」

　アルトーネ姫を危険から遠ざけるようにユキツルがそう進言した。しかし姫はその場から微動だにせず、ハクヨクの単騎での戦いをじっと見ている。

「あいつに勝てるか、ユキツル」

「勝てますよ、ひとりなら。しかし姫のようなお荷物が居ると、戦況がどう転ぶか分からない。だから少し下がっていてください」

　こと戦闘においてはユキツルの意見が正しい事を経験則として知っていた姫は、彼女の物言いに従い下がろうとする。しかしそれを邪魔するように轟ごう音おんが鳴り、近くの建物が崩れた。

「きょ、巨人だ！　敵の巨人が攻めてきた！」

　その誰かの叫びに、みながバカなと口にしそうになった。クシュールリンドは高い防壁に守られている。それを突破して敵の巨人が攻めてくる事などありえない。当たり前のその思考の道筋が、彼の言葉通り確かにその場に現れた巨人の姿により打ち砕かれる。

「なんだあの巨人は！　ウチの国のドラグワンじゃない!!　どうやって入ってきたんだ!?」

　ひとりの兵士の驚きの通り、この場に割って入った対竜単騎はこの国で製造されている物とはまったく違った。それどころか敵国の物としても異質の存在だ。外装に使う鋼材を大きく製造する技術が無いゆえに、大抵のドラグワンは小さな装甲板を重ね合わせてひとつの大きな鎧よろいとしている。しかしこの突然の来訪者のボディには継ぎ目のような物は無く、大胆な曲線を一つの金属で構成していた。この世界の理ことわりを覆くつがえす存在がゆらりと姫たちの所へ近づいてくる。

『あねさま！　ここは私たちに任せて！　あねさまは早く最後の【最古の巨人】に!!』

　巨人の中から聞こえてきたのはハクヨクの仲間の女の声だった。この国に反旗を翻ひるがえそうとしている存在があの巨大な力を得たのだと知って、兵士たちはどよめく。彼女の声を受けたハクヨクは、一度頷うなずいて兵たちを切り捨て逃げ道を作ってこの場から脱出を図った。

「ユキツル。あれには勝てるか？」

「姫様、ちょっと冗談が過ぎますね。ドラグワンに生身で勝てるなら、人はあれを倒すために千の兵を用いたりしません」

「そうか。ならば逃げるぞ」

　彼女たちが狙うのはアルトーネ姫である事は明らかだった。その彼女たちが巨人を得たというのであれば、対応するにはこちらも巨人の力を用いなければならない。その当たり前の戦略を実現させるために、姫とそのお付きの兵たちは対竜単騎の保管区画へと向かい走り出した。

『させるかアルトーネ姫！　お前はここで死ね!!』

　短髪の女の乗るドラグワン……巨大な斧おのが形を変えて生まれたそれは、肩の部分に取り付いていた装甲を外す。ちょうど巨人のサイズ的に手て斧おのの形状に近いそれを巨大な身体を使って投げつける。投げられた斧おのは空中で白熱し、弾はじけて火球となる。斧が通った軌跡に炎の壁が立ち、姫たちの進行を邪魔する。

「なんだこれは！　魔法か!?」

　兵士がうろたえて叫ぶ。秘境に住む部族が生産している火薬とも違う、文字通り炎が空間から生まれる発火の仕方だ。魔法という表現は確かに適しているように見える。

「『熱く溶ける炎の戦せん斧ぷ』……」

　アルトーネ姫は今日見たこの大地から掘り出された巨大な斧おのに刻まれた言葉を思い出した。その呟つぶやきに火を操る巨人は反応する。

『なんだ。お前たちもこの巨人の伝承のとっかかりぐらいは摑つかんでいたのか。しかし、これらは全て私たちの物だ。遥はるか古代から口伝と踊りのみで伝えられた、私たちの切り札……【最古の巨人】だ！』

　ユキツルは姫の手を摑つかみ引き、彼女の意識をこちらへ戻す。

「姫様！　路地に逃げ込みましょう！　逃走途中ではぐれたとしたら……」

「ドラグワンの保管場所で落ち合おう。対竜単騎が無ければ、どのみちあれには対抗できない」

「分かりました!!」

　ユキツルと共に姫は駆ける。敵の斧おのの巨人は街を壊す事を躊ちゆう躇ちよしていないようで、先ほどのように斧おのを投げ大地に火柱をいくつも立てている。恐ろしい敵だと、アルトーネ姫はひっそりと呟つぶやいた。




「姉さま！」

　残されたただひとつの巨人の前で待っていた少女がそう声をあげる。彼女の視線の先には駆けてきたハクヨクの姿があり、彼女の五体満足ぶりを見てほっと胸をなでおろした。

「良かった良かった！　あなたが亡なくなっていたらどうしようと……本当に、どれだけ心配したか!!」

「すまなかったなディール。姫は討ち損じた。しかしカフウと後ひとり……水の剣に乗っているのは誰だ？」

「ミズチです。彼女があれに乗っています」

「そうか、あの甘えん坊がか。とにかく、彼女らがアルトーネを討つだろう」

　ハクヨクの発言を聞いて、物陰に隠れていたイナヅチは戦慄した。彼女らが姫の命を脅おびやかす暗殺者である事がはっきりとした。事態を良い方向に向かわせるために何かしなければと焦あせるが、今の自分に出来る事などありはしない。正規の兵士を一太刀に出来る女に片腕で満身創そう痍いの自分は勝てるだろうかと考えを巡らすが、本来自分の都合の良い方向に進むはずの妄想がより良いい結末を回避した。

「ディール、この巨人は私が引き受ける。お前は所定の手て筈はずでここから脱出しろ」

「はい！　姉さま、では外でまた会いましょう!!」

　ディールと呼ばれた少女はハクヨクの命令に従ってこの場から離れた。残されたハクヨクは、他の女たちがしたように巨人の宝玉の装飾に右の掌てのひらをあてる。

「これで私たちの勝ちだ。すべての【最古の巨人】が私たちの手にあればこの国を落とす事など……」

「残念だが、過ぎたる野望はいつだって叶かなわぬ」

「っ!?」

　突然近くで発生した少女の声にハクヨクは驚く。瞬間的に身を引こうとして動く前に、暗い夜空に煌きらめく一いつ閃せんが走る。それが剣筋だと理解した時には空気に血の飛沫しぶきが弾はじけ、さっきまで巨人に触れていた右腕が落ちた。

「こいつっ!!」

　右腕を断たれたハクヨクは瞬時に体勢を立て直し、バックステップで敵から距離をとった。彼女の腕を切断した少女……ユキツルは刀を下段に構えゆっくりとにじり寄る。

「その巨人も動かせるのか？　お前たちはこれらを使って何をする気だ？」

「我らの悲願は王都を攻める事だと、言ってなかったか？」

「なるほど、身の丈を無視した無謀な願いだ。しかしそれらをお前たちは人の死を下敷きにしてやりとげるつもりなんだろうな。

　とりあえず姫の敵は全て斬る事にしている。ただひとつの例外無く」

「それはとてもとても恐ろしい」

　ハクヨクは右腕の切断面を押さえていた左手を剣を取るために離す。不可解な事に、ろくな止血処理をしていないのにその傷口から滴したたる血は止まっていた。

「お前、なんだそれ。何かまた不思議な術を……」

「これから死ぬ者に語る言葉は持ち合わせていない」

　左手を自由にした彼女は腰の剣を握りユキツルへと向ける。その動きに反応してユキツルも構えなおした。

「そうだな。私も無駄話は好かない。お前のその身体の秘密は、殺してから考える事にする」

　ユキツルが刀を振るう。音さえ遅れて聞こえるように錯覚する斬撃が、ハクヨクに接しようとする。その連撃を彼女は持った剣で受けたが、恐るべき速度の太刀筋にいくつか討ち漏らして、柔肌がぱっくり裂けた。

「おまえの剣筋っ……どの剣士とも桁が違う！」

　形勢不利と見てか、ハクヨクはその場を離れ戦いやすい場へと誘導しようとする。この場の確保よりも王政の敵となる彼女の排除の方が優先度が高いと判断したユキツルは、その誘いに乗るように追いかけた。

　この場に残されたのは古き巨人が一体と、身を潜めていたイナヅチだけだった。彼はゆっくりと隠れ場所から這はい出でて、巨人の元へと近寄る。

「これを動かせれば……僕でも姫様の力になれるかもしれない」

　イナヅチは自分の思いつきに従って、踊り子の女たちがやっていたように残っている左の掌てのひらで巨人の宝玉部分に触れてみる。しかし彼女たちに起こったような光と音は発せられず、また掌てのひらに文様も刻まれる事は無かった。

「くそっ！　どうしてダメなんだ!?　右の手じゃないと反応しないのか……？」

　イナヅチはその場に転がっていた銀の髪の女性の断たれた右腕に気付いた。まだ人の温ぬくもりが感じられるそれを、気味悪がりながらも持ち上げてみる。すると掌てのひらがちらりと見え、そこに刻まれている文様が巨人の目に映った。ガゴンと音が鳴り、続いて錆さびた金属が軋きしむ音がする。何事かと巨人を見ると、大きく胴体部が開き操縦席が外気に露出していた。

「やっぱり……この文様だ！　これが鍵なんだ!!」

　イナヅチは鍵となる右腕を抱えたまま巨人へと乗り込む。折れた足と隻腕の身では、対竜単騎の操縦席に乗り込むのは容易たやすい事では無かった。彼が操縦席に収まると自然に胴体部は格納され、イナヅチは巨人の体内に収まる。

「ええっと、これからどう動かせば……光ってるのを押せばいいのか？」

　真っ暗な一室の中淡い光を放つ部分を押す。少しの沈む感触と共に周囲に光が弾はじける。いままで見たどんな物より奇妙に発光する板が展開される。それらには様々な図形と古代文字が浮かび、そして外の世界を映す窓となった。

「これ……巨人の目が見た光景なのか!?　こんな鮮明に遠くまで見えるなんて……」

　イナヅチは村にある巨人に無理を言って乗せてもらった時の事を思い出した。暗くて手元に何があるのか見えず、前方にある小さなのぞき窓だけが外界の様子を知る手立てだった。こんな視界で敵と戦うなんてとても無理だと思ったものだ。それがこの巨人はどうだ。まるで自分の視界のように、いやそれよりも遠く広く世界を見る事が出来る。

　イナヅチが乗り込んだ巨人は乗り込んだ者の意志をある程度読んで動いてくれるようであった。イナヅチが遠くを見たいと思った瞬間、外の世界を映す光の板が拡大され遠方を映し出した。

「これなら僕にもどうにか……痛っ!!」

　感心していたイナヅチの身体に鋭い痛みが走る。何事かと痛みのした右腕を見てみると、操縦席に展開した光の板と同じ質感を持った光の針が、深々と彼の切断したばかりの傷口に吸い込まれていった。

「くそっ！　コイツ何を……うっ、ぐ！　ぐうううっ!!」

　無数の針が空気中に構成されてはイナヅチの身体に打ち込まれていく。それは肉体に入ると好き勝手に動き、肉体の体組織を適当な所で固定しだした。痛みに呻うめく彼では、前方に展開している光の板に古代言語で『登録遺伝子に従い修復中』と表示されている事に気付くよしはなかった。

　光の針は主に傷ついた所を中心に打ち込まれた。縫合されていた右腕の傷口が開かれ、イナヅチが持ち込んでいたハクヨクの右腕と傷口同士で固定される。

「こいつ……これを僕の腕だと思ってくっつけようとしているのか!?」

　気が狂いそうな痛みの中イナヅチは前方に展開されている光景を見る。そこでは剣から変化した巨人が何やら動いている姿を映していた。イナヅチの意志で足元がズームアップされると、そこに金の髪を持つ少女が必死に逃げ回る姿があった。彼女の風貌に心当たりがあったイナヅチは顔面蒼そう白はくになる。今まさにあの巨人に踏みつぶされてしまいそうになっている少女は、イナヅチがずっと守りたいと思っていたアルトーネ姫その人だった。




『知ってますかお姫様。昔から対竜単騎に単身生身で挑み勝利した者は巨人殺しとして英雄だと語り継がれる事を。それはとても素敵なお話で、兵ならば誰もが夢見る栄誉ですが、つまりそれが意味する所は……』

「到底やれっこないって事だろ。実感してるよ。今まさにな」

　巨大なドラグワンの足元に居るアルトーネ姫は立て続けの回避行動に浮かんだ汗を拭う。巨人にとっては人というのはもはや取るに足らない存在になる。その巨体で触れれば途端に弾はじかれ致命傷を負う。その優位性は一朝一夕では決して揺るがない。

『あなたを、あなたを殺す事を私たちシンミルドがどれほど望んでいた事か……私が、この私がその悲願を達成できるなんてどれほど名誉な事か……っ！』

「その声、お前子供だな」

　感極まったシンミルドの少女に水を差すように、冷たい目で姫は射貫く。それを心地よく思わなかった少女は不機嫌な顔を巨人の体内で浮かべる。

『それが……それがなんだって言うんです？　私は確かに幼いけども、シンミルドの戦士として十分に……』

「名は何という、シンミルドの少女よ」

『ミズチです。あなたはこれから死ぬんです。年とし端はもいかない私に殺されて。それが悔しいんですか？』

「お前は我が父の暴虐を直接目にした世代では無いはずだ。それが何な故ぜこのような戦いに加担している？」

『目にしていない？　一族に積み重ねられた怨念が、ただそれだけの事で薄らぐとでも!?　あなたには決して分からないでしょうね！　私たちが……自分たちの存続のために、他の種族と交わらなければいけない屈辱が、どれほどの物だったか……っ!!』

「ガキで、反体制で、しかも純血主義者か。救いようが無いな。シンミルドはその捻じ曲がった教育でお前のような子を次々と作っているのか？　悪い事は言わないからさっさとこの戦いから抜けろ。奴やつらはお前に聖戦だと吹き込むが、結局の所自暴自棄の反乱にすぎん。いずれ追い詰められ殺されるだけだぞ」

『世よ迷まいごとをっ！　この力があれば……この【最古の巨人】の力があれば、あなたたちの国を落とすことなど造作も無い事です！　あなたを殺すぐらい、子供の私にも出来るんです!!』

　怒りを我慢できなくなりミズチという名の少女は巨人の足を持ち上げ足元の姫に狙いを定める。彼女の必殺の一撃をどれだけの時間避け続けられるだろうかとアルトーネ姫は考える。だがそれでも諦めてはいけなかった。きっと友軍の誰かがこの巨人に対応できるドラグワンを駆って現れるのだと、そう信じて生き延びなければならなかった。それが彼女に課せられた責務だった。

『死ね！　そして地獄の底で私たちの一族に詫わびろ！』

　剣の巨人を操る少女は、アルトーネ姫目がけ足を踏み下ろす。姫は彼女の動きを予測して彼女の足踏みから逃れられそうな所に跳んだが、その予測はいまいち精度が悪かった。回避した先の僅わずかな距離に巨人の足が迫る。

「しまっ……！」

　アルトーネ姫は彼女の暴力によりいくつかの骨が砕ける事は覚悟した。命さえ残ればそれで十分だとさえ考えた。




『やめろおおおっ!!』




　暴力的な痛みを我慢しようと目を閉じたアルトーネ姫の耳に、知らぬ者の叫びが届く。その直後に硬い金属同士が衝突した音が耳をつんざき、びりびりと衝撃波が空気を震わせる。

「何が……」

　アルトーネ姫が目を開けると、眼前には二体の巨人が取っ組み合っている光景が映し出された。新しく参戦してきた巨人もこの国が持つ対竜単騎ではなく、あの敵が駆る巨人と同類だったのは一目瞭然だった。しかしそいつが、今はこうして身を挺ていして姫から剣の巨人を引きはがそうと必死になっている。正しく現状を理解するにはアルトーネ姫は情報を持ち合わせていなかった。







　光の針に肉体がバラバラにされる痛みの中、イナヅチは元は剣の形をしていた巨人がアルトーネ姫を踏みつぶそうとしている瞬間を目撃した。イナヅチはほとんど衝動的に、操縦席の足元にあったペダルを踏み込む。彼の乗り込んだ巨人は構成物の殆ほとんどを錆さびつかせていたが、中核にあるミスリルの骨格からの弾はじけるような動力を受け、外装にひび割れを作り装甲を捻ねじ曲まげて無理やり動き、やがて恐るべき速度を持って姫の所まで一瞬で駆けた。巨人の疾走の軌跡には白く弾はじける雷が煌きらめく。

『やめろおおおっ!!』

　イナヅチは叫びと共に巨人同士をぶつからせる。巨大な質量を持った者同士が衝突する破裂に似た音と、身体をシェイクする衝撃が狭い操縦席内に木こ霊だまする。光の針による痛みが気つけの役割を担にない、衝撃での失神は免まぬがれた。イナヅチは動かせる左手で摑つかんだ操縦桿かんを動かす。巨人はイナヅチが考えるまま手を動かし、敵の巨人の身体を拘束しアルトーネ姫から遠ざけようとする。もちろんされるがままでいてくれない敵は身をよじり、先ほどアルトーネ姫を踏み殺そうとした足でイナヅチの乗った巨人を思い切り蹴り飛ばす。

『お姉さまでもディールでもないの!?　乗ってるのは誰!?』

　本来であれば味方として振る舞うはずの雷の巨人が邪魔してきた事に困惑しながらも彼女はすぐに頭を切り替える。自分たちの切り札が敵の手に落ちたのであればそれを奪い返さねばと戦う決意をした。

『それらは、最古の巨人は私たちに遺のこされた物だ！　お前たちが乗っていいものじゃない！』

　剣の巨人は背部の鞘さや状の細長いコンテナから二振りの細身の剣を引き抜く。錆さびた金属で構成されている最古の巨人たちの付属物であるにも拘かかわらず、その刀身は冷たく光り輝いていた。

「武器!?　こいつらには武器もあるのか!?」

　いまだこの巨人たちの全貌を把握できていないイナヅチは敵の武装を見て及び腰になる。彼の勝気が鎮火する気配を感じた敵は攻め気を出して迫って来た。

『死ね！　その雷の巨人を返せ!!』

　敵の少女の巨人は鋭く二つの刃を振るう。一太刀目は何とか回避できたが二太刀目はそういかなかった。まるで水面のように煌きらめく刀身がイナヅチの巨人の身体に吸い込まれ、一瞬でぱっくりと分厚い装甲が切り落とされた。その切れ味にイナヅチは驚く。アレが操縦者の居る胴体部に切り込まれれば、強固なフレームを寸断して容易たやすく中身まで刃先が到達するに違いない。一般の対竜単騎が使っている、鉄の質量で潰して叩たたき斬る剣とは異なる存在に恐ろしさを感じる。

「何か、何かこっちにも武器は無いのか!?」

　イナヅチは自分の乗る巨人の身体を見下ろす。彼の巨人は他の最古の巨人たちに比べシンプルなラインで構成されていて、大きな装甲を持つ肩部分を除けばスタンダードな巨人に見えた。あの剣の巨人のように備え付けられている武器のような物はどこにも見当たらない。

『死ね！』

「うわあ！」

　敵は本格的に雷の巨人の胴体部を狙ってきた。それを大げさに飛びのいて回避した雷の巨人は近くの民家に突っ込む。

『こいつすばしっこくて間合いに入りづらい!!』

　なかなか目の前の敵を切り殺せない事に少女は苛いら立だつ。姫を救う気満々で突撃してきたくせに、いざ戦うとなったら逃げ腰の優柔不断さにも怒っていた。戦場に上がった者は全て戦士と成るべきだと、幼い身には不相応の戦士の心が騒ぎ立てる。

「しまった。少し避けるつもりだったのにこんなに跳ぶなんて……」

　イナヅチは突っ込んだ民家を出来るだけ壊さないようにしながら立ち上がる。彼の乗る巨人は瞬発性と跳躍力にはかなりの長があるようだった。

「そうだ、あの時の突撃……あれをやればなんとか」

　姫を助けようとした時の瞬間的な機動。あれを思い出して、イナヅチは思いっきり足元のペダルを踏み込む。この巨人は乗り手の願いを最大限叶かなえようとしてくれる。どんな物より早く敵へたどり着くという望みのため、雷の巨人の脚部の装甲が展開する。装甲の隙間からバチバチと雷撃が弾はじけ、空気を焼いてオゾンにする。その化学変化は銀色に発光し夜の世界に輝いた。

『銀の雷……っ！』

　目の前で脚部を輝かせ始めた雷の巨人に少女が警戒しはじめる前に、その巨体が風に搔かき消きえる。何が起こったのかと思考が動くより早く雷鳴のような爆発音が響き、死角から雷の巨人が現れる。雷の巨人は巨体を瞬時に移動させた勢いのままその武器となる足を、少女の乗る剣の巨人の胴体部に突き立てた。

『きゃああああっっっ……っ!!』

　弾はじける銀の雷を纏まとった巨人の脚部は錆さびと土に塗まみれた装甲板に食い込み、凹へこませねじ切り砕いた。巨体を消してみせた程の機動力は巨人一体にぶち当たっただけでは相そう殺さいされず、雷と剣の巨人はそのままもつれ合うようにクシュールリンドの路地を転がった。
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「くっそ……ものすごく痛いっ！」

　受け身もまともに取れなかったイナヅチだったが、何とか巨人を起き上がらせる事は出来た。先ほどの突撃でどこか壊れていなければ良いがと心配する。

　下に敷いていた剣の巨人を上から見やる。胴体を大きく凹へこませたその巨体は、先ほどまでと違ってぴくりとも動かなかった。

「死んだ……いや、殺した、のか？　僕がやったのか……？」

　姫に狼ろう藉ぜきを働こうとした敵が、今はこうして地に伏して自分に見降ろされている。そのぐるぐると変わる立場がまるで何かの悪い夢のようで、気が遠くなるような思いがする。

「そこの巨人！」

「!?　姫様……？」

　茫ぼう然ぜんと自分の起こした死を見ていたイナヅチを現実に引き返させる声がする。その強く麗うるわしい声……アルトーネ姫の声は彼の耳に届き、頭を揺さぶった。

「気を緩めるな！　そいつらの仲間はあと三体居る！」

「そうだ……残りの巨人たちはっ！」

　雷の巨人の目が、イナヅチの思考に従い周囲を索敵する。そして十数秒後には遠くで味方の軍と交戦している斧おのの巨人の姿を見つける事が出来た。

「敵を見つけたな。私を肩に乗せろ」

　イナヅチの乗る巨人を恐れもせずにアルトーネ姫が近づく。しかも肩に乗せろとまで言っている。イナヅチはおどおどしながらもその声に従い、彼女を潰さないように慎重を尽くしながら持ち上げ、そして雷の巨人の肩の装甲の上に彼女を下ろした。

「ここからならよく見えるし、お前にも声が届きやすい。敵は……あれか。一体だな。残りは……内側に深く入られたか？　都市機能部を寸断されると拙まずい」

『あ、あの、姫様、僕は……』

「お前の名は何という？」

　憧れの姫を前にして慌てるイナヅチを余よ所そにマイペースに振る舞うアルトーネ姫。彼女の振る舞いに押される形であわあわとつっかえながら返事をする。

『イナ、イナヅチ、です』

「我が軍の兵士か？」

『は、はいそうです。先のクシュールリンドの防衛戦で、歩兵を……』

「よし、上出来だ歩兵どの。我らの兵士であるならば、友軍を救うために動こう。敵はこの巨人と似たような対竜単騎だ。放ほうって置くと被害が甚じん大だいになる」

『た、戦うんですか？　でも僕には上う手まく戦える自信が……』

「大丈夫だ。私も共に行く。まずあれを見ろイナヅチ。敵の巨人が歩兵たちを潰して回っている。それを阻止し、敵を都市の外縁部まで誘導する事が君の使命だ。城壁には対竜単騎用のバリスタが設置してある。そこでならあいつらを迎え撃てる」

『わ、分かりました……』

　イナヅチに拒否権があるわけもなく、彼女の命令にただただ従うしかない。彼は覚悟を決めたように巨人を動かし始めた。




「カフウ！」

　黒髪の少女と斬り合った後この地まで退却してきた銀髪の女が、斧おのの巨人の前に立ち中に居るであろう仲間の名を呼んだ。彼女の呼び声に反応して、斧おのの巨人は胴体部を展開して操縦者を外気に晒さらす。

「あねさま！　どうしたんですかその腕は!!」

　外に出てきたのは短髪の女性だった。踊り子の中でも一番の長身で筋肉質な彼女の肉体が夜の街に映える。

「姫の側近とやりあった。すでに止血は済ませてある。あの女は……黒髪の女を見つけたら、どんな手を使ってもその巨人で殺せ。生身だから女だからとか、そういう気分で奴やつに挑むと首を落とされるぞ。……それで今、皆はどう展開している？」

「チカとフウスイは……槍やりと弓の巨人は、奴やつらのドラグワンの破壊を命じてある。私は都市内で暴れまわって敵の誘導。ミズチ……剣の巨人は最後に見た時は姫を追っていた。大丈夫さ、彼女なら姫を討ち取れる」

「そうか。ではあれは誰が乗っている？　お前の指示には含まれていないはずだな？」

　銀髪の女は残された左腕で街の一角を指す。そこにはこちらへ向かって駆けてくる雷の巨人があった。彼はこちらに見つかったと気付くや、その速度を上げ始めた。

「あれはディールが……」

「いや、彼女は私が帰した。あれは敵だ！　備えろ!!　そして可能な限り討て!!　あれを向こうに取られるわけにはいかない!!」

「分かったあねさま！　あねさまは早く集合場所に!!　ここから先は生身では戦えない!!」

　展開していた操縦席を胴体に収納させて、斧おのの巨人は接近してくる雷の巨人を真正面に見据える。彼が向かってきた方向にはミズチ……剣の巨人の少女が居た事を思い出して唇を嚙かむ。

『ミズチは……やられたのか？　ウソだろ、あの子はまだ子供で……くそっ、誰か知らんが、絶対に殺す!!』

　斧おのの巨人は両手に過去の遺産である熱く燃える斧おのを構え、雷の巨人を迎え撃つ覚悟をした。




「敵がこちらに気付いた！　いいな、忘れるなよ！　大事なのは敵の誘導だ!!　各個撃破できるようにおびき出せ!!」

『わ、分かりました!!』

　駆け足になり速度のあがった巨人の肩から、姫はタイミングを見計らって民家の屋根に飛び降りた。無茶をする人だと思いながらイナヅチは速度を緩めず斧おのの巨人へ突撃を図る。あの剣の巨人を砕いたように、雷と同じ速度を出せる輝く足ならば敵を討つ事も容易たやすいはずだった。

『沈めえ！』

　雷の巨人は脚部をスパークさせ、一瞬で雷速にまで加速する。そしてそのままの勢いで斧おのの巨人に跳び蹴りを喰くらわせた。その加速度で生まれた物理的な衝撃は二つの巨人を軋きしませる。斧おのの巨人は予備動作を察知してか両手をクロスし足を踏ん張り防御の体勢を取っていたが、それでも相そう殺さいしきれない勢いで数メートル後方に押し込まれた。

「なっ！　装甲を、貫けない!!　あの剣の巨人よりも重くて硬い！　こいつら個体差があるのか!?」

　全身全霊の攻撃で倒せなかった事にイナヅチは愕がく然ぜんとする。自身が持ちうるまともな攻撃方法などこれしか無いというのに、それが防がれてしまっては打つ手がない。その絶望を感じ取ったのか、敵の斧おのの巨人はゆらりと動き、手に持っていた手て斧おのを振り上げる。イナヅチはすぐに我に返って拙まずいと反応したが、斧おのの巨人の攻撃を躱かわす事は出来なかった。斧おのの刃先が雷の巨人の左腕に食い込む。

『焼けて、溶けて、煤すすけろよくそ野郎』

　カフウの言葉と共に斧おのの刃先が白熱し、刃が食い込んだ腕部が焼ける。金属で出来た装甲がまるでバターのように粘り溶け、腕が歪ゆがむ。

「こいつは火を使うのか!?　まずい、近くに居ると焼かれる!!」

　分厚い装甲越しに感じる熱量に恐れをなしたイナヅチは、斧おのの巨人から無理やり離れた。敵は執しつ拗ように追ってこようとはしなかった。多分こちらの方が素早く動けるから警戒しているのだろう。




「あれらがお前たちのとっておきなのかハクヨク。あの巨人がどういう物なのか……最初から知っていたという事だな」

　二人の巨人の衝突を遠目に見ていた銀髪の女に落ち着いた声がかけられる。彼女はその声の主を見てにやりと笑った。

「遥はるか古代から口承と踊りのみで伝承された存在だった。人類の数に押された亜人たちがそれに対抗するためにただ一体で一万年戦うために作った兵器。それがあの最古の巨人だ」

「最古？　戦いの終わりに作られたのなら何な故ぜ最古と呼ばれる」

「対竜単騎としての本質を遺のこしているのはあいつらだけだからだよ。他の物は模造品にすぎない」

「くだらん元祖争いだな。そんな骨こつ董とう品ひんで私たちに戦争を挑む気になるのだから、随分と追い詰められていたようだな？　仲間内からも我らへの復ふく讐しゆうを諦める声が出ていたのでは？」

「腹の内を探るなよ。我が一族は貴様らと違い、敵を忘れるという事をしないのだ」

　ハクヨクは左手のみで剣を鞘さやから引き抜く。姫も彼女の動きに倣ならって抜刀し構えた。

「お前の利きき手ては右だろ？　慣れぬ左腕では私に刃は届かぬと思うが」

「安心しろ。私たちがどれほど鍛錬を重ね続けたと思っている。四肢の一部が欠けることぐらい想定済みだ。それにこの腕はお前の側近にやられた。お前に倍返しにしてやる」

「ははは、そうか。首を持っていかれなかっただけ幸運だったと思え。あの女は人の枠を超えた剣術使いだぞ」

　銀髪の女とお姫様は抜き身の刀を持って対たい峙じする。




「ダメだ！　攻撃が通らない!!」

　イナヅチは雷の巨人を駆って何度も斧おのの巨人に攻撃をしかけた。持ち前の足の速さでもってアウトレンジから蹴り技主体で攻撃を加えたが、そのどれもが斧おのの巨人の分厚い装甲に阻はばまれ、その攻撃直後の隙を狙われて斧おのを切り込ませられた。敵巨人が振るった攻撃はそのどれもが恐るべき熱を持ったもので、巨人の肉体を焦がしそして溶かした。おそらく巨人の中枢であるミスリルの骨格にまで熱の歪ゆがみが伝われば容易たやすく機能不全を起こすのだと理解していたイナヅチは、攻めあぐねてしまう。

「くそ、こんな……せっかく巨人を動かせるのに、倒せる方法が無いなんて……」

　イナヅチは助けを求めるようにアルトーネ姫の姿を探す。すると少し離れた広場で、誰かと剣を交えている彼女の姿が巨人内部の光を放つ板に投影された。

「姫様！」

　戦っている彼女の存在に気付いたのはイナヅチだけでは無かった。斧おのの巨人も彼女らの姿に視線を向け、そしてゆっくりとそちらへ動いていく。

「まずい！　姫様を狙う気か！　やらせてたまるか!!」

　イナヅチは雷の巨人を再度突撃させ敵の動きを止めようとする。こちらの動きに気付いた斧おのの巨人はすぐに撃退体勢を取る。

「倒せなくても、ここから引き離す事ぐらいは!!」

　雷の巨人は敵巨人の身体に取り付く。敵を持ち上げようとすると腕の関節が軋きしみひび割れる音がする。しかしそれでも構わずに足を動かし、ガリガリと地面を削って彼を押し続ける。

『ちっ、小こ賢ざかしい真ま似ねを！』

　斧おのの巨人は腰に取り付いたために丸見えになっている雷の巨人の背面に斧おのを叩たたきつける。ちょうど脊柱のある部分に刃が食い込み、熱によって燃え上がる。

「ここでもう動けなくなったとしても!!」

　しかしイナヅチは足を止めなかった。その意志に感応するように雷の巨人の脚部から銀色のスパークが噴き出て、大気を焼いて推力を生む。突然発生した強力な力に斧おのの巨人は押し込まれ、足をもつれさせて地面に倒れた。

「こいつ、なんだ!?　戦い方が滅め茶ちや苦く茶ちやだ！　ただやたらめったらに力を振り回すだけで……それで勝てるわけがない!!」

　斧おのの巨人はどうにか立ち上がろうともがくが、雷の巨人は手を離してくれない。このままではらちが明かないなと考えていると、街の家屋の向こうにこの国の対竜単騎の集団の姿を見つける事が出来た。

「チカとフウスイが討ち漏らした奴やつらが徒党を組んで隊を構成している……。こんなに早く戦闘単位を再構成出来るとは、伊だ達てに戦に明け暮れているわけじゃないらしいな。

　暴れられるのはここまでか。ミズチへの手た向むけにお前を討てなかったのは口く惜やしいが、この決着はいずれ！」

　斧おのの巨人は足を雷の巨人との隙間に潜り込ませ、一気に伸ばして無理やり彼を引きはがした。そして斧おのの巨人を急いで立ち上がらせ、近くで戦っていたハクヨクへと接近する。

『あねさま！　敵の軍列が来ます！　ここまでです、退却しましょう!!』

　片腕一本でアルトーネ姫と斬り合っていたハクヨクは一瞬思考を迷わせた。今この時が姫を討ち取る最大の機会なのだ。敵の接近を気にせず彼女と戦い続けるべきなのではないかと。しかし対たい峙じしたアルトーネ姫の余裕のある表情を見て、その考えはすぐに捨てた。多分彼女は援軍の存在も見越して剣を振るっている。そんな戦い方をする奴やつを討ち取るのは容易ではない。時間稼ぎされて援軍に囲まれて捕らえられる。その結末は回避すべきだと理解していた彼女は、すぐに仲間の進言に従う事に決めた。

「カフウ、私を連れて集合場所まで行け。雷の巨人はどうした？」

『討ち漏らしました。脊柱部に刃を入れたのでボディの耐久性は下げられたと思いますが……』

「それでは不十分だ。いくら巨人を傷つけたとしてもその乗り手をどうにかしなければ、この最古の巨人は……」

　ハクヨクが最後の言葉を口にする前に、正規兵の対竜単騎の軍列の足音が聞こえてくる。斧おのの巨人はそっとハクヨクの身体を摑つかみ、その場から足早に立ち去った。




「姫様！」

　去る敵を深追いせず、逃走を見送る形になってしまったアルトーネ姫に少女の声がかかる。彼女はひとつため息をついてその声の主の方を向くと、黒髪の少女が駆けてくるのが見えた。

「ご無事ですか姫様！」

「ああ、何とかな。しかし手傷を負った女を討ち漏らした。それはなかなかの恥だ」

「お気にせず姫様。彼女は私が首を切り落とせなかったツワモノです。姫ぐらいの人が殺しきれなくても問題ありませんよ」

「お前のその傲慢な慰めに感謝するよユキツル」

　ユキツルは姫の言葉に笑って返す。しかしすぐに表情を切り替えて近くの民家に背をもたれさせている雷の巨人へ視線を移す。

「姫が討ったのですか？」

「残念だが巨人殺しの栄誉は得られなかったよ。それは友軍の兵が乗ってる。……多分な。まだその顔を見ていない」

「動かないですけど、まさか死んで……」

　ユキツルの言葉に反応したように雷の巨人の胸部が展開する。中から操縦席がせり出てきて、そして中に乗っていた人物がずるりと落ちてきた。

「あぶないっ！」

　あわや地面に叩たたきつけられんとしていたその人影を、アルトーネ姫は優雅に受け止める。本来であれば彼女の手の中に居るべきなのは右腕を失い左足を砕かれた少年のはずだったが、両手両足がきちんと揃そろい完全な人の形をしていた。その髪の色に見覚えがあったユキツルは瞬時に腰に差した刀に手をかける。

「銀の髪……まさかっ！」

「いや、人違いだ。まあ珍しい髪色だから、『姉妹』だったとしても不思議ではないがな」

「姉妹？」

「ああ、女だ」

　それは意識を失っており、ゆっくりと呼吸に合わせ胸を上下させるだけだった。何かに突き破られズタズタになった衣服の隙間から『彼女』の肢体が露あらわになっている。暗き夜に映える白い肌が輝き、柔らかい胸の肉が揺れる。それを姫はまじまじと見て感想を漏らした。

「すごく綺き麗れいな肌だな。傷一つない」

「女として羨ましい限りですね」

「いや、そういう話じゃない。普通の人間は生きていればどこかしらに傷や痛んだ部分が出来てくるのだが……彼女にはそれが無い。まるで今生まれ落ちてきたみたいだ」

「そんなバカな事が……」

　姫はまるで眠っているかのようか少女の握られた右手を開く。掌てのひらには古代文字の刻印があった。

「姫様！」

　銀の髪の少女をまじまじと観察していたアルトーネ姫の元へ一人の伝令が駆けてくる。彼の慌てようからあまり良い話では無いと知る事が出来た。表情を持つ手紙があれば中身を見ずに済むのになと頭の片隅で考える。

「大変です姫様、クシュールリンド外の斥せつ候こうからの報告で……敵軍がこの都市に向かって侵攻を始めてっ！　軍勢の数はおよそ十二万で……っ！」

「そうか。どれぐらいで着く？」

「おそらく、明日の昼には」

「最悪がもろ手を振って来訪か。丁重におもてなしせねばな」

　姫は周囲の光景を見渡す。至る所から火の手が上がり、もくもくと黒煙が立ち上る都市。この状況で防衛を行えるのかと思考を数回まわして、それでもやるしかないのだと覚悟を決めた。この手にある全ての物を使ってでも守らねばと。

　姫は腕の中で眠る少女と、物言わぬ雷の巨人を見くらべた。













　　　第三章　駆ける古代の対竜単騎







　意識を失っていたイナヅチが目覚めてまず目にしたのはベッドに横たわる自分を見つめる多くの兵士の顔だった。いかつい彼らが物珍しそうな顔でこちらを見ているのだからとても恐ろしくて、みっともないが小さく悲鳴が漏れた。

　イナヅチが目を醒さました事をひとりの兵士は誰かに報告しに行く。残りの者はその場で直立の姿勢を保ったまま動かなくなった。説明不足の状況の中、彼らは自分の護衛なのだと気付くのには大分時間がかかった。しかし彼らに目を奪われもっと気付くのが遅れたのが、自分の髪が肩よりも長く垂れ下がっている事と、その色が見慣れぬ銀色に輝いていた事。そして失ったはずの右腕と、胸に加わる違和感のある重さの存在。それらをひとつひとつ触診して、イナヅチは今度は確かに悲鳴をあげた。

「ようやく目覚めたみたいね」

　イナヅチの居るテントに黒髪の少女が入ってくる。彼女は慌てふためいているイナヅチを見て鋭い視線を向けた。

「初めまして。私の名はユキツル。アルトーネ姫のお付きをしている騎士なの。

　あなたにはいろいろ聞きたい事があるのだけど、物事を円滑に進めるためには正直に答えてくれるよう望むわ。まずあなたは姫にこの国の兵士だと名乗ったそうだけど、先の戦いで女の兵士は登録されていない。ウソをついたのね。あなた誰？　この街の住人なの？　まさかシンミルドの……」

「ちが、違います！　本当にあの戦いに参加して……」

「性別を隠しての従軍はよくある話だけど、あなたのような風貌の娘が目立たずに居られるわけが……」

「だからこれは、多分あの巨人が……そうだ、あれの所せ為いなんだ！　あの光の針が身体をいじくって、この腕は多分銀髪の女の人のがくっ付いて、それと一緒に身体を治されて……つまり、そういう事なのか？　ぼくの身体は女に組みなおされたのか？」

　混乱する頭で自分の身に起こった事を順に口にしていくと、話が組み上がっていくように思えた。その様を冷めた目で見ているユキツルはひとつため息をつく。

「あなたの事を説明できる誰かはこの街に居る？　少なくとも最低限の身分証明はして欲しいわ」

「……ライブス、ライブスさんが居ます。ぼくと一緒の歩兵隊に居た人です。あの人なら、きっとぼくの事が分かる！」

「分かったわ。その人を連れてこさせます。その間、あなたの身に起こった事をひとつひとつ話して。それがどんなにおかしな話でも、私は黙って聞くから」

　ユキツルはテントに置かれていた椅子に座り、イナヅチに向き合う。イナヅチは出来るだけ丁寧に説明しようと、ゆっくりとここ数日の事を思い出しながら言葉を紡つむぎ出した。




「損害は？」

　シンミルドの少女たちの手によって壊された建築物の瓦が礫れきを兵たちが片付けている様を見ながら、アルトーネ姫は後ろに居る将軍に尋ねた。

「予備含め百二十あった対竜単騎の内八十二体が使用不能に。大損害です。しかし兵の犠牲は二百に過ぎません。我々はまだ戦えます」

「兵の犠牲者が少ないのは戦争中とは違って集団戦列で戦っていたわけじゃないからだろうな。ドラグワンの破壊数が多いのは、初めから動かないそれを狙われたからか」

「このクシュールリンドの城壁には傷一つありません。ですからこの地で籠ろう城じよう戦を行うべきです。すでに王都には対竜単騎の増援の要請を送りました。その応援が来るまで持ちこたえて、援軍と共に敵とぶつかり合えば良い。勝てます。大丈夫ですよ姫様」

　齢よわい四十程の将軍は蓄えた髭ひげの撫なで心地を楽しみながらそう言った。彼の能天気さを曇らせるのには少々躊ちゆう躇ちよしたが、自分たちの置かれている状況を正しく理解していないリーダーの存在は悲劇しかもたらさないのでご教授してあげる事にする。

「この話を外の者に告げるのは気後れするのだが……今回私がこのクシュールリンドに馳はせ参さんじたのは、議会がクシュールリンドの防衛を否決したからだ。王都はこの地の防衛を諦めた。それを良く思わなかった私が兵を募りながらこちらに援軍に来ただけに過ぎない」

「なっ！　そんな馬鹿な！　王都はクシュールリンドを捨てる気なのですか!?」

「ここら一帯から生産できる資源と、それを守るために費やす金の量が釣り合っていない。それが彼らの言い分だ。おそらくもっと別の理由が、地方貴族と王政との間にあるのだろうが、私にはうかがい知る事も出来ん。

　まあとにかく、王都からの援軍はあまり期待できない。対竜単騎が無いとなると、敵を撃退するのも難しくなる。援軍を当てにできない籠ろう城じよう戦せんなど悲惨の一言だよ」

「で、ではいったいどうすれば……」

「守りに徹すると死ぬ。だからこっちから攻めてやるしかないのさ」

　アルトーネ姫は他の兵士たちによって動かされている雷の巨人を見た。先の戦闘で古びた肉体はいくらか傷ついていたようだが、それでもまだ稼か働どうする事は出来るようだった。

「姫様！」

　軍の設営したテントから出てきたユキツルが声をかけてきた。

「姫様、あの少女から話を聞きました。なんというか到底信じられない話で……もしかしたら、あの戦闘から来る興奮で、頭をイカレさせたのかもしれません。ところであの巨人はどうですか？」

「ああ、あの雷の巨人は他の者でも動かせるようだ。今他の兵士を使って移動させている。だがあの戦いで見せた雷の力は使えないらしい。最古の巨人としての力の本質はあの少女にしか扱えないようだな。もう一体の敵の少女が乗っていた方は今は操縦席の洗浄中だ。中はとても見せられたものじゃないと言われたよ」

「あの雷の巨人の乗り手、少女というかあれはそういうんじゃないみたいですけど……彼女、いや彼が言うには、元々は男性だったらしいです。名はイナヅチ。同じ歩兵隊の者に確認させました」

「宦かん官がんというわけでも無さそうだったが。抱きかかえた時に確認したが、付いていた形跡は無かったぞ」

「姫様!?　何確認してるんですか!!」

「人形を手にしたらまずスカートの中を確認するもんだろ？　しないか？　私だけか？」

「そういう話ではありません!!」

　怒り出したユキツルによって話が進まなくなってしまった。姫は笑いながら彼女をなだめるが、その怒りはしばらく続きそうだった。




「これは……何かの悪い冗談というわけじゃないんだな？」

　ユキツルの手配した使いによってイナヅチの居るテントまで呼び出されたライブスはそこで姿を変えたイナヅチと対面した。初めの内はどう考えても初対面の人間をイナヅチだと認める事は出来なかったが、彼女……いや彼のここ数日の話を聞くにつれ、それを知るのはイナヅチだけだとユキツルに証言し、彼の身元を証明する事になった。

　しかしそれでもすべてを納得する事は出来ず、イナヅチと名乗る少女に冗談なのではないかと確認し直すのも無理はない。

「悪い夢なら醒さめて欲しいんだけど……そうじゃないみたいなんだ」

「腕や何かも治してしまうのか？　その特別な巨人っていうのは」

「右腕は多分他の人のをくっつけられただけなんだろうけど、他の部分は……綺き麗れいに治ってる。子供の時に木登りから落ちて作った傷も無くなってた。これがぼくの身体なんて全然実感わかない」

「本当に女になってるのか？　その、胸の部分は分かるが……下の方も」

「ちょっと待ってて」

　ベッドに腰掛け腰のあたりまで布ふ団とんに包まれていたイナヅチはそれをめくってもぞもぞと動く。ライブスの側からは観みる事は出来なかったがおそらく布ふ団とんの中でいろいろめくって確認しているのだろう。ライブスはこのバカげたシチュエーションに笑い出したくなってしまった。

「うん。下の方も女になってるみたい」

「さっきからいろいろショックを受けてる所だが、お前みたいのが女の形を知ってる事が今までで一番驚いてるよ」

「田舎にも娼しよう婦ふは居るよ。買った事はないけど、村の友人と一緒にサービスで見せてもらった事はある」

「いい女か？　今のお前より器量よしなら、観光しにお前の村へ出向いてやる」

「まだ鏡とかで自分の顔見てないんだけど、シンミルドの銀髪の女に似てるって本当？」

「らしいな。護衛の兵士たちがそう話してるのを聞いた」

「そうか。じゃあ今の所はぼくの村にライブスさんを招く必要はないね」

「的確な品評ありがとよ。旅費を無駄にせずに済んだ」

　ライブスの皮肉に思わずイナヅチは笑う。このいろんな物がごちゃまぜになってしまった状況下の中で、少しだけこの言葉の応酬が安らぎになった。

「歓談中失礼するぞ」

　イナヅチたちの居るテントにアルトーネ姫が入ってくる。ライブスは彼女の姿を見るとすぐに直立不動の姿勢を取り敬礼した。イナヅチもそれに続かねばと立とうとするがそれは姫に止められる。

「ライブスと言ったな。手間をかけさせた。もう帰っていいぞ。私はこの子と話がある」

「はい！　では失礼します！」

　もう一度強く敬礼して、ライブスはきびきびと歩みテントから退出した。憧れの姫と二人きりになってしまった事で言いようも無い緊張がイナヅチを支配する。

「まず真っ先にお前には礼を言わせて貰もらう。よくぞ私を救ってくれた。感謝するぞ」

「そ、そんな！　ぼくは当たり前の事をしただけです！　そんなお言葉頂いて……感激の極みです！」

　ずっとずっと夢見ていた言葉を貰もらってイナヅチは身体と心を震わせる。もう自分は彼女の役に立てないのだと絶望していたにも拘かかわらず、なんの因果かこうしてお姫様から感謝の言葉を頂けるとは。まさに夢心地とはこの事を言うのだとイナヅチは実感した。

「お前の身体に起きた変化についてもユキツルから聞いた。恐らくハクヨク……今回の襲撃の頭角である銀髪の女と混ざったな。身体の調子はどうだ？　痛かったり苦しい所は無いか？」

「だ、大丈夫です。健康そのものだと思います」

「男から女の身に変わるとは、酷ひどいショックだっただろうな。お前の心痛は察するよ。そんなお前に頼み事をするのは気が引けるのだが……聞いてくれるか？」

「た、頼み事ですか？　姫様がぼくに？」

　アルトーネ姫が自分を頼ろうとしている事実にイナヅチは頭がくらくらする。誰かに頼られる事なんて今まで一度も無かった。それが今この時、一番大切に想おもっていた人に力を求められるなんて何かの冗談にすら思える。

「イナヅチ。お前の姿はすっかり変わってしまったが、今もまだ我が国の兵士か？」

「も、もちろんです！　ぼくはこの国に……いえ、姫様に、忠誠を誓った想おもいは変わりません！」

「そうか、それは心強い。ならばもう一度あの雷の巨人に乗ってくれないか？　そして私と一緒に戦ってくれ」

「は、はい！　もちろんです!!　でも戦うって誰と……」

「なあに、君と私にとっては取るに足らない敵さ。たかが十二万の、有象無象の集団だ」

　十二万という数が正しく想像できずイナヅチは絶句するが、不敵に笑うアルトーネ姫はとても頼もしかった。




「本気ですか姫様！　その良く分からない元男と共に行くなんて……正気とは思えません！」

　軍の仮設ドラグワン格納場所に収められていた雷の巨人の操縦席にイナヅチとアルトーネ姫が乗り込もうとしていた。それを下の方からユキツルが必死に止めようとする。彼女の言葉はもっともだったので、イナヅチは姫の表情を窺うかがう。彼女は良いから気にせず動かせと指示した。

「良く分からない奴やつじゃないぞユキツル。彼女は……いや彼か？　とにかく、イナヅチという我が国の兵だ。単身に獅し子しの魂を宿し、肉体を砕かれても戦いを止めない英雄の子孫だ。散々語られてきた我が国の勇士の体現がこいつなのだ。まあ少しばかり綺き麗れいに整って生まれ変わったが、それは問題じゃない」

「いや問題、大問題ですよ!!　彼の話が本当だとして、その巨人の中に入って姫様も混じったらどうなるんですか!?」

「ああ、そういう可能性もあるのか。まあ女が女と混ざる分には問題ないだろ。多分な」

「姫様！　あなたはいつも、そうやって楽観的で適当な!!」

「イナヅチ。あれは無視して動かせ」

　アルトーネ姫の指示に従ってイナヅチは雷の巨人を起動させる。前に行おこなったように光る球体を押し込むと、操縦席に光の板が現れ読み取れない古代文字と周囲の光景が投影される。

「すごいな……この光は、他の操者が動かした時は出てこなかった」

　姫は試しに空間に浮かぶ光の板の一枚に触ろうとしてみる。しかしその手は何も摑つかむ事が出来ずに素通りした。

「触れる事は出来ない……物質ではなく光で形作っているのか？　こんな事が出来るなんてこの巨人は本当に亜人たちの……」

「姫様！　話を聞いてください!!」

　ユキツルの声に感嘆を邪魔された姫はやれやれと呟つぶやいて下の方に視線を向けなおす。

「姫様は珍しもの好きだから……そんなみょうちくりんな男と巨人を気に入ってるんです！　悪癖ですよそれは!!」

「珍しもの好きは否定しないよ。お前を傍そばに置いているのもその嗜し好こうが大分反映されているからな。そうだイナヅチ、私の姫ひめ薔ば薇ら騎士団に入るか？　今はそこに居るユキツルしか団員がいないからちょうど良いい」

「姫様！　さすがに怒りますよ!!　我が誇り高き騎士団にそんな奴やつを入れるわけにはいきません!!」

「やれやれ、付き合ってられないな。いくぞイナヅチ」

　姫の指示に従ってイナヅチは雷の巨人の操縦席を胸部に格納する。密室の近い位置で姫の吐息と匂いを感じて胸が高鳴るのを感じた。

「この巨人の名を知ってるか？　凄すさまじき雷の戦士と古代文字で記されているらしい」

「雷の戦士、ですか？」

「確かに私を助けに現れた時は雷そのものだったな。もうちょっと呼びやすい名が欲しい所だが……晴ハル鐘カネと言うのはどうだ？」

「ハル、カネ……？　晴れに鳴る鐘って、どういう意味で……」

「青せい天てんの霹へき靂れきの事だよ」

　足元で巨人を誘導する係の指示に従ってイナヅチはハルカネと名付けられた巨人をクシュールリンドの防壁の外まで歩かせる。

「外に出る前に私の戦旗を一本持っていけ。敵側に私の存在を知らせる必要がある」

「は、はい。分かりました」

　こういう形でアルトーネ姫の紋章旗を身に着けて戦う事になるとは想像する事も出来なかった。イナヅチはひとつひとつ叶かなっていく夢をどこか幻想のように感じていた。




　古都クシュールリンドの外壁の鉄作りの巨大な門を開き、イナヅチたちは外に出る。ハルカネの目が遠くに展開している敵軍を遠視し、そのおびただしい数の兵士たちの姿を事細やかに見せてくれる。ほんの少しだけ戦意が削そがれ、恐怖心が生まれてくる。

「姫様、これ以上近づくのはちょっとその……」

「この距離では矢も攻城兵器の岩も届かないよ。それにこれからあの中に突っ込むんだから、今の段階で怖がられては困る」

「あの中に突っ込む……っ!?　まさか、ぼくたちだけで戦争を仕掛けるつもりだったんですか!?」

　てっきり雷の巨人の足の速さを活いかしての偵察任務だと思っていたイナヅチは姫の言葉に驚いてしまう。

「ひ、姫様。ぼくが意見するなんておこがましい事ですが、それはあまりにも無謀な……」

「イナヅチ。この古代の巨人ひとつであの軍に勝てると思うか？」

「無理……無理だと思います。このハルカネは雷みたいに早く走れるけども、ただそれだけで力は普通の対竜単騎と同じで……しかも装甲が錆さびて朽ちてる分、脆もろいんです」

「ああ、そうだろうな。一体の巨人では軍隊は倒せない。しかし頭を使えば、倒せなくても敵の侵攻を挫くじく事は出来る。それをまず第一の目標にしよう。私たちが目指すのは敵の駆逐の末に得られる勝利ではなく、向こうの指揮系統を滅め茶ちや苦く茶ちやにして集団戦闘行為を出来なくさせる事だ」

「敵を倒すだけが戦争じゃないって事ですか？」

「まあ今はそう言っておこう。あとお前はこのハルカネを足が速いだけの巨人と評したが、戦場では機動力はとても強い武器になる。というよりも、戦場において武器にならぬ個性などない。力が強い、目が良い、物を多く持てる。それら全てが軍という組織内では尊重されるべき才能だ。それらを活いかす場はどこにだってある。それどころか全て人並みという無個性でさえ、強い力になる。一糸乱れぬ行進を行う歩兵隊は易やす々やすとは貫けぬ強固な壁だ。それがどれだけ強い存在か、お前に見せてやりたいよ」

　アルトーネ姫は楽しげに兵たちの事を語る。彼女が抱いている戦争観は、おそらく人間の肯定が前提にあるのだというのは理解出来た。それぞれ違った能力と人生を持った者たちが、ひとつの目的で集団となる事の強さを彼女は信奉している。

「よし、まずはイナヅチ、突撃だ。雷の力を使って前列歩兵隊に接触しろ。しかしあまり突っ込み過ぎるなよ。表層をかすめ取るような動き方をしろ。走っている対竜単騎に触れれば人の身ではひとたまりもないんだ。気楽に行け」

「は、はい！」

　姫の指示に従いハルカネを動かすためにイナヅチはペダルを踏み込んだ。彼の意志に従い昨晩そうしたように、脚部の装甲が開き銀の電撃が迸ほとばしり始める。

「信じますよ、姫様の言葉と……そしてコイツの力を！」

　イナヅチの言葉と共に雷の巨人は地面を蹴り、広大な平野に向けて駆け出した。




　クシュールリンドへ向けて前進を続ける敵兵たちには勝利の確信があった。先の戦いで相手を圧勝した経験が彼らの行軍の足取りを軽くし、奇策で相手をやり込めた将軍に対する信頼感が兵たちの結束を強くした。一度勝利した軍は手が付けられなくなる。それは戦の世界では常識だった。

　その、意気揚々と行進を続けていた歩兵隊の一部が、雷鳴と共に吹き飛んだ。

「ぐあああっ!!」「ぎゃああ!!」

　複数の叫びが木こ霊だまする。最初のうち、多くの者たちはそれがどのような意図で発せられた声か分からず、その叫びの数瞬後に空から降って来た人の残骸を見てようやく自分たちが攻撃を受けたのだと理解した。

「敵襲！　敵襲だ!!　抜刀し、集団隊形をとれ!!」

「敵!?　敵ってどこに……っ!?」

　混乱しはじめた兵たちをまとめようと部隊長が声を張り上げる。彼の声で一時的に兵たちは再び規律を取り戻そうとするが、その吹けば飛ぶ冷静さは再度走った衝撃音に散り散りになる。

「何だ……何が俺たちを攻撃してるんだ……!?」

「見た、見えたぞ！　あれは……対竜単騎だ！　恐ろしく早い巨人が、隊の前列を根こそぎ吹き飛ばした!!」

　兵士たちは恐れのあまり叫び、そしてその恐怖を伝でん播ぱさせた。彼らは盾を構え風よりも早く現れる巨人を警戒して、歩みを止める事になる。




「上出来だイナヅチ。今の二回の突撃で、敵軍の右翼が進行を停止した」

「じゃあ今度は左の方を……」

「いや、ダメだ。攻撃は片側だけに集中しろ。一方の進行速度が落ちれば、隊列を整えるためにもう片方も速度調整を行う必要が出てくる。私たちがその調整をしてやる道理はない」

「何もしなくていいって……本当ですか？　左側だけが先にクシュールリンドに接触する事もあり得るんじゃ……」

「そうなってくれれば逆にありがたいよ。いいかイナヅチ、集団というのは、多くの数が均等に敵と当たるから意味がある。歩調が揃そろわず乱れた隊は横からの攻撃を受けやすく簡単に押しつぶせる。敵将もそれを分かってるだろうから、クシュールリンドに接触する前に必ず隊列を整えるだろう。今の攻撃で私たちは二時間分敵の侵攻を遅らせた」

　軽くハルカネを走らせて歩兵隊とぶつからせただけで行軍にそれほどの影響を与えたと言われてもにわかには信じられない。イナヅチは実感の湧かない功績をどう扱って良い物か困った。

「そして敵は歩兵の動きを封じている私たちに対処するために、歩兵隊後方に配置していた対竜単騎を上げてくるはずだ。ほら見ろあそこ、ちょうど歩兵の列の隙間を縫って、前進している奴やつがいる」

　アルトーネ姫の言うように歩兵たちの後ろに配置されていた対竜単騎が一体、足元の歩兵に気を使いながら前進していた。おそらくそいつはイナヅチたちの攻撃から歩兵を守ろうとして動き出したのだろう。

「対竜単騎は戦場の脅威だ。その巨体を華麗に動かし、腕を振るって敵を砕く。実に恐ろしい。だが彼らの脅威の殆ほとんどはその周囲に配慮などしない暴君的な動きに起因している。まあ簡単に言うとだ、ああいう風に味方兵を踏まないようにちんたら進んでいる巨人など、その足元に遠慮しなくて良い我らから見ればいいカモだということだ。いけ、イナヅチ。思いっきり加速して全質量を物理的な暴力と化して、あいつに蹴りこんでやれ」

「分かりました！」

　イナヅチの意志に呼応してハルカネは銀色の雷を吹かして疾走する。まっすぐ見据えた敵は急接近するハルカネに気付いたが、足元の味方に邪魔されて思うような回避行動が出来ず、雷速の跳び蹴りをまともに喰くらう結果になった。昨晩と違い助走距離を長めに取る事が出来たために巨人の全質量を超加速させた一撃の威力は凄すさまじいものとなった。そう易やす々やすと砕けぬミスリル鋼の骨格が捻じ曲がり、引きちぎれ、上体が弾はじけ飛ぶ。中に居たであろう操者は鋼の構成物とシェイクされ液化した。上半身が吹き飛んだ巨人はその巨体をゆっくりと地面に倒れさせ、いくつかの友軍の兵を下敷きにした。

「なんなんだあの巨人は!?　ここに居るとやばい、とにかく逃げろ!!」

　戦闘における切り札となるはずの対竜単騎が滅め茶ちや苦く茶ちやな挙動をする巨人の一撃で沈んだ事になけなしの勇気を砕かれた兵たちはパニックになる。本来集団として振る舞う事で強さを得ていた兵たちが、巨人に狙われる事を恐れ散らばって逃げ出した。もはや統率など何もなく、兵は有象無象の集団に変わり果てる。

「お前は本当に上う手まくやるなイナヅチ。恐怖で持ち場を離れた敵兵はもはや敵ではない。あれは味方だと思え」

「味方？」

「ご丁寧に軍の進行方向反対に向けて逃げていってくれている。それらの流れに押される形で他の兵と前進しようとした対竜単騎の動きが鈍る。恐怖が周囲に伝でん播ぱし彼らの視界を狭める。こうなればもうどこにでも攻め込んでいける。まずは……あの対竜単騎にしようか。逃げる兵たちにからめとられて動けないでいる」

「は、はい！　分かりました！」

　イナヅチはさっきやったようにハルカネを加速させ、姫が指し示した対竜単騎へと向かった。

（これが……戦争なのか!?　前の時と……歩兵の立場で見た戦場と全然違う!!）

　目の前から死が向かってくるような閉塞した世界が、前にイナヅチが見た戦場だった。しかし今はどうだ。軍を構成している要素をひとつひとつ解いてバラバラにして、そうやって敵を自分たちの意図通りに動かそうとしている。巨人に乗っているからひとつ上の目線で物を見れているのだと思っていたが、それは少し当たっていて大分違う。アルトーネ姫という、軍を指揮する立場に居る人間が傍そばに居るからこそ見られる光景だ。彼女たち将は、常にこういう視点で戦争を見ていた。

　それからイナヅチの駆るハルカネは数度先ほどと同様に味方の兵に足を取られている対竜単騎を狙い撃ちにした。歩兵として戦った時、あれほど巨大に見え、決して崩れぬ城壁にさえ感じたドラグワンたちを容易たやすく討ち倒していけた事には世の無常ささえ感じる。強い者はいつまでだって強いわけじゃない。置かれた立場が変わればそれだけで、駆逐される側にまわってしまう事もある。

　六度目の突撃の際、目標に定めていた対竜単騎の動きに変化があった。今までの巨人たちは足元に展開する歩兵を気遣いその足取りをおぼつかないものにしていたが、今回の彼ははなから足元の兵たちを居ない物として扱った。つまりはイナヅチの駆るハルカネに対応するために機敏な動きを見せ、歩兵たちを踏みにじった。

「あいつ、味方の兵を!!」

「よくこの段階で兵の切り捨てを決断したものだ。多分奴やつは強いぞ。それに躊躇ためらわない。真正面から打ち勝つのは一苦労だ。慎重にいけよ」

「はい！」

　自分の仲間を仲間と思わない敵に憤いきどおりのようなものを感じてしまった。敵が踏みつぶしている兵を自分も同じように蹴散らしているというのに、なぜか仲間殺しへの嫌けん悪おは酷ひどいものがあった。

「こいつ……地に伏せてろ!!」

　イナヅチは先ほどまでと同じように加速した巨体から放つ蹴りで敵を倒そうとした。しかし今までの巨人と違い真正面からハルカネの機動を目視していた敵は、その攻撃を完全に防ぎきる。今まで敵を一撃のもとに沈めてきた蹴りが完璧に防がれた事にイナヅチは多少ショックを受ける。

「跳び蹴りの軌道が直線的過ぎたな。視野を広く捉える事が出来る敵にはなかなか通用しないか。イナヅチ、剣を抜け。あれを倒すには斬り合うしかない」

　アルトーネ姫の言葉に従い、イナヅチは古都から出る前にハルカネに括くくり付つけてきた対竜単騎用の剣を引き抜く。人の大きさからすれば規格外のその鉄塊で目の前の巨人を切り捨てる覚悟を決めた。

「うりゃあああ！」

　イナヅチはハルカネの機敏な動きを使って、敵巨人が盾で防御出来ない死角から切り込む事に成功した。それは本来であれば理想的な戦闘展開で、この一撃で剣が巨人の体幹に食い込み、その行動を沈黙へと誘えるはずだったが、期待とは裏腹に剣は敵の装甲に弾はじかれた。

「剣が通らない!?　敵の身体が硬いのか!?」

「いや、硬いというよりも……イナヅチ、お前剣扱うの下手だな。刃が垂直に装甲面に当たっていない。だから弾はじかれるんだ」

　イナヅチは何度か敵巨人に剣撃を打ち込んだが、それらは敵の装甲をいくらか凹へこませただけで、内部に刃先が食い込む事は無かった。イナヅチは自分の不出来さに呆あきれさえする。

「対竜単騎はその内部にあるミスリルの骨格が動力源だから、それに切り込み断ち切れる剣が有用な武器なのだが……目算を間違えたな。殴りつけるだけなら棍こんの方が衝撃で操者の失神を誘える分適していたかもしれない」

「ひ、姫様、戦闘中にダメ出しはその……控えてください」

　ハルカネからの攻撃が脅威に値しないと理解した敵は攻勢に打って出た。その手に持った剣を連続でハルカネに打ち込む。機動性を重視して盾を所持していなかったハルカネはその攻撃を剣で受ける事になったが、巨人の恐るべき力で振るわれる剣撃を完璧に受けきる事は出来ず、関節の節々から恐れを感じさせる悲鳴に似た軋きしみが響く。

「腕が……もたない!!」

　敵の連撃を受け、昨晩斧おのの巨人に傷つけられた左腕部が歪ゆがみ、捻じ切れ落ちる。それを見て敵巨人はいったん攻撃を休止する。片手ではもう攻撃を防ぎきれないと理解し笑っているかのように見えた。

「姫様！　いったん退避して……っ」

「いや、なんとしてでもあれを倒せ。ここで背を見せると、敵兵に見せた恐怖が和らぐ。冷静になられて軍列を整えられると突破できなくなる」

　アルトーネ姫は後ろからイナヅチの肩をしっかりと摑つかむ。彼女の手から感じる温ぬくもりが、強い力が、この場から逃げ出そうとするイナヅチの心を押しとどめた。

（くそ……っ！　なんでもいい！　何をしてでも勝つしかない!!　姫様の剣になりたかったんだろう！　それを為なすのは今しかない!!）

　イナヅチたちを仕留めようと敵の対竜単騎は再度剣を振るう。それを必死で防御するが、元々の技量と左腕を無くした機体はすぐに追い詰められた。相手は執しつ拗ようにハルカネの欠けた左腕側を攻撃し続け、意識をそちらへ向けさせた。ごく初歩的な誘導であったがイナヅチはその防衛に手いっぱいになり機体を無理な体勢にさせてしまう。それを勝機と、敵は素早く反転して無防備となった右胴へ刃を切り込ませようとする。

「しまっ……!!」

　敵のトドメの剣がハルカネへと迫る。狙いは正確に胴体部へ定められており、なんらかの防御を行わなければ刃が操縦席まで食い込み、二人して酷ひどい死に方をするのは間違いなかった。

　イナヅチは歯を食いしばり死の衝撃に備える。硬直する身体と、ここで終わらせてはいけないと叫ぶ魂が相反したごちゃ混ぜの感情を生む。それが、生きようともがく意志が何らかのトリガーになったのか、ハルカネの目を光らせる。

「ここで死ねるかあ！」

　イナヅチの叫びに呼応するように、ハルカネの一ひと際きわ大きく造形された肩の装甲が展開する。そのパーツひとつひとつがバラバラに組み合わさり、一対の巨大な腕のオブジェとなる。装甲の部品が集まって形作られたそれは内部の空洞が外から見ても分かる物だったが、脚部に発生するのと同質の銀色の電撃が内部を満たし、まるで筋肉のように振る舞い動かす。

「こいつ、本当は四本腕なのか!?」

　敵はハルカネの変化に驚きよう愕がくする。一ひと際きわ大きい肩から生えた腕は、敵巨人の振り下ろされた剣を精確な挙動で摑つかみ、そのまま恐るべき力でへし折った。
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「握る力だけで鋼を壊せるとは……」

　姫はハルカネの暴虐的な力を目の当たりにして感嘆する。敵の対竜単騎も一瞬動きを止めたが、その副腕の危険性に気付いてすぐに距離を取ろうとする。しかしそれを許すほどイナヅチはお人よしでは無かった。

「左腕のお礼だ！　持っていけ!!」

　規格外の速度を生み出すハルカネの足で思いっきり踏み込み、その勢いを乗せたまま巨大な拳を振り上げ、敵巨人の胴体に叩たたき込こむ。その衝撃は拳を受けた巨人を宙に浮かせるという対竜単騎同士の戦闘でも起こりえない光景を繰り広げ、周囲の敵兵たちの現実感を喪失させた。一時重力から解放されていた敵巨人は順当にその巨体を落下させ、大量の土つち埃ぼこりと共に大きな破壊音を出して動かなくなった。胴体を大きくひしゃげさせたそれが再び動き出すようには思えない。

「た、倒しました。な、何とかギリギリでしたけど……」

「よくやったイナヅチ。しかしこいつは本当に……規格外だな。雷の速度で走れる足と、巨大な腕……格闘主体の対竜単騎なのか？　もう一度言うがとにかくよくやった。後は締めに入ろう。私をあそこまで連れていってくれ」

　アルトーネ姫が指さしたのは敵の本陣、司令官の旗が揺らめく集団だった。イナヅチは本気なのかと驚きよう愕がくする。彼女はただ一人の身で、敵の将軍と対たい峙じするつもりなのだ。

「我が名はアルトーネ・ウェンリストクーム・リステンベークである！　我がリステンベークの第一王女が、そなたらの将にお目通りしたく参じた!!　そなたたちの勇猛果敢な将軍を出していただこうか!!」

　ハルカネの操縦席から外に出て、より高く自分の姿が見えるように対竜単騎の肩部装甲へと立ったアルトーネ姫は、持ってきた紋章旗を高く掲げ叫ぶ。まさか敵の総大将が単騎で敵中央部へと入ってくるとは思わなかった兵たちはどよめき武器を構える事さえ忘れていた。

　しばらく待つと、兵たちの合間を縫って一人の男が姫とイナヅチの前に現れる。大きく麗れい美びな甲かつ冑ちゆうを身に着けた大男がこの軍を束ねる将軍なのだという事はイナヅチにもすぐ理解できた。

「これはこれは姫様。そちらからお越しいただけるとは思ってもみませんでしたよ。我が軍がそなたらを攻め都市を崩した末に、あなたの首を見られるのだと思っていましたからね」

「随分な挨拶だな将軍。貴殿の名を聞きたい。我が軍を翻弄し容易たやすく打ち破った者を、名を知らぬまま討つのは忍びないのだ」

　二人ともちっとも笑わず言葉を応酬させる。将軍の合図ひとつあればすぐに姫を討とうと飛び出す準備をしている歩兵たちの行動に気付き、イナヅチは冷や汗を流した。

「そう言えば名乗りがまだでしたな。失礼した。我はリトウ・ネックランドと申す。しがない技量しか持たないにも拘かかわらず、将軍をさせて貰もらっているうつけ者だ」

「よく言うな。そのうつけ者に我が軍は煮え湯を飲まされたのか。冗談が過ぎるぞリトウ将軍」

　姫はリトウ将軍の謙虚さと傲慢さが同居している返答に笑う。イナヅチはこの会話の終点がどこへ行きつくのか分からずに見守るしかない。

「将軍、ここまで私が参じたのは他でもない。あなたに一騎打ちを申し込みたくてね」

　アルトーネ姫の言葉に周囲の敵兵たちがざわめく。単身乗り込む事も異常だが、その上王族とあろう人間が一騎打ちなどというのは聞いた事が無い。美しさを天から貰もらった少女が口走るには歪いびつすぎる冗談だと皆が思った。

「一騎打ちとはまた……あなたは気がおかしいのか？　そんな事をせずともあなた方は正当な戦争の末に討てる。いや、それどころか今兵を使ってあなたたちを取り押さえる事だって不可能じゃない。そのふざけた提案に、誰が乗るというのか」

「私を取り押さえる？　出来うるのであればやってみればいい。お前たちの扱うどの早馬も対竜単騎も、このハルカネに追いつく事など出来ぬと見えるが」

「ふん。言っていろ。とにかく、あなたの提案には乗らない」

「女がほざく戯ざれ言ごとに付き合っていただけぬと？　これはまた、あなたの国の将軍は随分と肝が小さいようだ。女一人単身で切り殺せぬとしてだれが将軍を名乗れるというのか」

「そんな挑発には乗らぬよ。あなたと直接対たい峙じする理由がこちらには無い」

　姫の挑発に将軍は乗ろうとしなかった。ごく当然の冷静さだなと、アルトーネ姫は軽くため息を漏らす。しかし事前に予想していた展開であったので特に失意は無かった。

「そうか。それは仕方ないな。では私たちはまたこの規格外の巨人を駆って、貴殿らの軍にちょっかいをかける事にしよう。次は左翼を狙う。あの騎兵の一団が特に潰しやすそうだ」

「……待て。くそ、お前……なんて女だ」

　敵将は苦虫を嚙かみ潰したように顔をしかめさせる。彼のその顔を見て姫は笑った。

「お前、本当に王族か？　交渉の背後に暴力を見せて無理やり吞のませて……とんでもない女だ。青天剣麗の姫と呼ばれているなどとは信じられん」

「青天剣麗……その呼び名は初めて聞いたな。悪鬼羅刹とは良く呼ばれるぞ。主に敵からな」

　敵将軍は一騎打ちする事と彼女を好き勝手にさせて軍の構成を崩壊される事を天てん秤びんにかけて、多少のリスクを負うものの姫と戦う事を選んだ。自分の思う展開になった事にアルトーネ姫は微ほほ笑えむ。

「我が兵たちよよく聞け!!　我はこれよりアルトーネ姫と剣を交える！　この戦いにおいて、手出しは一切無用ぞ!!　我が剣が彼女の鮮血に染まるのを、そこで見ていよ!!」

「「応っ!!」」

　敵兵たちの重なる返答が怒号のように聞こえる。びりびりと皮膚を揺らす彼らの声に、イナヅチは身がすくむ思いがした。この敵だらけの場で一騎打ちして、そして敵に討ち勝とうというのか。自分の味方であるはずの姫を理解する事の難しさをイナヅチは痛感する。

　姫はハルカネから降り、リトウ将軍の前に堂々と立つ。表情には恐怖など微み塵じんも感じられないのは心強いが、イナヅチの不安な気持ちを全て消してはくれない。

「アルトーネ姫よ。あなたのような才気溢あふれる者がここで朽ち果てる事を悲しく思うよ。だがそのドレス姿で一騎打ちの場に立つとは、どうも戦をお舐なめになっているようだ」

「戦の礼儀がなっていなくて悪かったな。しかしこちらも演出などに凝らなければいけない立場なので、どうか非礼を我慢してくれ。姫が、姫として勝つ事を求められる戦いなのだ。

　あと私も貴殿のような面白い将軍が居なくなる事を寂しく思うよ。だがこれも戦いの世の宿命だな。才能のある者から先に死んでいく」

　アルトーネ姫と将軍は互いに剣を抜いた。姫の持つ剣は細身で金の装飾が施されており、いかにも儀礼用の剣に見える。対する敵将の剣は分厚く刀身が広く、武骨な鉄の塊そのものだった。両者の武器に明確な違いを感じ取ってしまったイナヅチはこのまま姫を戦わせていいのか心を迷わせる。彼女を止めるべきだったんじゃないかと後悔しはじめた時、両者の剣が戦場に交わり火花を散らした。

「くっ……！」

　剣が打ち合い金属同士がぶつかり合う高い音が響く。その一瞬の交わりの結果、アルトーネ姫の華きや奢しやな肉体は弾はじかれた。体勢を崩し地面に叩たたきつけられなかったものの、ただ一撃の結果を持って明らかになる姫と将軍の膂りよ力りよくの差が絶望的に思える。

「軽いな姫。その剣では……私は討てんぞ」

　将軍は剣を振るい多方向から打ち込む。それらを姫は的確に防御したものの、元来持って生まれた体格の差から生じる力量が姫の小さな身体を翻弄する。完全に防ぎきれなかった斬撃が、小さな傷を姫のドレスに刻む。

「アルトーネ姫！」

　イナヅチは見ていられなくなり叫ぶが、将軍に圧倒される姫の姿に歓喜してあげた敵兵たちの応援にかき消される。

（助けるべきなんじゃないのか……？　ハルカネを使って、この戦場から姫を助け出して。一騎打ちをご破算にした卑ひ怯きよう者ものと呼ばれる事があっても、それでも姫様を死なせるよりはっ！）

　姫の劣勢にイナヅチの思考はその愚行を決断しようとする。ハルカネの操縦具を握り、彼を動かそうとした瞬間、敵将と打ち合う姫の声が届いた。

「早まるなよイナヅチ。私を信じずに、我が姫ひめ薔ば薇ら騎士団の一員にはなれんぞ」

「な……っ！」

　ガキンと一ひと際きわ大きな音が響く。先ほどまでの剣のぶつかり合いで生まれた物とは違った音が鳴った結果、敵将軍の姿勢が大きく崩れる。まさか力で打ち負けるとは思ってもみなかった彼は驚きよう愕がくの色を表情に彩いろどる。

「なかなかな剣捌さばきだったよ、リトウ将軍。しかし、付け焼刃だな。その筋肉も戦場で身に着けたものではないな？　大きく見せようとするその甲かつ冑ちゆうといい、張りぼてが過ぎるぞ」

「お前……っ！」

「将軍、お前、根っからの智ち将しようだろ？　前の戦いでのセオリー破りの隊列の組み替えといい、あの巨人での軍列崩壊の脅威の理解の速さといい、頭はまわるようだ。しかし本来はこうやって前に出てくるタイプでは無さそうだな。それをその風貌と甲かつ冑ちゆうで武人のように見せかけたか。だがそれでは取り繕えない部分がある。剣が軽いんだよ、将軍」

　姫の軽口に怒った敵将は再び刃を振るう。しかしそれは姫の剣撃が真正面から弾き、先ほどと同じように彼は吹き飛ばされた。

「何だお前っ！　こんなバカな事が……女の身で、その膂りよ力りよくなど!!」

「私を見くびるなよ。我はリステンベークの第一王女だぞ。八百年周辺国と闘争を繰り広げ続けた王族の血筋の集大成がこの小さな身なのだ。血塗られた歴史の重みが、剣の重みなのだ」

　姫は細身の剣を軽やかに振るいながら地面に膝をつく彼に近づく。彼は射殺すような鋭い目つきで姫を見る。

「お前は……お前は何なんだ？　ただの女が、お飾りのお姫様がこんな戦い方が出来るわけが……」

「武人として振る舞えるように生まれ、そのように育った。才の持ちようは人の思うようにならない物だ。お互いな。お前は武に長たける将になりたかったようだが、そう生まれなかった。私はもう少し違う姫として……いや、何でもない。忘れてくれ」

　アルトーネ姫は剣を振り上げる。天に輝く太陽が刀身を煌きらめかせる。イナヅチは息を吞のみ、敵兵たちは声にならない叫びをあげた。

「このっ、悪鬼羅刹め……」

「ああ、よく呼ばれる」

　将軍は勢いよく立ち上がり彼女に剣を切り込ませようとする。それに真正面から対たい峙じした姫は、細身の剣を彼の刃より素早く振るい、彼の首に刃を喰くい込ませた。

「よく勇敢に戦ったなリトウ将軍。お前の死は、我らが有用に使わせてもらうよ」

　その言葉と共に姫は剣を振りぬき、将軍の首は空に舞った。敵兵の悲痛な叫びが木こ霊だまする。

「イナヅチ！　私を摑つかめ!!　この場より逃げ出るぞ!!」

「え……!?」

　姫の戦いに圧倒されていたイナヅチはその声で気を取り戻す。そして将を失った怒りにかられた兵たちが彼女を討ち取ろうと駆けていく所を見て、すぐに身体を動かす。ハルカネを走らせ、動く右手で姫の身体を摑つかむ。手早く彼女を操縦席に押し込み、その場から離脱させた。

「姫様！　なんて無茶を!!」

「確かに我ながら無茶だった。しかしそれで敵将の首を頂いた。当初想定していたのより大分大きな戦果だ」

　アルトーネ姫は紋章旗に包んだ敵将の首をイナヅチに見せる。逃げだそうと必死にハルカネを動かしていたイナヅチはひっと小さく悲鳴を漏らす。

「ほ、本当にこれで良いんですか!?　敵兵すごく怒らせて……このままの勢いでクシュールリンドに向かったら……」

「今は確かに激情に駆られているが、三十分もすれば冷静さを取り戻して将を失った事に対して途方にくれるさ。軍を統括出来る者を失って、進むも戻るも決めかねるはずだ。多分奴やつの配下の部隊長の間でも進行と撤退の議論で揺れて、まともに連携が取れなくなる。そんな軍隊に攻城戦は不可能だよ」

　イナヅチとアルトーネ姫が乗ったハルカネは怒る敵兵から逃れ平地を走る。イナヅチが後ろを振り返ってみると、少し前の規律の取れた軍勢とはうって変わってバラバラとなっている軍の姿が見えた。

「思っていたよりも良くやれた。これで後任の将が来るまでは時間が稼げるだろう。よくやったなイナヅチ」

「い、いえぼくは何も……本当にすごいのは姫様です。今の戦いでぼくたちは多分百人も殺してないのに、それだけで軍を崩壊させてしまった。本当に、すごい！」

「まあ多く殺す事と、勝つ事は似ているようで違うからな」

「こんな戦い方があるなんて知りませんでした。人の犠牲を最小限にして戦争に勝つなんて本当、あなたという人は……すごい、すごいです」

「あまり褒めるなよ。それと初めの段階で間違うとろくな結果にならんから言っておくが、私が今回百程の犠牲で事を運んだのは敵兵の命を大切にしたからじゃない。何な故ぜならばこの軍列の崩壊は、次の戦いで十万殺すための物だからな。軍人は善人が生きる世を作る事が出来るが、善人となる必要はない。彼らが出来ぬ事を、我々がやるために存在しているのだ。それを忘れるな」

「は、はい。分かりました」

「あと、今回私が一騎打ちした事はユキツルの奴やつには言うなよ。多分、アイツすごく怒るだろうからな」

　イナヅチと姫を乗せたハルカネはそのまま平地を走りクシュールリンドへと帰還した。




「姫様！　あなた何考えてるんですか!!　一騎打ちとか、気でも狂ってるんですか!?」

　敵将の首を持って帰還した二人を出迎えたユキツルが放った言葉は賞賛のそれでは無かった。何な故ぜ彼女がアルトーネ姫の一騎打ちの事を知っているのだろうかとイナヅチと姫は顔を見合わせる。

「どうやって知った？　このハルカネより速い伝令など存在しないはずだが」

「遠眼鏡で見ました！　姫様の派手な立ち回りは、米粒ほどの大きさでも目立ちましたよ!!」

「ああ、そうか。ここら辺一帯は平地だからさぞ見やすかっただろうな。失念していたよ」

　怒りに燃えるユキツルはイナヅチに視線を向ける。その怒りがこちらを向いた事に彼は驚く。

「お前もお前だ！　姫様を自由にさせてあんな大立ち回りさせて……何のつもりだ！　あの距離では私が助けに行くことも出来ないんだぞ！」

「え、ええ!?　ぼくも怒られるの？」

「当たり前だろ!!」

　彼女の怒りはそう簡単に落ち着いてくれそうになかった。姫はため息をつきながら彼女に言葉をかける。

「ユキツル。私の命はそんなに大事か？」

「当たり前です！　あなたはこの国の姫ですよ!?」

「そう、その通りだ。私の命は他の者より重い。だからこそ使い道があるのだ。私という命を餌に敵将を一騎打ちに引きずり込んだ。これは他の命では出来ない。そうだろう？」

「だからそれが無謀だと……」

「大切なのは命の使いどころだよ。私がここで命を賭けなければ、クシュールリンドは悲惨な籠ろう城じよう戦に巻き込まれていた。敵の対竜単騎に補給路を抑えられ、土の壁を食べながら戦わねばならない。その戦いの末に私が死ぬべきだったと？　お前はそう思っているのか？」

「ち、ちが……そんな事は！　ただ私は姫様の命を思って!!」

「ユキツル、それが間違いだ。私はお前に共に戦えと命じた事はあれど、私の命を守れと口にした事は無かったはずだぞ。お前はいい加減自分が仕えているのがおとぎ話のお姫様では無い事を理解すべきだ。そのままのスタンスで居るならば、いずれ本当にそこのイナヅチがお前の代わりに騎士団を率いる事になるぞ」

「……」

　姫の厳しい言葉を受けてユキツルは押し黙る。彼女はイナヅチを鋭く睨にらんだ後、息を整えて分かりましたと小声で返事した。







　アルトーネ姫に将軍を討たれた敵軍は侵攻を停止していた。それから太陽の沈む頃までその場に留まっていたが、夜となる頃には少しずつ兵が散開して来た道を戻っていった。その一挙手一投足を見守っていたクシュールリンドの見張り兵たちは大きく歓声をあげた。戦いとしては小規模なものではあったが、イナヅチとアルトーネ姫の二人がもたらした勝利には違いなかった。

　敵を退けた事でクシュールリンドは昨晩の騒動の傷も癒えぬままに再びお祭りムードになった。露天商が浮かれる兵士のために酒を用意し、それに一緒になる形で都市の住民たちも騒いだ。この喧けん騒そうはちょっとやそっとでは収まりそうにないと、イナヅチは遠巻きにそれを眺める。

「イナヅチ。こんな所に居たのか、探したぞ」

「ひ、姫様……！」

　町のはずれの高台から祭り騒ぎを見ていたイナヅチを見つけたアルトーネ姫は彼の隣に佇たたずむ。

「こんな所でひとりで居ても楽しくないだろうに。向こうで酒を飲んで来ればいい。今日ばかりはいくら痴態を晒さらしても軍規違反にしたりしないさ」

「いや、いいです。なんというか、どう混じったらいいか分からなくて……。それに今日の昼の戦い、あれが何だか本当に起きた事に思えなくて。どこか夢見心地が消えないというか」

「ふふふ、本日の英雄にしては控えめだな。イナヅチ、今日は本当によくやった。私の命めいに忠実に従い、そしてそれ以上の結果を残した。誇れ、この宴うたげは全てお前の勝利を祝っている」

　憧れの人物から言い渡されるお褒めの言葉にイナヅチは胸がいっぱいになる。一度は地の果てまで落ちたような人間が、今はこうしてお姫様の隣に立つ事が出来ている。これは奇跡と言う他にない。

「それでこれは本題なのだが……イナヅチ、今度は冗談ではなく、私の姫ひめ薔ば薇ら騎士団に入らないか？」

「え……？　ぼくが、姫様の騎士にですか!?」

「まあ初めの内は見習いからだな。今騎士団の構成員はあのユキツルしか居なかったから、ちょうど補充したかった所なんだ。もちろん、お前が良ければの話だが」

「もち、もちろんです！　やりたいです！　姫様の騎士に、なりたいです!!」

「よし、じゃあ決まりだな。言っておくが私の騎士は楽な生き方は出来んぞ？　いくつも戦地を共にする事になる」

「が、頑張ります。なんとか、一人前になれるように！」

「それは心強い。あと一つ付け足しておくならユキツルの奴やつがお前の事をあまりよく思っていないみたいだが、私からは彼女を諭さとすつもりは無い。お前の実力と誠意で、ユキツルの信頼を勝ち取れ」

「それってどういう意味……」

「先輩のいびりに負けるなって事さ」

　アルトーネ姫は他ひ人と事ごとのように笑うが、イナヅチの笑顔は引きつってしまった。
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　　　第四章　アルトーネ姫の帰還







　夜が明け、宴うたげに酔っていたクシュールリンドは落ち着きを取り戻した。日の上る頃には兵士たちと街の住人たちが都市に散らばる瓦が礫れきの撤去と遺体の収容の作業に再び取り掛かり出した。清すが々すがしい青天に照らされる古都を見て、イナヅチは少しだけ満足げだった。ここを自分が守ったのだと、そういうちっぽけな自信がようやく湧いてきた。

「なに朝から笑ってんの？　酒が抜けてないなら出直すけど？」

　気分よく街並みを見ていたイナヅチにそんな辛辣な言葉がかけられる。声の主の方を見てみると黒髪の少女が……アルトーネ姫のお付きの騎士であるユキツルが立っていた。

「何がどう間違えばお前みたいな元男が、姫様の騎士になれるんだ。世の中間違っている事だらけだ。そう思わないか？」

「ははは……」

　とりあえず愛あい想そ笑わらいをして彼女の痛い言葉を受け流す。ろくな反論もしてこないイナヅチに彼女はひとつため息をついて、手に持っていた物を差し出す。

「姫様が決めた事だから私の意志など介在する余地はない。だが、栄光ある姫ひめ薔ば薇ら騎士団に役立たずが居ると罵られる事だけは許せない。剣を使えるようになれ。人並み以上に剣技を磨けないのであれば、騎士と名乗るなどおこがましい」

　イナヅチはユキツルから渡された剣を鞘さやから引き抜いてみる。それは歩兵に支給されていた剣とは違い、片刃の細い剣だった。美しく輝く刀身は鏡のようだったが、頼りなくも思えた。

「この剣って一体……」

「カタナと呼ばれている。我がホロヤの一族の、伝統的な剣だ。触れてみれば分かるが、その刃は丸い。硬い物を切っても刃が欠けないようになっている」

「それじゃあ普通の物も切れないのでは？」

「そうだよ、刃を当てただけでは切れない。刃を切断物に垂直に当て、曲がった刀身に沿って引き切る。そうやって初めて驚異的な切れ味を誇る剣となるのがこいつだ。まあつまり、バカには斬れない剣だって事だ」

「そんな難しそうなものをなんでぼくに……」

「姫様から聞いた。お前、剣の使い方が下手なんだってな？　そんな奴やつにとりあえず力任せにぶっ叩たたけばそれなりになる剣など渡したら味方の方が危険だ。剣を剣として扱えないなら騎士になろうなんて思うな」

「でもぼくはその……ハルカネ、雷の巨人に乗るので……」

「あれの左腕壊したんだろ？　あの対竜単騎は我らの技術で直すのは難しいだろう。敵軍はいまだ健在だ。将の代わりが来て軍を戦闘可能の状態まで再構成するのにおおよそ二週間から一か月。この間に戦士としての技量を得るべきだ」

　イナヅチは納得しきれなかったもののユキツルの言葉に頷うなずく。

「今日から一日千の素振りだ。それで基本から奥おう義ぎまで学べ。ちゃんと物を切れるようにならなければ、私は絶対にお前を騎士として認めないからな」

　思わぬ課題を課せられて不安になるが、イナヅチは彼女に弱気な所を見せたくなくて強く頷うなずいて答えた。




　軍の設営した一角にて、イナヅチはユキツルの指示に従うまま、人の身体を模した巨大藁わら人形に対して貰もらったばかりの刀を打ち込んでみた。その第一いつ閃せん目は見事大方の予想を裏切らず、まったく人形に切り込めず打ち込みの反動で弾はじかれた。あんまりな出来に傍そばで見ていたユキツルの方を見てみると、呆あきれた顔の彼女がいた。

「剣が弾はじかれるのは刃が垂直に当たっていないからだ。剣は横から加わる力に弱い。切れないどころか、そんな当て方してるとどんな剣でもすぐにダメになるぞ」

「……」

「なんだよ、その変な顔は」

「いや、ちゃんとアドバイスはしてくれるんだなと思って……」

　嫌っている割に根は真面目なのかと彼女の印象が少しだけ良よいものになってしまった。そのイナヅチの率直な感想を受けて、ユキツルは顔を真っ赤にする。

「お前っ、くだらん事言ってるともう付き合ってやらんぞ！」

「あ、ごめんなさい。黙りますのでそこで見ててください、はい」

　とりあえずユキツルをなだめてイナヅチは練習を続ける事にする。ひとつひとつ彼女のアドバイスを聞いて、騎士として振る舞えるように頑張ろうと心に誓った。




「はあ、はあ、はあ……」

　イナヅチが物言わぬ人形に五百回目の剣を振るった所で、彼は一旦剣を振る腕を止めた。頭を下げ肩で息をすると、大粒の汗がぼたぼたと地面に落ちる。五百回剣を振ってイナヅチが理解した事、それは……。

「やばい、これ……ぼくの身体じゃない！」

　自分の姿が変わったのはある種の生まれ変わりなのだと思っていた。神さまが地に落ちた自分にくれたチャンスで、身体を元通りにしてくれたのだと。それがちょっとばかり女性としての形を成しているとしても、降って湧いた幸運の前には小さな問題のはずだった。しかしこうやって実際に身体を動かしてみると、たちどころに感じる感触が自分の身に起きたことの深刻さを物語っていた。

（身長も大して変わってないし、別に普通に動けるからどうとでもなると思ってたけど……全然違う！　身体のバランスが、関節の可動域が、全部、何もかも上う手まくいかない！）

　もちろん全てにおいて劣化したわけではない。おそらく筋肉の総合的なバランスは今の姿の方が優れていた。銀髪の女の、シンミルドのそういう血の恩恵なのだと理解出来た。しかし上体に増えた胸の重しと、数段高くなった腰の位置からの可動を自分のものに出来る気がしなかった。十数年かけて動かし慣れた男の身体を捨てて、今からまったく新しい身体に乗り換えろと言われても上う手まくいくわけが無い。ぎこちなく剣を振るう自分が赤子のおぼつかなさに思えた。

　イナヅチはユキツルの方を向いてみる。彼女は失望の感情をまったく隠そうとはせず、憐あわれな者を見る目でこちらを見ていた。ただ単純にそれが悔しくてイナヅチは唇を嚙かむ。

「慰めの言葉が欲しいか？」

「いや、いらない……いらないです」

「そうか。じゃあさっさと姿勢を整えて剣を振れ。千回やって出来なければ、一万回やれ。人はそういう風にしかやっていけない」

　ユキツルの言葉に心を奮わせて、イナヅチは大きく息を吸い込み背を伸ばした。彼女の言う通りだ。人はそういう風にしか生きていけないのだ。




　日が沈み、クシュールリンドが夕闇に染まる頃、イナヅチの訓練が終わりを迎えた。彼の今日の成果は偶然しっかりと刃が立った一撃が人形に食い込んだのみで、その食い込みだって中央部で動かなくなり抜くのに手間取った。とても上出来とは言えない結果にイナヅチは打ちひしがれる。体力の限界で地に座り込むと、薄暗い地面の冷たさを感じた。

「明日も同じ訓練をする。風ふ呂ろに入って、食事を取ってすぐに眠れ。疲れの残る身体では物の覚えも悪くなるからしっかり休息しろよ」

「わ、わかり……ました。けど、膝が笑ってて立てな……なんで、足にまで疲れが」

「知らないのか？　剣は身体全体で振る物なんだよ。まあ今日はそれを実感として得ただけでも儲もうけものと思え。そう思わないとやっていけない」

　ユキツルは座り込んでいるイナヅチへと近づき、そして彼の肩に腕を差し込んで引き上げた。彼女と直じかに触れ合う結果となり、イナヅチは身体を固くする。

「あの……ぼく汗で濡ぬれてて、気持ち悪いと思うんだけど」

「ああ、心底気持ち悪い。だがこのまま放ほうって置くと私の沽こ券けんに係わる。仲間を見捨てるのが姫ひめ薔ば薇ら騎士団とでも言われたら目も当てられない。我が騎士団は姫と共にあるのだ。その事をお前もよく覚えておけ」

「うん、わかった」

「あとお前ちょくちょくため口になるけどやめろ。叩たたき斬るぞ」

「ははは……」

　優しいんだか厳しいんだか分からない彼女の言葉に笑いが出る。だが少なくとも態度ではこうしてイナヅチを助けてくれているのだから、根が曲がっている人間ではないのだろう。イナヅチは彼女に体重を預けたまま、少しずつ自分の足で歩きだした。




「ちょっと待って、待って。ここって……姫様専用に用意された浴室だよね？　こんな所に入ったら不敬罪で首落とされるんじゃ……」

　ユキツルに連れられた場所はイナヅチの語った通り、クシュールリンドの執政官が姫の来訪に大急ぎで用意させた浴場だった。ご丁寧にアルトーネ姫の紋章旗も飾られているそこは、絶対不可侵の領域に等しい。

「姫様は戦地では騎士団のメンバー全員に姫と同等の待遇を約束している。つまりここが姫様の浴場ならば、私らの浴場でもあるという事。なんら問題ない。うん……？　でもお前はまだ見習いだったんだっけか。じゃあ首切られるかもね」

　知ったこっちゃないけどと付け足して、ユキツルは浴場にイナヅチを押し込んだ。




　疲れに軋きしむ身体を動かしてイナヅチは服を脱ぐ。最初は恐れ多いと思っていたがここまで来てしまっては疲れを癒いやす事だけが目の前の優先事項になってしまった。まるで光に集まる蛾がのように、ふらふらと蒸気の立つ浴室に引き寄せられてしまう。

　浴室に入ると豪華絢けん爛らんの白い彫刻で飾られた立派な浴場が目の前に広がる。とても一般庶民が立ち入る事を許されない雰囲気に息を吞のむ。世の中は不平等に出来ているとは知ってはいたが、上の位の人間はここで憩を得ているのだと思うとあまり面白くない気持ちになった。

「とにかく汗流して……それで早く寝よう。身体がギシギシしてて痛い……」

　誰かに見み咎とがめられる前に事を済ませてしまおうと考えたイナヅチの耳になんだか騒がしい声が聞こえる。それが誰かと誰かの会話である事は、少し後に理解できた。

「だから、ちょっと待ってください！　今ここにはあいつが……」

「イナヅチだろ？　じゃあ何も問題ないじゃないか。姫ひめ薔ば薇ら騎士団の一員で、女同士だ」

「ん？　そっか……いやいやいや！　違います！　姫様、根本が全部違います!!」

　何事かと入り口を見ると、驚いた事にアルトーネ姫が浴場に入って来た。風ふ呂ろなのだから当たり前というか、彼女はその美しい肢体を隠そうとせずに居る。姫の白い肌が目に入った瞬間、イナヅチは地面に顔を伏せて目をつぶった。それはあまりにも不可侵の領域であったために、自然と身体が畏敬の念を示した。

「よおイナヅチ。くつろいでいるか？　クシュールリンドの建物は古いが、ここは去年作られたばかりらしい。なかなか綺き麗れいな所だろ？」

「は、はい！　そう思います……」

「……風ふ呂ろで土下座とは、なかなか面白い光景だな。イナヅチ、くつろぐ事を許す。楽にしろ」

「そ、それは出来ません！　顔をあげると……姫様の裸を見てしまいます。それは、出来ません。絶対に」

「今は同じ女で、そして仲間だろ？　気にする事はない」

「いえ、違います。そういう事じゃなくて、それは……やってはいけない事なんです。ぼくが、ぼくであるために、その一線だけは絶対に超えては……」

「そうか……まあ好きにしろ」

　姫はイナヅチの事などもう気にしないかのように堂々と風ふ呂ろに入っていく。彼はじっとその場から動かないでいた。

「なんですかこれ？　どんな状況ですか？」

　身体に白い布を巻いただけのユキツルが、おずおずと浴場に入ってくる。いの一番に目にした土下座中のイナヅチの姿に少々面めん喰くらう。

「イナヅチが私の裸を見ると死ぬというので、そのままにさせている。気にせずくつろげ」

「はあ、死ぬんですか。難儀な命ですねそれは」

　どこか馬鹿にしたようなユキツルだったが、イナヅチがそのままの姿でこちらを見ようともしない事に安あん堵どして布を落とし、姫と共に入浴しだした。

「姫様、今日は一日お疲れ様でした」

「ああ、存分に疲れた。今日はクシュールリンドの復興計画を話し合って……とてもつまらなかったよ。これなら戦場に出てる方が幾分かマシだな。そっちはどうだ？　イナヅチを鍛えたんだろ？」

「それはまあ……程々に」

　散々だった訓練の結果は言わず、ユキツルは言葉を濁した。その優しさは身に沁しみるが、同時に痛みも感じる。誰かに気を使われるのが辛つらい事もあるのだとこの一日で嫌というほど理解した。

「そうだイナヅチ、お前の私物をひとつ預かっているから、後で取りに来い」

　アルトーネ姫はイナヅチに声をかけるが、彼は身じろぎひとつしなかった。そのままの体勢で言葉に応える。

「私物……とは何でしょうか？」

「硬貨が一枚だよ。数年前に作った、私の顔が刻まれた記念硬貨だ」

「そんな物作ってたんですね。知らなかったです」

「ああ、私の初遠征の勝利祝いにな。まあノリで作ったはいいが、後々問題になった。王や王妃になっていない人間の顔で貨幣を作るなど言語道断と言われてな、大部分が回収された。コレクターに売ればよい小遣い稼ぎになると思うよ」

「お前、なんでそんな物を持ってたんだ？」

　ユキツルは単純な疑問をイナヅチにぶつける。それに答える事は出来ず、彼は口を噤つぐむ。

「イナヅチ、お前……私の事を好いているのか？」

　アルトーネ姫の言葉にイナヅチは息が詰まる。どう言葉にすれば良いのか、それともそもそも言葉にすべきなのか迷う。

「バカバカしい！　それはいくら何でも……身の程知らずにも程があるでしょう!!」

「そうか？　まあ気分は悪くないよ。誰かに好かれるというのはな」

　アルトーネ姫はイナヅチの好意をまるでよくある事だと言わんばかりに片付けた。それに対して熱い、何か言葉にならない衝動が口から出てきそうになる。叫びたくて仕方なくなる。だが軋きしむ心で、それを嚙かみ締しめ耐えた。

「イナヅチ、お前は私を今でも好いているか？　その姿に成り代わり、私の傍若無人な戦いぶりを見てもお前の理想のお姫様に見えるか？」

「それは……答え、られません」

「そうか。自分の想おもいを口にして、私に叩たたき斬られるのが怖いか。まあそれは良よいとして、もしお前が私に恋心を抱いているとするならば……今が絶好の機会だぞ」

「なにがですか？　何が絶好の……」

「今ここに居るのはユキツルと私だけで、近くにはハルカネの保管地がある。私をここから連れ出し、そして雷の巨人に乗って逃げ出せば、愛いとしの姫はお前の物になる」

「姫様!!」

　アルトーネ姫の言葉にユキツルは叫ぶ。彼女の提案したそれは、国家反逆級の大罪への誘いだった。

「まあ私を連れて逃げる途中に一万ばかりの兵と戦う事になろうが……分の悪い賭けじゃない。どうだ、やってみるか？」

「戯たわむれはやめてください姫様……そんな事、出来るわけがありません」

　当たり前のようにイナヅチは断る。予想通りの言葉に姫は一度笑う。

「そうか、まあそうだな。だがこれは覚えておいてくれイナヅチ。ひと一人の命を賭けて夢が叶かなうとするならば、賭けるべきだ。何な故ぜならばこの世界は……人の命ひとつでは、本来何も成し得る事が出来ないようになっているからな。我ら王族は万の人間の命を使って百の限られた人間を幸せにしているが、それよりはずっと良心的なレートじゃないか。私たちがやっているのは本来であれば勘定が合わないが、それ以外に人は上う手まくやりようがないから渋々やっている。酷ひどい世の中だな」

「おい、これは姫様の言葉遊びだからな。真に受けるなよ」

　ユキツルの注意など無くたってイナヅチは理解していた。姫の語った万の命というのはおそらく戦いに向かう兵の事だ。では幸せにする百の命とは何を示しているのか。それを聞く事は出来ずにイナヅチは口を閉じる。




　それから他愛もない会話をいくつかして、アルトーネ姫は先に風ふ呂ろから上がっていった。彼女が浴場から出てようやく、イナヅチは顔をあげて立ち上がった。

「どうでも良い事だけどお前のそれ、土下座し続けてる方が不敬なんじゃないのか？」

「そうなのかな？　でも姫様の裸なんて見れないよ」

「お前……っ！」

　何気なしに振り向いたイナヅチを見て、ユキツルが急に怒りの表情を露あらわにする。

「こっち見るなバカ！　お前男だろ!!」

「ああ、いや、大丈夫だよ。ユキツルはその……今のぼくよりそれほど女としての魅力に溢あふれた身体になっていないというか」

「お前マジで切り殺すぞ!!」

　怒り絶頂になったユキツルはイナヅチを蹴りで浴槽に叩たたき落おとしてやった。入浴する手間が省けると、イナヅチはぼんやりとした頭で考える。




　翌日、また同じようにイナヅチとユキツルは古都の一角で剣の練習をしていた。二日目ですでにイナヅチの手の皮はめくれ、血がにじむ。それを補強するために包帯を巻いたが、痛みは軽くならなかった。

　訓練の成果は薄く、人間を模した藁わら人形を断ち切る事は出来ずに居た。それをイナヅチは歯がゆく思うが、嫌になって諦めるつもりにもならなかった。

「よう銀髪の子！　なんか知らんが頑張れよ!!」

　資材を運んでいる兵士の一人からそう声をかけられた。どう返事をして良いのか迷っている内に彼は先に進んでしまった。

「雷の巨人の操縦者の事はあまり知れわたっていないようだ。多分皆お前の事を先の戦いを繰り広げた姫に憧れた地元の新兵見習いとしか思って無いんだろうな」

「そう思ってくれるなら逆にありがたいよ。こんな情けない姿を晒さらしてるのがハルカネの操者だなんて、恥ずかしくて仕方ない」

　それから訓練を再開したが、たまにいくつか声をかけられる事があった。親しげに話しかけてくる兵士たちを見て、こんな事男の身では無かった事だと考える。兵士はいつだって女日照りだとユキツルがぽつりと漏らす。

　それから昼を越えて夕方になる。今日のノルマをこなし、しかし収穫は無かったイナヅチは項うな垂だれる。汗で身体に纏まとわりつく衣服が気持ち悪かった。

「随分と頑張っておられるようですな。これをどうぞ、差し入れです」

　その声に反応してイナヅチが頭を上げるとひとりの老人が水の入った瓶を差し出して立っていた。彼の脇には半身を隠してこちらを見ている小さな男の子と女の子の姿がある。多分兄妹きようだいなのだなとその顔つきで理解した。

「あの、ありがとう、ございます……」

「朝と夕方にここを通りましたがずっと一心不乱に剣を振るっておりましたな。あなたは兵士を目指しておられるのですか？　女の身でありながら兵を目指すとは勇気がありますな。まるでアルトーネ姫様のようじゃ」

「あの、いや、兵を目指してるというか……実際もう兵士です。ただちょっと剣を扱うのが下手なだけで……」

「お姉ちゃん兵隊なの!?　すごい!!」

　老人に隠れるようにしていた幼い男の子が食いついてきた。こうも率直な形で憧れを示される経験の無かったイナヅチは少々面めん喰くらう。

「ぼくも将来兵隊さんになりたいと思ってるの。出来るかな？」

「ぼくにやれてるんだから大丈夫だとは思うけど、あまり楽しい所とは言えないからやめといた方がいいんじゃないかな……」

　家族の手前、幼い少年を死地に誘うわけにはいかず、そういうぼやけた表現になった。イナヅチは頭の片隅で歩兵として参加した第一戦を思い出す。多分大勢の者があのように無残に死ぬ。運が良かっただけの自分に憧れられて、悲しみを抱いて死んで欲しくないと思った。

「おじいちゃん！　お兄ちゃんがまたバカな事言ってるよ!!　兵隊になるなんて……そんなの無理に決まってるのに!!」

　もう一方の女の子が声を張り上げた。話の内容から多分彼の妹なのであろうこの子は、その歳としのわりに現実を見据えた物言いをする子供だった。

「無理じゃないよ！　やれるよ!!」

「お兄ちゃんなんて運動も全然ダメなんだから、すぐに死んじゃうに決まってるのに！　絶対やめた方がいいよ！」

「バーカ！　死んだってな、この国の兵士は天国で遊んで暮らせるんだよ！　だから全然怖くないの!!」

　何の話だと思って事を遠目に眺めていたユキツルの方を見る。彼女はイナヅチの視線に気づいて口を開いた。

「知らないのか？　戦の神は死した勇敢な兵を神の国の宴うたげに招き、酒と女を永遠に振る舞うんだよ。私も多分そこに行く事になると思うんだが、女の方はいらないな。酒と食事をその分増やしてくれればいい」

「ぼくが祈るのは主に農耕の神だったから……そういうのは初めて聞いた」

　イナヅチの言葉を聞いて老人は優しく笑う。

「あなたは元は農民でしたか。人は太陽の神によりこの世に生まれ出でて、その人生の途中でそれぞれの神の寵ちよう愛あいを受けると言いますが、二つの神に愛されるのであればそれは幸せでしょうな。私はもう月の神に看み取とられるだけの身となりましたが……もっと他の人生を歩んでみても良かったかもしれないと今更ながらに思いますよ」

　老人のその寂しげな言葉にどう返して良いのかイナヅチは言葉に詰まる。しかしそんな彼の気づかいを理解できない幼子は会話を繰り広げる。

「神さまなんて居るわけないわ。そんなの迷信よ」

「この罰当たり！　そんな事言ってると天国に連れていってもらえないぞ!!」

　幼子たちの会話に思わず笑ってしまう。こんな風に神さまの事を考えるのを止めてしまったのはいつの頃からだっただろうか。子供の時には確かに神さまは傍そばに居たはずなのに。

「この子たちの世代は私の時代よりも夢見がちで、そして同時に現実的でもありますな。危うくもあるが、頼もしく思えますよ。きっとこの子たちなら、このクシュールリンドを良よい街にしてくれる」

「ずっとここにお住すまいになられているんですか？」

「ええ、私たちはクシュル人です。古くからここに住んできました。そうは言っても百年前まではどこの国にも属してないような、そんな小さな部族でしたが……」

　立っているのが辛つらくなったのか、老人はイナヅチの隣に腰掛ける。そしてその落ち着いた声色で言葉を続けた。

「この国の先々代の王がこの地を治めて、古いにしえから残されていた城壁を修繕しました。そして彼は私たち一族に約束してくれたのです。この地はこれより未来永えい劫ごう、リステンベークの土地となり、私たちは民となると。入植の手助けとして、この地の税は余よ所そより軽くなり……私たちも庇ひ護ごを受け、ずいぶん生きやすくなりましたよ。

　しかし今度の敵の進出は……正直肝が冷えました。我々の土地はまた奪われ、またどの国の一部とも言えないような、そんな民に戻ってしまうのではないかと。でも私たちは一歩も引く気にはなりませんよ。ここは私たちの土地で、私たちの国ですから。

　ですがその心配は無用の長物でしたな。あなた方そしてアルトーネ姫様が助けてくれた。本当にありがとうございました。私たちは、あなたに救われた」

　むず痒がゆい感謝の言葉を聞いてイナヅチはどうすれば良いのか分からなくなった。なんだか誇らしくて黙っていられなくて、ほんの少しだけ口を滑らせた。

「ええっと、あの実はぼく……昨日単騎で姫と共に敵と戦った、ドラグワンの操者なんですけど……」

「ええ!?　……ウソはダメだよお姉ちゃん。そんなすごい人が、こんなに剣が下手なわけないじゃん」

　男の子はイナヅチの言葉を聞いて一瞬喜んだが、すぐに子供なりの現実感で正論を言う。そう言われれば為なす術すべも無かった。

「ですよねー……」

　子供の言葉に打ちのめされるイナヅチを見てユキツルは堪こらえられなくなって笑う。それはとても気に食わなかったが、いずれ自分が雷の巨人の操者と名乗って笑われないぐらいになってやると誓った。




　老人と幼子たちと別れ、イナヅチは風ふ呂ろと食事を済ませた。そしてふらつく身体のままアルトーネ姫に割り当てられた区画へ通りがかってみると、そこに人の集まりがあるのが見えた。何か事件があったのかと心配になりイナヅチはその場に引き寄せられる。

「リステンベークの第一王女、アルトーネ・ウェンリストクーム・リステンベーク様に第一王子であるユーリィドル・ザーランド・リステンベーク様よりの伝令をお伝え申す！　この一瞬のみ、我が言葉は王子の言葉そのものであると許しを得ている事を最初に宣言する!!」

　豪華な椅子に座るアルトーネ姫の前で、伝令の使者が片足を突き書簡を開いて大声を口にする。第一王子という単語を聞いて、イナヅチはアルトーネ姫に兄が居る事を思い出した。

「今月の十八日に我が偉大なる王の生誕六十年を祝って王都にて祝宴が開かれる。姫君はそれに出席する事。何一つの例外を許さず、この命めいを聞き届けよ。そうユーリィドルさまは命じられました！」

「……それは聞きかねるな。今この地は紛れも無い前線だ。それを放棄して王都に帰還するわけにはいかない」

　アルトーネ姫は容易たやすくその帰還命令を断った。それをある程度予測していたのか、王都からの使者は言葉を張り上げる。

「どのような理由があろうと、これを拒否するのは王への反逆にあたる！　そう王子は念を押しておられでした！」

「ほう、つまり我らが王は、戦線を放棄する事を望む臆病者と評するか？」

　アルトーネ姫の厳しい言葉に使者は言葉を詰まらせる。困った彼は、ただひとつの言葉を繰り返すだけのモノになり下がった。

「これはユーリィドル王子からの正式な命令です。これに反する事は許されません。決して、決してです」

　もはや会話にもならぬ使者に姫はため息をついた。呆あきれ果はてたように譲歩案を出してやる。

「分かった。王都に帰ってやってもいい。だが私の代わりとしてこの地に対竜単騎を五十寄越せ。それが出来なければ帰還しないと兄君に伝えろ。さっさとその足で信号塔に伝令を命令してこい」

　姫の譲歩に胸を撫なで下おろして使者は足早に立ち去った。姫はざわめく集団の中にイナヅチの姿を見つけ、苦笑いを返した。




　姫に身支度を手伝えと命じられたイナヅチはユキツルと共に彼女の私物を整理する。彼女の豪華端麗なドレスをひとつひとつ鞄かばんに詰めた。

「ぼくたち、本当に王都に帰るんですか？　こんな途中でここから離れるなんて、なんかすっきりしませんね」

「これも全て我が兄上の所せ為いだ。あいつは……私の兄は、私が武功を上げるのが許せんのだ。戦いの終局間ま際ぎわに帰ってこいと催促されるのは茶飯事だ。だから珍しくはない事なのだが……まさか父君をだしに帰還を命ずるとはな。思ってもみなかったよ」

　不機嫌さを隠す事なくアルトーネ姫は自らの兄の悪口を吐いた。相手がこの国の王子であるためにそれに同調すればいいのかどうかイナヅチは迷う。

「クシュールリンドは姫様が居なくて大丈夫なんでしょうか？」

「信頼できる副将は残していく。代わりの敵将がすぐに軍を整えても進軍にはひと月以上かかると思うが……後は副将の頑張りと、敵の迂う闊かつさを願うだけだな」

　イナヅチは姫の部屋の窓からクシュールリンドの街並みを見る。ここに住む者たち全てが姫を希望とし、心の支えとした。それを切り捨ててしまうのはどこか裏切り行為に思えてしまう。イナヅチの頭に水を差しいれてくれた老人の感謝の言葉が浮かぶ。あんなに自分たちの事を褒ほめ称たたえてくれたのに、最後まで付き合う事が出来なかった。それが単純に残念に思えた。

　こうしてイナヅチたちは少しの人手と乗り手の居なくなった剣の巨人、そしてハルカネを連れて王都へと帰還する事になった。







　王都に帰還したアルトーネ姫を待っていたのは市民たちの熱い歓迎だった。子供の頃に見たあの凱がい旋せんパレードの光景そのものが、今度は立場が入れ替わって展開されている事にどこか夢見心地になる。

　イナヅチは王都に到着する前に姫ひめ薔ば薇ら騎士団の正式な制服を貰もらった。それは本来はユキツルの予備の服であったために胸の周りがキツイと漏らすと、今までの訓練でも見た事の無い鬼の形相で彼女に睨にらまれた。白く綺き麗れいな服を着込むと、それだけで背筋が伸びた。本当に騎士の一員として姫に仕えるのだと、そんな実感が今更湧いてくる。

　イナヅチとユキツルは姫の両脇に位置してパレードに参加した。市民に親しげに手を振る姫と、彼女の視線を受けて歓声をあげる民を見ながらこんなにも愛されているのが自分たちの主人なのだと誇らしくなる。イナヅチは姫を一目見ようと集っている群衆の中に小さな少年の姿を見つけた。それを昔の自分に重ね合わせて、あの頃の自分が将来こうして姫の傍そばに立つのだと知ったらどう思うのか想像した。きっと幼い自分は、女になるなんて聞いてないと言うのだろうなと考えて、イナヅチは少し笑った。




　王都中心にある王宮に姫と、そしてイナヅチの一団は入っていく。一般市民には立ち入りが許されぬ巨大な王宮のたたずまいを目の当たりにして、イナヅチは委縮した。田舎者とユキツルに小声で小突かれて、止まった歩みを再開させられる。人生において見たことの無い宮殿内の彫刻や絵画の数々に、ここは宝物庫の延長なのではないかと勘違いする程だった。

　王宮の奥深くへ姫と共に進み、特に巨大で豪華な装飾を施された扉の前に来る。そこを守る衛兵たちが姫の姿を見て敬礼した後、イナヅチたちを見やって口を開く。

「ここより先は王の寝室です。王族の方は入室を許可されていますが、お付きの者は……」

「こいつらは私の半身も同然だ。入れてやってくれ」

「しかし姫様、これは決まりで……」

「頼む。ここで時間を浪費したくない。私は父君に早く会いたいのだ」

　姫の真摯な頼み事を断るわけには行かず、衛兵は渋々とイナヅチたちの入室を許した。




　王の部屋に入るとベッドに横たわる王と、姫に負けない綺き麗れいな刺し繡しゆうの施された服を身に着けた太った青年の姿があった。彼は誰だとイナヅチは頭を巡らせるが、すぐに答えが出た。衛兵の言葉の通りこの部屋には王族しか入室を許されないのであれば、彼もまた王族のひとりの……アルトーネ姫の兄、ユーリィドル王子に決まっていた。

「アルトーネ、どういうつもりだ。父の部屋にそのような者たちを招いて……」

「父上！　ただいま、アルトーネが帰りました！　お顔をお見せください！」

　兄の小言を遮って、姫はベッドの上の王へと駆け寄る。その対面を邪魔するわけにはいかなかった王子は憎々しげに口を噤つぐむ。王は姫の声を聞いて、ゆっくりと上体を起こした。

「おおっ、アルトーネか。随分久しく見ないように思えたが……こうして会うたびに、お前の美しさは磨きがかかるな」

「父上も元気そうで。戦地にこの身はあれどいついかなる時も、父の身を思わなかった日はありません」

「そうか、戦いに出向いていたのだったな。ヤンディルの地の草木はしぶとく長く生えるから、騎馬を使うのも大変だろう。だが地の利をねじ伏せてこそ、将は将となりえるのだぞ」

　王の口から出たヤンディルという突拍子のない単語にイナヅチは困惑する。しかしすぐに頭の中をさらって出てきたその地名が、数年前に姫が平定した土地なのだと思い出した。

「ヤンディルって、もう戦争は終わって……」

「黙っていろ。この場に私らの言葉は必要ない」

　迂う闊かつに言葉を漏らしたイナヅチをユキツルが強く注意する。イナヅチは言葉を押しとどめたが、自分の国の王の老いを感じて言い知れぬ感覚に包まれた。

「しかし残念だ……お前が、アルトーネが男として生まれてきてくれれば……世界を統すべる王となれたであろうに。神は王でさえも翻弄する悪戯いたずらをなさる」

　王の漏らした言葉にユーリィドル王子の表情がこわばるのを見た。アルトーネは確かに下がった場の温度を溶かそうとするように優しい笑顔で言葉を返す。

「何をおっしゃいますか父上。私は女に生まれたからこそ、力を求めて父に近づこうと思ったのです」

「そうか、そうだな。お前はとても強い子だ。お前の生まれ持った全ての物が、その強さの根幹なのだな……」

　それから父と娘は会話を続けた。そのひと時でアルトーネ姫がイナヅチには見せた事のない優しい表情を何度も見た。彼女にも家族はあるのだと当たり前のような事を理解させられる。




　王の大事を取って姫一行と王子は揃そろって退室する。部屋を出てすぐに王子が姫に声をかけた。それには大分皮肉の色が塗りたくられていた。

「また従者をひとり増やしたのか。おいそこの銀髪の女。その姫の戦争狂に付き合っていると女としての幸せを摑つかめぬぞ」

　まさか自分の方に話を振られるとは思ってもみなかったイナヅチは驚き返事を思いつけなかった。あわあわとしている自分の代わりに、アルトーネ姫が答える。

「仕方がないじゃないですか兄上。女で有能な兵など珍しいのですから。こうやって目ぼしい人間を囲っておかないといけないのです。兄上のお言葉を守って男子禁制の騎士団を作っているのだから、小言はよしてもらいたいですわ。

　それに私が常日頃戦地を飛び回っているのは、私が王都に居るとよからぬ企くわだてをしているのではないかと心配なさる兄上を思っての事です。それなのに戦を勝利で飾ろうとする時に限って呼び戻すなんて兄上は酷ひどい人ですわ」

「白々しい言葉を口にするな。お前の女言葉程、背筋を不快にするものはない」

　王子の怒りを含んだ声に姫は笑い声をあげた。

「あなたの望みでは私は戦地で誰とも知らぬ者の刃に倒れて欲しいのだろうが、残念ながら私は戦神にまだ見捨てられていないようだ。兄上はせいぜいこの王宮の一室で、私の死の一報を心待ちにしてるがいい」

　王子は姫の言葉に苦虫を嚙かみ潰したような顔をして、何も言葉を発さずにその場から立ち去った。所々に棘とげを含んだ言葉の応酬に肝を冷やしたイナヅチは隣にいたユキツルを見る。すると彼女も同じような顔をしてこちらを見ていて目が合った。




　イナヅチとユキツルは揃そろってアルトーネ姫の部屋へと招かれた。憧れの人の、しかも先ほどの王の部屋にも負けない豪華な部屋にイナヅチは身が硬くなる思いをした。

「自分の部屋と思ってくつろいでくれ。まあ、無理だとは思うがな」

　姫は緊張しているイナヅチを笑いながら手近な椅子に腰かける。ユキツルもそれに倣ならって椅子に座り、イナヅチも真ま似ねをした。姫は一度伸びをして身体の強こわ張ばりをほぐす動作をした。

「まったく、ここに帰ると良い事と悪い事が一度に起こるから大変だ。父に会えるのは嬉うれしいが、兄の小言を聞かされるのはたまらんな。お前たちもそう思うだろ？」

「まあそれはなんというか……なんとも」

　堂々とこの国の王子の悪口を言えるわけもなく、イナヅチはもごもごと口を動かすだけだった。しかし少しの邂かい逅こうでユーリィドル王子の厭いや味みったらしさは理解できていた。そしてアルトーネ姫との不仲の度合いも。

「イナヅチには兄弟は居るか？」

「え？　あ、はい、兄と姉が居ます」

「どんな者たちだ？　詳しく話を聞きたい」

　姫はイナヅチの家族事情に興味が湧いたらしく話を掘り下げる事を所望した。田舎者の家族の話をこのお姫様にすべきなのか少し迷ったが、姫のお言葉に逆らうわけにはいかないので言葉を続けた。

「兄は三つ、姉は二つ年上です。兄と姉は二人とも実家の農業を手伝っていて……兄は村で誰よりも多くの穀物の俵を持つ事が出来ます。ぼくもそれを真ま似ねしようとして俵の下敷きになった事がありました。その時は兄にすっごく怒られて……いや、この話は忘れてください。とても恥ずかしい」

「構わん、続けろよ。イナヅチの恥かしい場面なんて、今更驚きようもない」

「……えーっとまあ、話を続けると怒られてぼくが泣いたから……兄はぼくを泣なき止やませようと、飼育している馬の背に乗せてくれると親に内緒で約束してくれました」

「それは大事な事なのか？」

「村のしきたりとして十歳より下の子供は馬に乗る事を禁じられていたんです。まあ危ないから当たり前なんですけど、とにかく、兄はこっそり馬に乗せてくれました」

　ここまで話して、自分は天下のお姫様に何を聞かせているのだろうと後悔する。彼女の耳に入れるのに相応ふさわしいのは戦地で活躍した英雄の話だとか、そういうのでは無いのだろうか。しかし今更話を止めるわけにもいかず、イナヅチは言葉を続けた。

「姉は村で一番歌が上う手まいです。祭りの日には綺き麗れいな衣装を着て村中引っ張りだこで……ぼくから見るとそんなに美人じゃないですけど、結構モテてました。牛飼いの家の子と村で一番大きな農園を持っている子を恋人の候補にしていて……牛飼いの子は一度に十頭の牛を従えさせるからすごいわとか、農園の子はいつも見た事の無い果実をプレゼントしてくれるから素敵だとか、そんなのろけをいつも聞かされてました」

「はははは」

　アルトーネ姫はイナヅチの話を聞いて笑った。彼女の発した軽い笑いに少し苛いら立だってしまったイナヅチは、強く彼女を見つめて言った。

「姫様。確かにこの王都に住む人たちにとっては兄と姉の誇りなんて小さな物かもしれませんけど……でも笑わないで欲しいです。小さくてもそれは、彼らには大切な物なんです」

「すまないイナヅチ。だが嘲けり笑ったわけじゃない。兄弟の事を嬉うれしそうに話すお前を、微ほほ笑えましいと思ったのだ。……やはり家族が憎みあうのは間違っているのだろうな。だが私と兄の関係に至っては、改善する余地は殆ほとんど無い。あれは私を恐れている。武力でもって自分を次期王座から引きずり下ろすのではないかと本気でそう考えている。臆病者の王子だよ」

　兄を臆病者と罵る姫にイナヅチは言葉を失ってしまう。その彼の表情を見て少し笑って姫は一応のフォローを口にした。

「これは勘違いしないで欲しいのだが、私はあれがいずれ王となる事を反対した事は無いよ。臆病者で頭が回る王は国を強くする。あいつはあれで王の器がある。

　もし私のような野蛮者が王になる事があればそれこそ大変だ。二十年でこの国の領土を過去最大規模まで広げる事が出来るだろうが、残りの二十年で国が滅びる。力で領土を広げると、その力が弱まった時にしっぺ返しを食うからな。私は王には向かない。

　だがそんな事いくら語ったとしてもあいつは信じないだろう。これは仕方ない事なのだ。私に戦いの才があり、そして兄に王座が約束されているこの現状が、その歪ゆがみを生み出している」

「でもその……王子さまも姫様を大切に想おもってるのでは？　姫様の従者を女性で固めるように言ったのは王子さまなんですよね？」

「ははは、それは戯たわ言ごとだな」

　先ほどとは違い今度は確実に嘲るように姫は笑った。

「あれは私に何か間違いがあって子を孕はらむ事を恐れているのだ。いや、正確に言うと私が男児を産む事を恐れている。何な故ぜならばそれが産まれた瞬間に、私が兄を殺して王座を奪う理由が出来るからだ。

　イナヅチ、お前が女になってくれて本当に良かったよ。これでお前を傍そばに置いておくのに、兄と一戦交える必要が無くなった」

　兄が妹を恐れるという家族関係があるとは思ってもみなかった。姫の境遇に対して適した答えを探せないでいたイナヅチは、ただ黙って彼女の皮肉気な笑顔を見守るしかなかった。




　新参者のイナヅチには王宮の離れにある建物の一室が与えられた。寝転んでみるとどこまでも沈んでいくと錯覚するほどふかふかなベッドに驚き、しばらく飛び跳ねて遊んでみるという子供の真ま似ね事ごとをしてしまう。

　イナヅチが立ち入る事が許されている範囲で王宮の一帯を歩き回ってみたが、すれ違う人皆がどこか慌ただしくしているのが印象に残った。その感想を隣の部屋に居るユキツルに伝えてみると、彼女はどこか呆あきれながら答えた。

「皆忙しそう、じゃなくて本当に忙しいんだよ。王の生誕祭があるから、準備する事が山のようにあるんだ。この王宮で暇してるのなんて私たちみたいな兵士ぐらいだよ」

「そうなんだ。……えーっと、ぼくたちは何か手伝わなくていいの？」

「田舎者に出来る王宮の仕事があると思ってるのか。お前はそんな事に気を回してるより一回でも多く素振りしてろ。いい加減止まっている物なら切れるようになれ！」

　ちょっとした世間話から発展してユキツルに怒られてしまったイナヅチは渋々と王宮の庭園の一角で剣の練習をする事を日課にした。そしてその練習にはどういうわけかユキツルも付き合ってくれていた。多分彼女も暇で仕方ないんだなと、イナヅチはどこか吞のん気きに考える。




「はあ、はあ、はあ……」

「息が上がるまでの時間が長くなってきたな。よくやった、スタミナが付いてきた証拠だ」

「……どうも」

「お前の練習に数時間付き合ってようやく見つけた褒めポイントなんだからもっと喜べよ」

　イナヅチは何かユキツルに言い返すべきか迷ったが、この情けない状況でどんな言葉を口にしたって負け犬の遠とお吠ぼえにしかならぬので黙って息を整える事に集中する。

[image: ]

「あ、あの……すみません！」

　その場にへたり込んでいたイナヅチの耳に女性の声が届く。何事かと顔を上げてみると、目の前にはこの王宮で働くメイドが数人いた。どこか緊張した面おももちの彼女らは口を開く。

「これどうぞ。お疲れみたいなので……」

「あ、ありがとうございます」

　メイドのひとりからタオルとグラスになみなみと注がれた水を受け取る。感謝の言葉をイナヅチが口にすると、メイドはどこかそわそわとしながら質問してきた。

「ええっとあの……あなたがその、姫様が戦場から連れてきたという騎士様なんですか……？」

「あー、はい。そうです」

「いや違うだろ。まだ見習いだろ」

　会話の外から茶々を入れてきたユキツルを彼は文句を言いたげな目で見る。しかしその視線を受けてもユキツルは涼しげな顔をしていた。

「きゃー！　お話の通りでしたのね！　お名前は何とおっしゃるのですか？」

「イナヅチです、けど」

「イナヅチさま……何だか男の人みたいな名前ですわね」

　どう返して良いものか迷ってはははと愛あい想そ笑わらいで済ます。

「あなたのお噂うわさは聞きました。姫様と巨人に乗ってたった二人で敵軍を翻弄したんだとか。女の身でありながら対竜単騎の乗り手になるなんてすごいですわ。しかもこんな、お綺き麗れいな方が。これは失礼なお話ですけど、イナヅチ様に会うまでは、どんな男勝りな方が新しい騎士になられたんだろうって皆と話していましたの。今までの姫ひめ薔ば薇らの騎士の方がその……変わった方が多かったから」

「お前らここにその現役の騎士様が居る事忘れてるんじゃないよな？」

　黙っていられなくなったのかユキツルが口を挟んできた。メイドは笑いながら、ユキツル様は歴代の騎士の方の中でもとびきり可愛かわいいですわとおべっかを使った。

「ユキツルのレベルで可愛かわいい方ならさぞ花が無かったんだろうね……」

「お前、私が王宮では抜刀しないと思ってるだろ？」

　ユキツルの脅しを無視してイナヅチは単純な疑問を投げかけてみる。

「姫ひめ薔ば薇ら騎士団って今はユキツルしか居ないって聞いたけど他の人たちはどうしたの？　さっきの話からすると前はもっと居たみたいだけど」

「私の他に三人居た。二人は戦死して、一人はついていけなくなって田舎に帰った。単純な話……女が戦い続けて生きるというのは難しいという事だ。男でさえ、十年前線で戦える兵の存在は奇跡に近い。お前だったら多分、一年後には英霊墓碑に名が刻まれてる」

「過去の騎士様はみなさん個性的で……でも良い方たちばかりでしたわ。ちょっと女の色気は足りませんでしたけど、男ばかりの世界で生きるにはそうなるしかなかったのでしょうね」

　メイドは昔を思い出すように優しげに笑う。自分の知らない誰かが自分と同じように夢を追い、そして打ち砕かれた。その昔話をどう処理していいのかイナヅチは困った。

「でもイナヅチ様は可か憐れんな方だから……どうかその気品は無くさないようにしてくださいね。その銀の髪、とても綺き麗れいですわ。でも所々少し傷んでいるように見えます。身だしなみにも気を使ってあげてください」

「あ、はい……気を付けます」

　イナヅチは自分の髪を撫なでてみる。この本来の持ち主だった銀髪の女の事を思い出した。彼女はとても綺き麗れいであったが、到底人の身で届くとは思えない剣技を使っていた。

（この身体で……どれだけの鍛錬を重ねればあそこまで到達できる？　それこそ本当に死に物狂いの……）

　身体としては同条件の、実力としては天地の差がある敵の事を考えて、イナヅチは気を引き締めた。もしイナヅチが剣技を物に出来ないのであればそれは彼の甘えに他ならないと自覚する。似た身体で強さを体現している者がすでに居るのだから、言い訳は出来なかった。




　イナヅチは休憩時間中メイドたちと他愛ない話をした。彼女たちにせがまれてクシュールリンドでの戦いの話をしてやると大層喜んだ。話の中のイナヅチをまるで英雄物語の主人公のように扱うメイドたちにむず痒がゆさを感じたが、悪い気はしなかった。

「じゃあ頑張ってくださいね。良ければまた、お話を聞かせてください」

「はい。お水ありがとうございました」

　一通り新しい騎士候補との会話を楽しんだメイドたちは礼を言って帰っていった。そんな彼女たちの後ろ姿を見てユキツルがぽつりと呟つぶやく。

「王宮の乙女たちには戦場の話はおとぎ話に聞こえるらしい。実際戦地を目の当たりにした人間にはそう思えないのにな」

「能天気に思える？」

「そういうわけじゃないが、現実感が伴っていないなとは感じる。ああいう風に気楽に生きられればそれはそれで楽しそうだ」

「……ユキツルはぼくと違って正真正銘の女の子なんだから、ああいう生き方だって望めば出来たんじゃないの？　なんで姫様の騎士なんてやってるのさ」

「私を初めて女の子扱いするのがお前みたいな中ちゆう途と半はん端ぱな男女だとは……本当に世も末だ」

　ユキツルは軽く笑って、そしてしっかりイナヅチの目を見据えて口を開く。その言葉にはどこか冷静な熱がこもっていた。

「私は姫様に救われた。たかが少数民族のちっぽけな女に生きる意味を……その価値を与えてくれたのが姫様だ。だからその生涯をかけて尽くさねばならない。しかし私に出来る事と言ったら剣を振るだけ。だからいつかこの剣が折れる時まで、私はずっとこのまま。このまま、姫の騎士として生き続ける」

「薄々気づいてたけどユキツルは……」

　そこまで言いかけてイナヅチは口を閉じた。ユキツルは怪け訝げんな顔で彼を見る。

「私は何だよ？」

「いや、良いよ。言ったら言ったで怒るし」

　自分と似ている。その一言をイナヅチは飲み込み考えなかった事にした。




「よう、楽しそうだな。私も混ぜてくれよ」

　剣の訓練を再開してから一時間程経たった頃、アルトーネ姫がふらっと現れた。突然の姫の来訪にイナヅチは驚く。

「姫様、確か今の時間は王の生誕祭のパーティーの衣装合わせをしてるはずでは？　こんな所で何してるんです！」

　ユキツルは咎とがめるように姫を責める。彼女は悪びれもせずに言葉を返した。

「イナヅチ、知ってるか？　衣装合わせという名の拷問はな、一国のお姫様を着せ替え人形にして得体の知れないデザイナーどもがあれこれ品評するというそれはそれは屈辱的で退屈な悪の儀式なのだ。お前もそれに参加させられる機会があれば退路は絶対に確保しておけ。お姫様からのアドバイスだ」

　その退路というもので逃げ出したのかとイナヅチは笑えばいいのかどうか迷う。

「まあそんな話はほっといて、私についてこい。面白い所に連れて行ってやる」

「面白い所、ですか？」

「ああ、この王宮の中でも一部の人間しか立ち入りを許されない……対竜単騎の工房だ。国宝と称される『複製師』に会わせてやる」

　複製師という聞きなれない言葉にイナヅチはただ戸惑うだけで、アルトーネ姫の楽しそうな顔の意図を摑つかめずに居た。




　対竜単騎とは古代に亜人が作り出した人の形をした巨大兵器で、それは主に地下から掘り起こされてきた。だが当然の事ではあるが、地下から不定期に発掘される物を軍の要かなめとして使えるわけがない。対竜単騎を兵器として運用するには『量産』の必要性があり、そしてそれを現実に行うのが『複製師』の奇跡にも似た手腕だった。

　対竜単騎の基本構造はミスリルと呼ばれる非常に軽く硬い、不朽の金属を中心としている。その金属の表面に亜人たちの使っていた文様を刻んでやると、ある特定の物質……『燃料石』と呼ばれる物の質量を消費して動かす事が出来る。それが人類の把握している対竜単騎のすべてである。どのような原理で、何の規則性をもってそれが動作しているのか長き時に亘わたって調べ続けたが人類にその取っ掛かりさえ与えられなかった。別に人類が無能なわけではない。過去いくつも天才と呼ばれる者たちが対竜単騎に向き合ったが、新たな謎が増えただけだった。

　対竜単騎の基本理論を理解出来ない人類であったが、その形だけを模倣する事は可能だった。それがどのような機構を持っているのか知らないまま、発掘された対竜単騎の骨格そのままにミスリル鋼を加工し文様を刻む。そうして複製した骨格に樹脂の衝撃緩衝材を筋肉のように付け、鋼を外装にして巨大な騎士に仕立て上げる。そうして製作されるのがドラグワンであった。

「その製作の要が複製師だ。彼らはミスリル鋼に刻まれている古代文字すべてを記憶している。頭の中まるごとが国の重要機密となる彼らは手厚く保護されている。保護というか殆ほとんど軟禁に近いが……まあでも丁重におもてなししてるよ」

　対竜単騎の工房に向かう間、アルトーネ姫が複製師に関してそう説明してくれた。イナヅチは疑問に思った事をそのまま口にする。

「紙に残せないんですか？　そのミスリルの骨の古代文字は」

「いちおう紙に複写してるよ。だが三次元の立体として構成されるそれらを記述するには紙は向いていないんだ。複雑なパズルのように何枚にも分かれたそれを、読み解ける者が結局記述した者しか居ないから、他者に伝達する書としての意味をなしてない……よし、ついたぞ」

　イナヅチたちの目の前に巨大な建築物が現れる。巨人が出入り出来るように作られた巨大な鋼鉄の門が立ち入ろうとする者を威圧していた。巨人の国に迷い込んだみたいだとイナヅチは少しメルヘンな感想を抱く。

　人用の出入り口から工房の中に入ってみると巨大な空間にいくつもの対竜単騎の残骸が並べられていた。残骸と形容したのは、完璧な形を成している物がひとつも無く、酷ひどい物に至っては四肢がバラバラにされている巨人がまるで捨てられたかのように放置されていたからだ。その異様な光景にイナヅチは息を吞のむ。

「まるで巨人用の解剖室みたい……」

「あんまりな言い様だな。ここからこの国の対竜単騎全ての骨格が生まれる国家の要かなめの地だというのに」

　姫はイナヅチの言葉に笑いながら工房の奥へと足を進める。そして机に向かって何か記述しているひとりの老人の姿を見つけて、嬉うれしそうに駆け寄った。

「ようシルビエ老師。貴殿の誘いに招かれて、今姫が参ったぞ」

「ああ、これは姫様！　よくぞお越しくださいました！」

　アルトーネ姫の姿を見て手にしていたペンを放り投げ老人が彼女を歓迎する。

「こちらへどうぞ、件くだんの雷の巨人を調べ終わりました。今は彼の骨格に刻まれていた文様を記憶している所でした」

「ちょっとあの……ハルカネを分解したんですか!?」

「あんたは……そうか、あの雷の巨人の操者か！　これは良よい。是非お前さんとも話をしたかった。雷の巨人……お前さんがハルカネと呼んだ巨人だが、確かにバラバラにしたよ。その能力の秘密を解き明かすためにな」

　まったく悪びれず老人は笑う。イナヅチは心配になって彼に尋ねた。

「ちゃんと元に戻せるんですよね？」

「心配するでない。その構成を一片残らず覚えているから組み立てなんてわけない。まあ時間は一週間程かかりそうじゃが……」

「それで老師、雷の巨人を調べて何か分かったか？」

　アルトーネ姫は期待に満ちた表情でそう尋ねる。彼女はハルカネの力を解明し、それを量産する事が出来ないかと期待していたようだ。確かにクシュールリンドで見せた戦いを全対竜単騎で再現出来るようになれば強い国の力となる。

「姫様、少しだけ残念なお話をしますが……あの雷の巨人の構成は、他の対竜単騎と同一の物です。雷の力を使う機構など見つからなかった。つまりあれを量産したとしても、我らが現在主兵にしているドラグワンと変わらぬ物が出来上がるだけでしょう」

「しかしアレは実際恐るべき速度で戦場を駆けたぞ。その実績を無視して他のドラグワンと変わらぬと言われても、信ずる事は出来ないな」

「おそらく雷の巨人の力の本質は、対竜単騎側には無いという事でしょうな。我々はつい大きく形ある物こそがすべての力を担になっていると思いがちですが、亜人たちの価値観はそうではなかった。小さくうつろい変わる物に物事の本質があるとしても不思議では無い」

　そう言って彼はイナヅチの方を見た。その視線の意図が分からず彼は戸惑う。

「巨人でなく乗り手の方に力の本質があると？」

「というよりも力の依代が巨人と人の間で行ったり来たりするのでしょうな。こちらにお越しください。回収していただいた、水の剣の巨人があります」

　老人は一行を案内して王都に持ち帰った剣の巨人の前に連れてくる。イナヅチの手によって胴体を潰されていたそれが、今は綺き麗れいな形になって彼らの前に現れた。

「彼女の……なんて名前でしたかな？」

「イナヅチだ」

「そう、イナヅチさんの証言にあったように、シンミルドの一族は巨人を動かす前にこの宝玉の部分に手を当てていたようです。その儀式で巨人の力の依代を肉体に移したのでしょう。その結果彼女たちは巨人の恐るべき力を振るう権利を得たわけですが、権利者が死んだ場合、力の依代は巨人の方へと戻るようですな。今この宝玉には、古代文字が輝いている」

　彼の言う通り剣の巨人の装飾部にはイナヅチの右手に刻まれているのと似た形状の古代文字が光っていた。

「つまり今この部分に掌てのひらを当てると剣の巨人の乗り手になれると？」

「おそらく間違いないでしょう」

「そうか……よし、ユキツル。お前やってみろ」

　アルトーネ姫の言葉にユキツルは戸惑い驚く。

「いや、しかし……そんな良く分からない物の乗り手になるのはちょっと……」

「私が『信用にたる人間』に最古の巨人を預けたいのだ。やってくれ」

「……仕方ないですね。なにせこの王宮で姫様のもっとも信頼にたる人物は私ですから。そこのみょうちくりんな男女だけにこの古代の対竜単騎を任せるのは不安なんですよね！」

「え……ああ、そうだよ」

　明らかに濁した姫の言葉に気付かず、ユキツルはほれ見た事かと自慢げな顔をイナヅチに見せる。わざわざ水を差して怒りを買うつもりの無かったイナヅチは口を噤つぐんだ。

　ユキツルは恐る恐る剣の巨人の宝玉に手を触れる。以前イナヅチが一度見たのと同じように輝き、そして彼女の掌てのひらに古代文字が刻まれる。

「ほほう、報告通りじゃな。次は新調した剣の巨人の操縦席に入ってみてくれ。他の対竜単騎から持ってきた物を継つぎ接はぎしたのじゃが、それでちゃんと機能するか見たい」

　老人の指示に従いユキツルは剣の巨人に乗り込む。彼女が操縦席を適当に動かして巨人を起動させるとイナヅチがハルカネを動かした時のように光の板が複数現れ外の景色を映し出した。

「なんという事だ。実際見ると遥はるかに進んだ技術なのだと分かる……。やはりその刻印が鍵だ。それこそが巨人の力の本質だ」

「イナヅチの肉体が女に変化したのはどういう事だと思う？　彼は自分の右腕は銀髪の女の物だと言っている」

「おそらくこの巨人には操者の傷を修復する機構があるのでしょう。その修復の元となる情報は刻印を授かった時の状態を元にしており、それで女性の形に修復されたのだと、そう考える事は出来ます」

「人は他人の身体に治されて問題ないと思うか？」

「遥はるか古代には人と人の身体を繫つなぎ合あわせる技術があったと聞きますが……それでも多種多様な薬品を使ったと言います。おそらくイナヅチさんとその銀髪の女が奇跡的にマッチングしたんでしょうな。そうでなければ肉体の新しい部分と元ある部分で互いに反発しあい、まともに生きれなかったはずだ」

「まさに奇跡の産物か。喜べイナヅチ。お前は神に愛されてる」

　姫の言葉をどう取っていいものか分からず、イナヅチは曖昧に頷うなずいた。




　それからしばらく工房で対竜単騎の話を聞いた。その流れで前々から疑問に思っていた事をイナヅチは尋ねてみる。

「あの……これらの対竜単騎を作った亜人ってどんな存在なんですか？」

「生命体としては人から分化した種らしいよ。元は人間だったんだ」

「人間!?　エルフやドワーフがですか!?」

　アルトーネ姫の言葉にイナヅチは素直に驚く。彼女はその反応に笑いながら言葉を続けた。

「これは別に与太話じゃない。発掘される亜人の骨と彼らの遺跡に残る情報から得られた現在の主流の説だ。

　昔、人は二つに分かれていた。それは国や血筋や才能での区分ではなく、少数の持つ者と大多数の持たざる者。まあつまり簡単に言うと財だ。それを基準に人類は分離した。

　財を持つ者たちは社会を金が無ければ成り立たない物に作り替えた。人が生きるには大量の金を消費するようにして、それを生活の中で徴収していった。持たざる者たちは生まれた時から借金を背負わされ、それを支払う事を基本的な生産活動とした。多くの者から得た金を使って人は技術を発展させ、それを少数の者に還元して生物としての生存率を高めた。彼らはその発展の中で自らの肉体を操作する事を可能にし、長く生きる事が出来て頭が良よいエルフ（長命種）、汚染に強く手先が器用なドワーフ（地精霊）、肉体の強きよう靭じんさと集団的な行動に優れるオーク（闘争鬼）に自らを変化させた。また、持たぬ者が多ければ多い程少数の者たちは繁栄するため積極的に人類の生殖に介入し、人口を爆発的に増えさせた。

　ここまではまだ良かったが、彼ら亜人は金でモノは買えるが、金でモノを生み出す事は出来ない事に気付いていなかった。爆発的に増えた人口の所せ為いで人類が生存に必要な食糧と水が慢性的に足りなくなった。それが種の存亡に関わる段階となって、人を実質支配していた亜人どもの誰かは思ったわけだ。『もはや借金をして社会を回すだけの普通の人間などこの世に要らないのではないか』」

「それで人を滅ぼそうとしたと？」

「実際滅ぼしかけた。対竜単騎を作りそれを運用して普通の人間の数は百分の一以下になったとされる。しかし人間はその暴力に負けるだけではなかった。百分の一でも遥はるかに亜人たちの個体数より多かった人類は、女子供含む全員が武器を取り反抗した。敵の対竜単騎を数の力で奪いそれを見よう見まねで操り、反撃した。その段階になって初めて、亜人どもは自分らが支配下に置いていたのがただの家畜ではなく、過去いくつもの生命体を滅びへと追いやって来た、この世で最も闘争に秀ひいでた種であった事を思い出したわけだ。

　人を恐れた彼らは早々に停戦を提案するが、個体数を大幅に減らされた人類の怒りがそれで収まるわけが無かった。結局亜人どもは一匹残らずまるで害虫のように駆除され、彼らが残した技術を使える者は居なくなった。人もその戦争で数を減らしたために、食糧問題は解決され飢えて死ぬ事は無くなった。これはもはや皮肉に近いな」

「そんな事が大昔にあったなんてとても信じられません」

「だが名残は各地で見られるよ。私たちがこの大地が球形をしていると知っているのも、病は小さな生物由来であるのが分かっているのも、その時代から人に受け継がれてきた知識だ。

　後はあれだな、今現存する国で金貸しが厳しく規制され国の管理下に置かれているのもその時代の名残だ。私たち軍人には弱い存在に見えるが、彼らが覇権を握ると世界が滅ぶのだ」

　アルトーネ姫の言葉をどこまで信じていいか分からずイナヅチは困る。姫はそんな彼を見て笑った。

「しかし困った事にいくら大地を掘っても神の存在証明だけは見つからない。神さまの欠片かけらの一片でも見つかってくれれば人類はいくらか救われるのにな」

「神さまはきっと空に居るのでは？　だから下の大地を掘っても見つからないんだと思います」

「なるほど、それは素敵な考え方だなイナヅチ」

　アルトーネ姫は笑ってイナヅチの言葉を褒めてくれた。




　工房から王宮に戻ったイナヅチたちはアルトーネ姫の部屋に居た。日々頑張っている我が騎士たちに贈り物があると誘ってくれたのだ。姫からのプレゼントなど生涯の宝に相応ふさわしい物が貰もらえるとあってイナヅチは内心喜んでいたが、彼女の部屋に着いて手渡された物を見て、微妙な表情を隠せなかった。

「ユキツルにはこの純白のドレスをやる。多分お前の黒髪によく合うだろう」

「はあどうも……でもこれじゃきっと胸ぶかぶかでしょうね」

「私のサイズに作ってあるからな。仕立て屋に話をつけておくから直してもらえ。イナヅチにはこの真紅のドレスをやる。胸元が開きすぎてて作ったデザイナーが不敬罪で牢ろう獄ごくにぶち込まれそうになったいわくつきの一品だ。多分お前に似合うよ。胸のサイズの方は……問題ないな。まあそのなんだ、しょげるなよユキツル」

　アルトーネ姫が騎士たちにくれた物は今日彼女の衣装合わせの際に贈られたおろしたてのドレスだった。それを貰もらってどうしろと言うのかという呟つぶやきを何とか我慢していたが顔にはしっかり出ていたらしく姫に笑われた。

「まあそんなに喜ばないとは予想してたよ。私もこんなにドレスを貰もらっても仕方ないのだが衣装室の肥やしにするのも考え物でな。それらには平民が十年暮らせるだけの金が掛かっている。私は倹約家というわけでないが、税金をこういう形で無為な物にするのは気が引けるのだ」

「十年……すごい。田舎の父と母に送ってやりたいです」

「本当に送るなよイナヅチ？　換金できる代物じゃないし、何より王都の息子から女物のドレスが送られてお前の両親はどう反応すればいいのか分からんだろう」

　確かに姫の言う通りだとイナヅチは頷うなずく。そもそもまず自分の身に起きた事をどう両親に伝えればいいのか、それが問題だ。暇な時に彼らへの手紙の草案を考えていたが、ちっともうまく文章にまとまらなかったのは誰にも教えていない。

「父の生誕祭では夜に舞踏会がある。お前たちもそのドレス着て踊るか？　ちゃんとおめかしすれば、貴族の跡取り息子を引っかけるぐらいは出来るかもしれん」

「いや、いいです。遠慮します」

　イナヅチは丁重にお断りする。姫はそうかと笑うだけで、がっかりした素振りさえ見せない。

「イナヅチはダンスの経験はあるか？」

「ええっと、少しだけ村の祭りで隣の家の女の子と踊った事があります」

「ほう、やるじゃないか」

「でもその時は何度も彼女の足を踏んづけて、怒らせてしまいました」

「ははは、なかなか可愛かわいらしい話じゃないか。どれ、じゃあ私のダンスのリハビリに付き合ってくれ。下手と下手同士なら嚙かみあうかもしれない」

　アルトーネ姫は急にイナヅチに接近し、彼の腰に手を当てて密着してきた。突然お姫様が眼前いっぱいになり、その体温が布越しに伝わる事にイナヅチはドギマギする。

「ちょっと姫様！　田舎者にサービスしすぎです！　それが癖になると、調子に乗って戻らなくなる!!」

「ユキツル、生きているならば楽しい事はひとつでも多くあるべきだと思うよ。特に戦場を自分の場所にしている人間には、その幸せな時間がいつまであるか分からないんだからな」

　姫はそう笑ってイナヅチを誘導するようにステップを始めた。慌ててそれにイナヅチは付いていくが、ぎこちない足取りは華麗なダンスとは言い難がたかった。




　それからも度々イナヅチとアルトーネ姫は彼女の自室でダンスの練習をした。何度も姫様の足を踏むという失態を演じたが、村の娘と違って姫は笑うだけだった。隣で二人のダンスを見守っていたユキツルは、その美しい足が踏まれるたびに恐ろしい眼光で睨にらんできたものの。

　数日経って、ついに王の生誕日を迎えた。日中の王都をイナヅチは歩いてみたが、皆王を祝ってお祭りムードになっていた。その活気に以前のクシュールリンドを思い出して、少し寂しく感じる。

　イナヅチは街でいくつか屋台の提供している食べ物を買って王宮に帰った。そして隣の部屋のユキツルに半分程分けてやり、せっかくだからアルトーネ姫にも差し入れに行こうと提案する。ユキツルは呆あきれたようにその提案を却下した。

「バカ者。姫様は今日のもうひとりの主役だぞ。今頃夜の舞踏会のための準備中だ。そんな物受け取ってる暇なんてない」

「そうなんだ。姫様も大変だな……こんな昼から準備しなきゃいけないなんて」

「私たちも姫様の護衛として舞踏会に出るからな。今の内に騎士団の制服に皺しわが無いか確認すませとけ。姫様のお付きの騎士がよれよれの姿で舞踏会に出るなんてあってはならないからな」

「分かったよ。でもあの制服新調したばかりだから多分大丈夫だと思うよ。ユキツルから借りてた奴やつ返そうか？　胸の辺り、大分伸び切ったと思うけど」

「我が国の王の誕生日をお前の命日にしたくてたまらないらしいな。斬られる前に口を閉じてろ」

　軽口を応酬して二人は笑い合う。それからしばらく他愛ない会話をして時間を潰した。気付いた時には日が傾き始め、舞踏会の時間が迫ってきている事を教えてくれた。




　イナヅチとユキツルの二人は、騎士団の制服を着込みアルトーネ姫の衣装部屋の前で待った。しばらくするとその部屋の扉が従者の手によって開き、中から豪華なドレスを身にまとったアルトーネ姫が現れる。

「っ……!?」

　絹で作られた純白のドレスと、それさえ引き立て役にする綺き麗れいに整えられた姫の美貌を見てイナヅチは息を吞のむ。まるで初めて会った時のようにガチガチに緊張しているイナヅチに姫は微ほほ笑えんだ。

「黙っていると、ちゃんとお姫様に見えるだろ？　どうだ、惚ほれ直したか？」

　言葉を失ったイナヅチは曖昧に頷うなずくしか出来なかった。




　王宮内にある巨大なホールが舞踏会の場に作り替えられていた。姫に伴われたイナヅチたちが到着する前からすでに国の内外から招待されたお偉いさんたちで溢あふれ、ホールの一角で曲を奏かなでる楽団の音色が響いていた。本来の主役である王の姿は見えない。イナヅチは王の体調が良くない事を思い出す。

　姫が入場すると一瞬喧けん騒そうが止やみ、視線がこちらに集中する。そしてすぐに小さな拍手が鳴り出した。それに面めん喰くらう事なくアルトーネ姫は軽やかに御お辞じ儀ぎして返す。

「私たちは常に姫の後ろに付く事。間違っても前に出るなよ。帯刀は許されていないから姫様の身に何かあったら身体で止める事になる。覚悟しとけよ」

　隣に居たユキツルが小声でそう指示する。イナヅチは分かったと頷うなずいた。




　舞踏会に現れたアルトーネ姫に次から次へと客人たちが話しかけてくる。彼女の機嫌を取ろうと貴族たちがおべっかを使うさまをどこかぼうっと見てしまった。彼女の周りに居る人の数は、同じ場に居るはずの王子……兄のユーリィドル王子の取り巻きより多く感じた。

「姫様は軍人と市民に人気があるから地方の人間は姫がこのまま国を治めるか、そうでなくても重要な立ち位置になるだろうと認識しているんだ。だから今の内にそうやって姫の機嫌を取ってるんだろう」

　ユキツルの独り言のような注釈はイナヅチにはあまり聞こえなかった。目の前で貴族の若い息子に踊っていただけないかと誘われて、まんざらでもない顔で頷うなずいた姫が遠く見える。




　時間が進み、舞踏会は王族と一部の有力貴族のための時間になり、彼らについてきた従者や護衛たちは会場の外に出される事になった。それはアルトーネ姫の護衛であるイナヅチたちも例外ではなく、その係員の誘導に大人しく従った。

「……」

　イナヅチは言葉にならないため息を漏らす。ホールの外の手すりに身体をもたれさせて、夜の景色を意味なく眺めた。

「随分な落ち込み様だな」

　イナヅチの後ろからユキツルがバカにしたような笑みを浮かべながら近づいてくる。イナヅチは彼女に一度ちらりと視線をやって、そしてすぐに夜景に目を戻した。

「何だ？　姫様がお前以外の人間にその優しい笑みを浮かべるのがそんなに苦痛か？　お前以外の人間と楽しく踊るのが気に食わないのか？　バカバカしい。だから言ったんだ。田舎者に夢を見させるべきじゃないと」

「ぼくは……姫様が好きなんだ」

　絞り出すようにイナヅチが言った言葉がそれだった。その言葉にユキツルにはもはやバカにしていた感情よりも強い憤いきどおりが生まれたらしく、厳しめに彼を睨にらんだ。

「そんなの誰だって知っているさ！　王宮の誰だってお前を見れば一目で恋する乙女だと……ん、違うか。男か。まあ、それはどうでも良い。大切なのは、姫様の愛は誰か一人に与えられるものではなくて、この国全ての民に分け隔てなく与えられるものだという事だ！　お前一人に与えられて良いものじゃない事なんて分かり切っていたじゃないか！」

「知っているよ。それくらい、夢見がちな農民でも分かってる」

「いや、分かってないね。彼女は姫だぞ？　今はこうしてやんちゃに戦場で暴れまわっているが、いずれ王の血筋を絶やさぬために、有力な貴族か他国の王子か、そいつらと結婚して子を産むのだ。それが彼女に課せられた使命だ。田舎者の農民のお前に、しかも女となったお前の出る幕なんてない。男のままだったら少しは、下らないロマンス歌劇のような展開もあったかもしれないがな」

「分かってるって言っているだろ！」

　これ以上ユキツルの言葉を聞きたくなかったイナヅチは叫んで彼女の口をふさいだ。訪れる静けさに強調される虫の鳴き声が耳みみ障ざわりだった。

「まあ残念がるな。この場でアルトーネ姫に唾を付けられなくても、次の機会がある」

　黙り込んでいた二人の耳に、通りがかった貴族の声が聞こえてくる。姫の名が出たためにそちらに意識を向けてしまう。

「彼女はこの数年は地方貴族伺いの予定を組んでらっしゃるとの事だ。まだチャンスがある」

「青天剣麗の姫の活躍もこれでお仕舞か。そう思うと少し寂しいな」

「彼女は王族としては十分戦ったさ。今までの戦歴だけで十分英えい雄ゆう譚たんとして後世に千年語られる存在になるぞ」

　貴族たちの後ろ姿を見送る形になってイナヅチは隣のユキツルを見る。彼の視線で何を言いたいのか感じ取った彼女は口を開く。

「ユーリィドル王子の差し金かな……。いずれ終わりが来る事は分かってた。常に戦い続ける事が出来る人間は居ない。自ら剣を置くか、死ぬ事でようやく辞められる。ここが潮時なのかもしれない」

「ユキツルはそれでいいの？」

「宮暮らしも悪くないさ。それを、姫が望むならば」

　いろんな事に打ちのめされて、イナヅチはふらふらと歩き出す。このまま舞踏会の音楽が漏れ聞こえるこの場所に居たくなかった。ユキツルも黙って彼についてくる。

　どこか離れた所へ行って頭を冷やそうとするイナヅチは、誰かと揉もめている護衛の姿を見つけた。何気なく近寄ると、全身泥まみれの伝令兵が何とか舞踏場へと入ろうとして護衛に止められている光景がそこにあった。

「お願いです！　ここを通してください！　姫様に、アルトーネ姫にお伝えしたい事が!!」

「ふざけるな！　お前のような奴やつをこの場に入れるわけにはいかない！　姫様に伝えたい事があるのなら、正規の手順を踏んで軍部から報告せよ!!」

「そんな時間などあるものか！　このままでは……このままでは、クシュールリンドが陥落します!!」

　イナヅチは彼の言葉に耳を疑った。隣に居たユキツルと顔を見合わせる。







　王宮の入り口から離れた場所で、イナヅチとユキツルは伝令の男を介抱してやる。彼はイナヅチから受け取った水の入ったコップを一気に飲み干した。

「君は……あのクシュールリンドでの戦いで姫と共に敵を撃退した娘だね。良かった、姫に近い者なら話を届けられるかもしれない」

「あなたの話が聞こえました。クシュールリンドが落ちるって一体なにが……」

「敵が軍勢を整えて戻って来たんだ！　しかも第一戦よりも数が多く……おおよそ二十万！　平野での攻防戦に敗退した我が軍は、今クシュールリンドで籠ろう城じよう戦せんを行おこなっている。味方は四十万居るが、敵対竜単騎に補給線を抑えられてじりじり追いつめられている。このままでは皆死んでしまう！」

「ちょっと待ってくれ。今味方が四十万と言ったか？　私たちが王都に戻って来た時には味方は十二万程だったはずだ。何な故ぜ増える？」

　ユキツルが冷静に彼の話に指摘を入れる。伝令は少し笑って答えた。

「クシュールリンドの市民だ。彼らが武器を取って……防衛に協力している。避難を命じたのに……誰一人逃げなかった！　女子供、老人までも戦列に加わって……っ！　私たちには、彼らが何な故ぜそうまでして兵と共に戦うのか分からない。たくさん民が死んでいる。それなのに彼らは、剣を手放さない！」

　イナヅチはクシュールリンドの地で話した老人の言葉を思い出した。流る浪ろうの民が長い苦痛の末に得た物を思い出した。イナヅチは唇を嚙かみ、そして言葉を吐き捨てる。

「国を無くしたくないからだ。もう二度と」

　座り込んでいる伝令に視線を合わせていたイナヅチは立ち上がり王宮へ歩きだそうとする。その行動を見て慌ててユキツルが止めた。

「ちょっと待て、お前どうするつもりだ！」

「姫に進言しに行く。クシュールリンドで民が待っていると」

「そんな事しても無駄に終わるぞ。ユーリィドル王子は姫様を戦場に返す事はしない。たとえそれで領土のいくらかを失うとしても、英雄の王族を作り出して立場を危うくするよりはマシだと判断するはずだ」

「じゃあ戦場に居る彼らはどうなる!?　このままじゃクシュールリンドが……そうだ。他の将軍に応援を頼めば良い。彼らが軍をおこして、それでクシュールリンドに向かえば……」

「いや、それも無理だ。正規の手順で軍を構成するとなると議会の承認が必要になる。最低一週間はかかるな。姫様が以前お前たちの救援に駆けつけた時はその手順を全部吹っ飛ばして、各地で兵を集めながら進軍したんだ。そんな事、姫様以外の人間がやれば大罪だしそもそも並の人徳では兵が集まらん。あの人にしか出来ない芸当なんだよ」

「それなら最初から答えなんて決まってるじゃないか！」

　イナヅチは真剣な目でユキツルを見る。彼は以前風ふ呂ろ場で姫が話した会話の内容を思い出していた。命ひとつですべての望みが叶かなうならば、迷う事はするべきじゃないと。

「この王宮から姫様を連れ出し、クシュールリンドに連れていく!!」

「お前……本当に気でも狂ったのか？　姫様の誘拐ってそれは、国家反逆罪だぞ!?」

「命の使いどころ……多分姫様が言ってたのはこの事なんだ。ユキツル、手伝ってくれ！　今日、この時しかチャンスはない。この祭り騒ぎの隙を突かなければ、警備の目をかいくぐって姫様を連れ出すなんて無理だ！」

「バカな事を言うな！　王都周辺の防衛兵が一体どれだけ居ると……私たち二人ではどうにも出来ない！」

「……いや、大丈夫。対竜単騎を使おう。工房の、あのおじいさんに手伝って貰もらって……姫を連れて舞踏場の外に出て、待ち合わせていた対竜単騎に乗って脱出すれば……いける。大丈夫」

　まるで自分に言い聞かせるように大丈夫と呟つぶやくイナヅチを見て、ユキツルは苦々しく舌打ちをした。

「姫様の命の使いどころという話は、ただの冗談だ。本気にするのは間違っている。お前はこの国の全てを敵に回して生きていける覚悟があるのか？」

「身ひとつで戦場に向かって、姫のために剣を望んだぼくには今更な話だよ。命なら、最初から賭けていた」

　そう強気に笑うイナヅチに何も言い返せなくなって、ユキツルはひとつ大きなため息をついた。




「あんたがた、気が狂ってるよ。姫様の護衛騎士が主人をよりにもよって王の誕生日の場でかっさらうなんて……バカげてる。だが気に入った！」

　王の誕生祭であるにも拘かかわらず工房にひとり籠っていた老人はそう笑ってイナヅチの背中を強く叩たたいた。痛みに驚くが、話が通じるならと我慢した。

「姫様はもっと自由になるべきじゃ。あの人は国の全てを背負おうとしているようだが……人には出来不出来がある。戦いの場で輝けるなら、あのお方を必要としているのであれば、そこに届けてやるのも臣下の役目じゃろう。協力させてもらうよ」

「あ、ありがとうございます！」

「だが残念な事に、お前さんの雷の巨人……ハルカネはまだ組み上がっておらん。剣の巨人の方も調査のためにバラバラにしてしまった。この工房で稼か働どう出来るのは試験運用中の軽量ドラグワンだけじゃが……まあ、何もないよりは役に立つだろう」

「ハルカネの事は今は仕方ないと諦めます。とにかくそれをどういう口実でもいいから舞踏場の近くに配置しておいてくれないでしょうか？　事が全て終わって問い詰められたら、ぼくたちに姫からの伝令なのだと噓うそをつかれたと証言してくれても構いません」

「ああ分かった。しかし舞踏会にはどうやって入り込む？　今は王族と貴族しか入場を許されないはずじゃが……」

「貴族に成り済まして入場しようと思います。ちょうど姫様からのお下がりのドレスもあるので、ちょっと見みた目を整えれば貴族の娘ぐらいには偽れますよ」

　イナヅチの言葉に反応するように後ろから大きなため息が漏れる。それはユキツルの口から出た物だった。

「はあ。結局あのドレス着る事になるのか。一生ものの屈辱だ……」

「元男のぼくより落ち込んでいるのが理解できない。いい加減腹くくってよ」

「そんな事言われてもな、いつも着てる服と違いすぎるんだよ。あんな薄くてヒラヒラした服、抜刀時の体の捻ひねりでまとわりついて剣速が遅くなる。すごく心もとない」

「女の子らしい意見ありがとう。じゃあやめにする？」

　そういうわけにもいかないだろうと返事をするが、ユキツルの表情はいっこうに明るくならなかった。




「ここまでして通してもらえなかったらどうするつもりだ？」

「正攻法で行くしかないよ。血が流れる事になるけど、仕方ない」

「たいそう強気で心強いがお前の剣術でこの場を切り抜けられるとでも？」

「もちろんユキツル頼みだよ。そこはわきまえてる」

　この前親しげに自分に話しかけてくれたメイドに事を伏せて頼み、化粧とドレスの着付けをやって貰もらった。恰かつ好こうの着せ替え人形を得た形になったメイドたちは大いに喜び、そして散々二人を弄いじくりまわした。全ての事が終わって涙目になっていたユキツルが、恨みがましく後で覚えていろよと漏らしていたのはなかなか見れる光景じゃないはずだ。

　姿見で見る分には、イナヅチもユキツルも良い所のお嬢さんに見える。少なくとも大きなスカートの中に隠した刀剣は外からは見えない。

　二人は自然と早足になりそうな足を押さえつけて、ゆっくりと優雅な歩行を心掛けた。そして舞踏場の入り口を守る衛兵の前に立ち、出来うる限りの表情筋を駆使して笑顔を作り出した。

「申し訳ありません。馬車が遅れて、こんな時間に着いてしまいました。今からでも入れていただけるかしら？　父はもう中に入っていると思うのだけど」

　出した事の無い声色であったが兵は違和感に気付かなかった。一度大きく開いたイナヅチの胸元に目が行き、それを理性で制御してあらぬ方を向いた。

「ええ、問題ありませんが念のため招待状を拝見できますか？」

「すみません。それは父が持っていて……」

「そうですか……ではお父様のお名前を教えていただいても？」

「っ!?」

　イナヅチは言葉に窮する。どうしたものかと思考を巡らせていると隣から声がした。

「ユェクル卿きようでございます」

「ユェクル……ああ、あの辺境の地から来なさった……おっと失礼。分かりました。どうぞご入場ください」

　ユキツルの助け舟で問題なく入場できる事になった。ほっと胸を撫なで下おろしたイナヅチはユキツルの方を見る。

「貴族の名は覚えておくもんだな。ユェクル卿きようは子沢山で娘も多い。二人くらい増えても確認しようがないさ」

「君は本当に心強いよ」

　ホールを進むと中央で貴族と歓談しているアルトーネ姫の姿が見える。イナヅチの心臓は強く波打つ。

「どのタイミングで行く？」

「迷ってる暇はないよ。今すぐに姫様を……！」

　イナヅチが強く一歩を踏み出した瞬間、場内に拍手の鳴る音が響く。何事かとそちらの方を見ると、今まさにこの国の王が従者に付き添われ入場してきた所だった。彼の部屋で見た時よりもいくらか生気を取り戻していて、自分の足でしっかりと一歩一歩進んでいく。そして彼は特別に用意された王の席に立ち、声を張り上げた。

「皆の者……今日は私を祝うために遠方からはるばる来てくれた事を感謝する。この国が平穏を手に出来ているのはひとえにそなたらの尽力と忠誠あってのことだ。この場は私のための物であるが、それら全てがそなたらの癒いやしになればと思っている。じゅうぶん楽しんでいってくれ。

　そしてこれは私ごとですまないのだが……今日ここに来て一番嬉うれしかったのは、こうして娘の晴れ姿を見る事が出来た事だった。アルトーネ、お前は本当に亡なき母に似てきた。よくぞここまで強く、そして可か憐れんに育ったな。お前を誇りに思うぞ」

　王の言葉を受けて、アルトーネ姫は優しげに微ほほ笑えみ返す。その表情を見て、イナヅチは行動を起こす一歩を踏み出せなくなった。

（ちょっと待て……ぼくは、何をしようとしてたんだ？　姫様をここから連れ出して戦場に向かって、彼女に死線をくぐらせるつもりなのか？）

　心臓の熱が去り、急速に身体が冷えていく。互いに視線を交わし合う王と姫の姿が遠く感じる。

（王の具合は悪そうだった。姫をクシュールリンドに連れていくと、この場が最後の会話になるかもしれない。ぼくが姫様のささやかな幸せを壊す権利はあるのか？）

　王の言葉が終わり、場内に美しい旋律が流れる。何組もの女性と男性が曲に合わせて踊り出す。

「お嬢さん」

　思考を巡らせていたイナヅチに声がかけられる。伏せていた顔をあげると、どこかの貴族らしい青年が立っていた。

「おひとりでしたら、私と踊っていただけませんか？」

「いや、ぼくは……」

「いいんじゃないか。踊れば」

　後方からユキツルの平へい坦たんな声が届く。彼女の方を振り向いてみると恐ろしく冷静で感情の欠片かけらも見せないユキツルが居た。

「お前は多分、どうだって生きられる。クシュールリンドを失ったとしてもこの国に大した影響はないから、ずっと姫の傍そばで騎士をしてられる。そして目の前の男の手を摑つかんで、幸福な女としてでも生きていける。だがそれらの夢を全て捨てて、ただ少しの間命がけで守った土地を救いたいと思うのならば、摑つかむのはその男の手ではなくて姫の御手だと思うよ」

「まるで焚たき付つけるような事言うじゃないか。あんなに姫様を独占しようとするのは馬鹿げてるって言っていたのに」

「利口な男女とバカな男女を比べた場合、後者の方が少しマシだっただけの話だ」

　イナヅチは声をかけてくれた男性に向き直る。そして彼の目を真まっ直すぐ見た。

「ごめんなさい。ぼくはこの優美な場で踊るより、汚けがれた戦場で剣を振るう方が性に合っているみたいだから」

　イナヅチの断りを完全に理解する事は出来ない青年は目を丸くするだけだった。

「姫様!!」

　どこの誰とも知らない貴族の男の手を取り、踊ろうとしていたアルトーネ姫の元へ駆け、イナヅチはその差し出された手を握る。割って入った少女の存在に周囲の者たちは多少驚いたが、すぐに笑い声が木こ霊だました。

「さすがですな姫様。あなたの勇ましさに、殿方だけではなくお嬢さんまで踊りたいと申し出るとは」

　一人の貴族が口にした、その揶や揄ゆした言葉に皆が笑う。イナヅチはそれを気にする事無く、彼女の手を握りながら驚いた表情をしている姫を真まっ直すぐ見つめた。

「ぼくの命一つであなたを手に入れられるのであれば、決して分の悪い賭けじゃない。万の命で百を幸せにする王政よりずっとマシだ。でも悲しいのはあの時のたとえ話と違って、ぼくはぼくの命一つを賭けて、あなたにまた万の兵の犠牲を強いる事だ。だけど今はそうお願いするしかないんです。お願いです、助けてください。クシュールリンドの彼らが得たわずかな安らぎを、今この時代で終わりにさせたくない！」
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　訳の分からない事を口にしてその場から動こうとしない銀髪の少女に嫌気がさしたのか、揶から揄かった貴族がイナヅチの肩に手をかける。彼に引きはがされるよりも早くイナヅチはスカートの中から鞘さやに収められた刀を取り出し、それで思いっきりぶん殴ってやった。

「な、何をするんだ！」

　あっけにとられる場内だったが、姫は冷静に言葉を紡つむぐ。

「鞘さやで殴るくらいの冷静さは持ち合わせているようだなイナヅチ」

「いえ、多分抜き身で切り付けてもろくに切れなかったでしょうから、変わらないと思って」

　武器を取り出した少女の存在に今度こそ騒ぎになり、待機していた衛兵がイナヅチを押さえつけようと駆けてくる。しかしイナヅチが拙まずいと思うより早く人影が動き、彼らは何も出来ずに床に倒れた。

「走れイナヅチ！　私は同じ国の人間を切り捨てる趣味は無いから制圧力に劣るぞ!!」

　イナヅチのように鞘さやに収まったままの刀を持つユキツルが叫ぶ。彼女の言葉に頷うなずいて、イナヅチは姫を文字通りのお姫様だっこで抱えた。そのまま窓まで走る。

「どういう事だイナヅチ」

「後で、ちゃんと話します！」

　走る勢いを保って開いた窓から姫を抱えて飛び出した。それを見た衆人観客たちは卒倒しそうだったが、窓の外にいつの間にか待機していた対竜単騎に上う手まくキャッチされるのを見て少しばかり安あん堵どした。

「おじいさん！　ばっちりです!!　後はぼくたちが！」

「おう、じゃあまあ頑張れよ。大変なのはここからじゃからな」

　対竜単騎を動かしてイナヅチたちをキャッチさせた複製師の老人と操縦を代わって、彼を足元に降ろしてやる。上の方に向き直ると殿しんがりを務めていたユキツルが窓から飛び出す所だったので慌ててその身を受け止める。

「よし！　これで後はここから逃げ出して……」

「イナヅチ。騒ぎを聞きつけた護衛がくるぞ」

「大丈夫です姫様、対竜単騎があればちょっとやそっとの兵ぐらいじゃ……」

「いや、どうだろうな。相手の方も対竜単騎だ」

　アルトーネ姫の言葉にはっとして前を向くと、こちらに近づいてくる巨人の姿があった。戦場で使われている物とは違い丁寧な装飾と煌きらびやかな輝きを持つ外装に包まれたそれは、宮殿の防衛用の対竜単騎なのだと理解する。対ドラグワン用に備えていて当たり前かとイナヅチは呟つぶやく。

「そんな見せ物みたいな対竜単騎にやられてたまるか！」

　イナヅチたち三人の乗った試験用の巨人は携たずさえていた巨大な剣を抜き、姫を取り返そうとする護衛の対竜単騎に斬りかかる。一撃目で彼の美しい装甲に剣を当てる事が出来たが、切り込む角度が悪かったのか剣が簡単に折れた。

「お前は剣の使い方が致命的に下手すぎる!!」

　ユキツルは操縦席内で思いっきり叫ぶ。大きな声に耳を痛めるかと思った。

　圧倒的なスピードを持っていた銀雷の巨人と違って、量産型のソレではイナヅチの腕で敵を討つのは経験不足すぎた。敵に容易たやすく追い詰められ、装甲に剣筋をいくつも叩たたき込こまれる。

（なんでぼくはこうも何もかも上う手まく出来ないんだ！　少しでも、本当に少しでもいいから力があれば……っ！）

　イナヅチは自分の不ふ甲が斐いなさに唇を嚙かみ右手に力が入る。するとまるでそれに呼応するように、ぱちりと一瞬掌てのひらの古代文字から電撃が走る。

「どうにかしろイナヅチ！」

　ユキツルがそう叫んだ瞬間、雲ひとつなかった天空から雷がイナヅチの巨人に落ちる。まるで天の怒りのようにさえ見えたその雷は試験用の巨人の装甲を焼き燻くすぶり炸さく裂れつする。遥はるか天空からの落雷によって巻き起こった土煙で一瞬視界が遮られた。

　まさかこういう形で相手が倒れるとは思っても見なかった護衛のドラグワンは戸惑い攻撃をの手を止めてしまう。しばらく焦げた巨人を見守っていたが、中の人間の無事を確かめようと巨大な腕を伸ばした瞬間、焦げた外装が崩れ落ち中から新しいモノが生まれ出た。

　それは輝く装甲を持ち、体中の至る所にある継ぎ目と思わしきスリットから白銀の電撃を吹き出す。夜の帳とばりが降りる中、それは月に代わる新たな光源となった。

『光の、巨人……!?』

　信じられない光景を目の当たりにして護衛の騎士はうろたえる。




「イナヅチ、お前、何をやった……？」

　雷の直撃を受けても無事だった操縦席内で姫は呟つぶやく。イナヅチはただ戸惑うばかりで、上う手まく言葉を返せなかった。しかしその戸惑いを無視する形で巨人は変化を露あらわにする。操縦席内にはハルカネと同じように光る板が構築され、周囲の風景を映す。そこから見える巨人の腕が銀色に輝いているのを見て、物質そのものが変化したのだと理解する事は出来た。

　イナヅチたちの視点では確認できなかったが、彼らが乗っていた巨人はその外装を変化させた。意匠の形そのものは間違いなく雷の巨人、ハルカネと同一だったが、その外装は錆さびて化石化していた物と違い銀色に輝いていた。まるで今さっき新造されたのだと言っても過言ではない程の煌きらめきを放っている。

「一万年単騎で戦える兵器……乗り手と巨人を作り替えながら、そういう事なのか！」

　姫が感嘆するように呟つぶやく。イナヅチはそれを気にする余裕も無くペダルを踏み込む。するとクシュールリンドの戦場で見せたように足から銀の雷が吹き出し、加速した。護衛の対竜単騎をほとんど力任せに吹き飛ばして、その勢いのまま王都の壁外へと向かって走った。




　新しく生まれた雷の巨人をクシュールリンドの方角に走らせながらイナヅチは簡単な事情をアルトーネ姫に説明した。全ての話を聞いて、姫は堪こらえ切れないように笑いを漏らした。

「姫様、ぼくは愚か者だと思いますか？」

「ふふふ……確かに愚か者だ。だが最高の愚か者だよ。まさか本当にお姫様をさらってみせるだなんて、信じられない。そんな事出来るのは物語の邪悪なドラゴンくらいだというのに……すごいなお前。その見てくれで竜に並ぶか」

　姫はイナヅチを思いっきり抱きしめてやった。

「お前は正しい。私は姫である前にこの国に奉仕する一人の兵だ。兵の居場所なんて、戦場でしか成り立たぬものなんだ。良いよ。共に救おうじゃないか。クシュールリンドを。あれは、我が国の物だ」

「姫様……」

　イナヅチの行いを軽く許してくれたアルトーネ姫に感極まって涙ぐむ。姫は巨人の操縦で両手が塞がっているイナヅチの代わりにその細い指でまなじりの涙を拭ってやる。

「敵の数は二十万か。向こうに辿たどり着つく前にどれほどの規模が残っているか、こちらの友軍はどれほどが戦える数なのか。全てを把握出来ないのがもどかしいな。まあこちらの新生ハルカネを見て前の戦いを思い出して戦意喪失してくれればいいのだが……」

　そこまで口にして姫は言葉を止めた。

「大丈夫ですよ。ミスリルの骨格があれば向こうでも剣の巨人も作れるはずですから。二体も最古の巨人が居れば、きっと勝てます」

「ああ、そうだな。こちらには規格外が二つもある。しかし……」

「姫様？」

「向こうにもそういう特別な存在があったとするならば、少々厄介な事になるな」

　アルトーネ姫が呟つぶやいたその囁ささやきは雷の巨人の駆動音に散り散りになって消えた。













　　　第五章　青せい天てんの霹へき靂れきはいつも突然に







「まったくクソみたいな土地だな。埃ほこりっぽくて土の質が悪い。これでは作物もまともに育たんな。こんな所を奪うために我が兵を浪費せねばならんとは屈辱の極みだ」

　夕ゆう陽ひを城壁に照り返させるクシュールリンドを遠目に眺めて男がそう呟つぶやいた。一般の兵とは違う豪華な鎧よろいを来た彼は、この地に新任された将軍だった。

「だがまあ、お前らの話とその巨人どもを見れば少なくともこの地の重要性は理解できる。なるほど、そういう物がここから掘り出されるのであればウチの王も欲しがるはずだ。この地の確保は世界の覇権をそのまま取得できる事と同意義になる」

　にやける将軍の前には椅子に座る隻腕の女性が居た。彼女の銀の髪が夕ゆう陽ひに煌きらめき輝く。その女性……シンミルドの一族のハクヨクは、無表情を貫いていた。

「ご理解いただけて幸いですわ、オングド将軍」

「お前たちの巨人を武器の形態として使えば、あの城壁を突破できるのか？」

「ええ、おそらく容易たやすく」

「なるほどな。しかしその巨体を振るえる程のサイズの巨人は存在しない。まだ掘り起こされていないだけなのか……」

「複数の対竜単騎を使い手として運用すれば、本来の力と言わないまでもそれなりに有用に働きますわ。攻城兵器としても十分使えるでしょう」

「なかなか良い売り込みの仕方だ。よかろう、お前たちを我が軍に加えてやる」

「ありがとうございます」

　ハクヨクは一度頭をさげる。彼女の後方に控えていた四人のシンミルドの少女たちも、ほっと胸を撫なで下おろした。

「で、お前たちは何が欲しい？　何を求めて我らに近づいた？　無償で我らにその巨人の力を貸してくれるわけではあるまい」

「ご理解が早くて助かりますわ。将軍、私たちに、軍をください」

「軍？　軍だと、バカな。たかが流る浪ろうの一族が軍隊を欲しいと申すか。それを得て何をするつもりだ」

「クシュールリンドを落とした後、そのまま彼奴あいつらの王都へと攻め入ります」

　ハクヨクの言葉を聞いて将軍は感心したように笑う。

「ははは、シンミルドの一族の恨みは深いと聞いたが、まさか本気で王都まで落とすつもりか！　しかしそれもあの巨人があれば不可能ではないか……。

　まあお前らの話は分かった。だがそれは承認できんな。仲間になります、だから軍をくださいと言われて、吞のめるわけがない。信用が足らないんだ」

　鋭い目でこちらを見る将軍の視線を受けてもハクヨクは涼しい顔をしていた。

「ならばどうすれば軍を私たちにくれますか？」

「そうだな……あの最古の巨人が一体欲しい」

「なっ、それは！」

　ハクヨクの後方に待機していた少女たちの方からざわめく声が聞こえる。それを無視する形で将軍は話を続ける。

「もちろんあの巨人をそのまま一体渡されても意味はない。私が欲しいのはあの巨人の力の行使の権利だ。それが欲しい」

「……」

　ハクヨクはしばらく黙っていたが表情は崩さなかった。そして淡々と、後ろに控えていた少女の名を呼ぶ。

「フウスイ」

「はい」

　長い髪を持った少女が前に進み、ハクヨクの隣に来る。彼女はじっとハクヨクの方を見つめ、目の色からその意図を理解した。

「お姉さま、これは我がシンミルドの正義のために必要な事なのですね」

「ああそうだ」

「分かりました。お姉さまのためならば、この命いつでも捨て去る覚悟でした。あなたと共にあったこの数年間、私はとても幸せでしたよ」

「待てフウスイ！　私が……っ！」

　シンミルドの短髪の女が言葉を言い切る前に、フウスイという名の少女は懐ふところから出した短刀で躊ちゆう躇ちよする事無く自分の胸を刺し貫いた。一切の断末魔も涙も無く、まるで糸が切れた傀かい儡らいのように地に倒れる。開かれた彼女の右の掌てのひらから、古代文字の刻印がゆっくりと姿を消していった。

「くっ、ははは！　なんて奴やつらだお前らは!!」

　自分が原因であるにも拘かかわらず、将軍は一連の行為を見て笑い出した。しばらくその場に彼の笑い声が木こ霊だまする。

「最高だな、お前ら。お前らは他人の命も自分の命も同じように粗末に扱うのだな。よい、気に入った。我が軍の半分をお前らにやろう。しかしその分働けよ」

「ええ、わかっています」

　ハクヨクは立ち上がり、後ろに居た少女たちに息絶えたフウスイの亡なき骸がらを運び出すよう指示した。シンミルドの少女たちはそれに黙って従う。

「そう言えば聞いてなかったが、さっき死んだのはどの巨人の乗り手だ？」

「風の弓の巨人です。あなたがたにだって、あれぐらいなら使いこなせるでしょう」

「なるほど、遠距離武器か。それはありがたい。クシュールリンドの城壁を破るのに有用そうだ」

「では失礼します」

　シンミルドの一族はそのまま将軍のテントから出ていった。いまだ乾ききっていない血を見ながら、将軍は呟つぶやく。

「まあいい。狂人は戦場であれば使い道がある。上う手まいように謀殺すれば、いずれ残りの巨人も手に入るさ」

　日は沈み、戦地に夜が訪れようとしていた。
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　クシュールリンドに夜の帳とばりが降りる前、古都から離れた場所に作ったアルトーネ姫の居留地は騒がしく人で溢あふれていた。その居留地の中心にある立派なテントに、伝令が駆け入る。

「姫様！　また追加の隊が合流しました！　その数四千です！」

「そうか。向こうの指揮官に礼を言っておけ。お前たちが預けた命、必ず有効に使うと」

「はい！」

　アルトーネ姫の言葉を受けて、伝令の男は敬礼をしてすぐにもと来た場所へと走って行った。姫の隣ではユキツルは手に持った紙に何やら記述する。

「これで合計八万……短期間にしてはよく集めた方ですが、でもこの数で戦うとなると厳しいですね」

「そうだな。今度はそれほど親しくない地域にも書簡を送ってみるか」

　王都から脱出したアルトーネ姫たちはクシュールリンドへ向かいながら、その進行方向上にある、姫に友好的な拠点で兵を募った。たった三人で始めた逃避が、今では八万人の大群衆での行軍になっている事をイナヅチはどこか夢見心地で見ていた。

「すごい。こんなに人が集まるなんて……正直、思ってもみませんでした。もしかしたらぼくたち三人で敵と渡り合う事になるんじゃないかと思ってましたから」

「イナヅチ、私たち王族が出来る事は何だと思う？」

　姫の質問の意図が分からず、イナヅチは上う手まく答えることが出来ない。

「それは、人の想おもいを束ねる事だ。何もお前だけがクシュールリンドを……我が国の同胞を救おうとしてるわけじゃない。他の地に居るお前のような勇猛果敢なやつらをひとつの場所に集める事が出来るのが、王族の力だ」

　姫の強い言葉にイナヅチは頷うなずく。するとその時、ひとりの伝令がこちらに駆けてきたのが見えた。

「姫！　南方を防衛していたザリッド将軍が援軍に来ました！　四万の兵と一緒に!!」

　伝令の声にアルトーネ姫は笑顔を見せた。

「これで十二万か。まあ最低限は揃そろったという感じだな。伝令、各部隊に連絡しろ。行軍のスピードを速める。この編制でクシュールリンドへ向かうぞ」

「はい！　承知しました!!」

　いよいよ本当に大規模な戦闘が始まるのだと、イナヅチは武者震いに似た何かに身体を震わせた。







「おい、ホントにこれ使えるのかよ。将軍、シンミルドの奴やつらに騙だまされたんじゃないか？」

　巨大な弓の形をしたオブジェを見上げる一人の兵士がそう呟つぶやいた。彼の隣で同じように見上げていた男はすぐ周りを見回して他の者にその言葉を聞かれていないか確認した。

「おい、あまり迂う闊かつな事口走るなよ！　将軍はこのクシュールリンドの陥落に熱入れてるみたいだし、そんな水を差す言葉が耳に入ったら大層怒られるぞ！　難癖つけられて斬られてもおかしくない！」

「熱心になるあまり冷静さを失っているんじゃないのか？　こんな変わり物の対竜単騎ひとつで軍の半分をシンミルドに指揮させるとかありえないだろ」

「それはまあ……おい、来たぞ！　口を閉じろ！」

　兵士が将軍を擁護する言葉を口にする前に、巨大な弓の元にこの軍のドラグワンが三体近づいてきた。彼ら巨人を先導するのは、将軍直々に弓の巨人の操手に任命された古参の兵だった。仲間内からの評判は良くない彼が、またひとつ出世を確かなものにした事を苦々しく思う者は少なくなかった。

　彼らの邪魔にならないように、兵士たちはその場から退いた。対竜単騎二体が弓をゆっくり持ち上げる。その質量に彼らの関節は軋きしみ、嫌な駆動音を響かせた。残る一体が弓に張られた弦つるを摑つかみ、後退しながら引っ張る。ギリギリと金属が緊張し捻ねじれる音がする。巨人たちが集まって互いの身体を壊そうとしている奇妙な光景が広がっていると、それを眺めていた兵士は思う。しかしある程度弓のオブジェの弦つるが引かれると、空気が収縮して集まり矢の形を成した。まるで魔法のような現象に兵たちは驚く。

「あれは、空気の矢なのか……？」

　その揺らめく透明の矢をつがえた弓の照準を遥はるか向こうのクシュールリンドの外壁へと合わせる。そして頃合いを見計らって、弦つるを摑つかんでいた巨人はそれを離した。

『ボンッ』という、どこか間抜けにも思える何かが破裂する音が響いた。それが音の速度を超えた時に発する衝撃音である事を理解できるほど、周囲の兵に学は無かった。

　放たれた空気の矢は一直線に恐るべき速度で進み古都の城壁に突き刺さる。深く内部まで入ったそれは収縮されていた空気を爆発させ、構築物を吹き飛ばし大きな穴を空けた。

「一撃で、あの穴を……っ!?」

　事の次第を黙って見ていた兵士たちからどよめきが漏れる。クシュールリンドを攻めるために丁寧に攻城兵器を手入れしていた作業員などは開けた口を閉じられずにいた。




「ははは、最高だな。シンミルドは良よい贈り物をくれた」

　離れた場所から風の弓の巨人の能力を見てオングド将軍は笑みを浮かべた。隣に居た副官は困惑の表情を浮かべ固まっている。

「空気を使って無限に撃て、しかも現存するどの攻城兵器よりも長い射程を持つ兵器。威力も申し分ない。遥はるか先人たちがひと月使って積み上げた石材が、一瞬で木こつ端ぱ微み塵じんだ。いやはや残酷なものだな。おそらく数時間でクシュールリンドは丸裸に出来る」

　外壁を持たぬ都市などもはや兵に蹂じゆう躙りんされるためだけの存在でしかない。確かに見えた勝利のビジョンに将軍は満足げな顔をしていた。そしてそんな彼に、今度はひとつの伝令が伝わった。それを聞いて彼は信じられないと叫びそうになる。

　今日この日、彼は神に愛されていると実感していた。クシュールリンドから少し離れたなだらかな丘に、アルトーネ姫の戦旗を掲げた軍列が現れたのだ。もはや脅威にもならない城壁を持つ都市と、年とし端はもいかぬ少女が率いる剝むき出だしの兵たち。

「王への手土産が増えるとは……まさに天命だな。この戦乱の世は、私を祝福してくれているに違いない。シンミルドの女を呼べ。やつらがこうも早く役立ってくれるとは」

　将軍はそう命令すると、はやる心を落ち着かせようと部屋に備えていた蒸留酒へと手を伸ばした。




「姫様、あなた、頭おかしいんですか？」

　クシュールリンド到達前に軍の指揮者たちを集めた会合で、ユキツルは恐れもせずに自分の主人にそう言い放った。その不敬に歴戦を戦い抜いた将の顔にさえ緊張の色が走ったが、当のアルトーネ姫は特に気にした様子は見せない。

「ああ、多分おかしいよ。気が狂っている。だが、そうでなくては勝てない戦がある」

「だからってそんな……姫様を囮おとりに使うなんて出来るわけないじゃないですか!!」

　アルトーネ姫が提案したのは、この軍を二つに分け、一方が攻撃されている内に敵本陣を落とすという作戦だった。姫は当たり前のように、自分が敵を引きつけると言い切った。

「今この戦で勢いがあるのは敵の方だ。クシュールリンドからの迎撃隊を打ち倒し、連戦連勝でクシュールリンドまで迫った。そんな勢いのある集団と真正面からぶつかった場合、おそらく同数の兵が居たとしても私たちが負ける。だから策が必要なのだ」

「その策がこれですか!?　笑えない冗談でしかない！　それに敵が姫様を討とうと向かってきてくれるなんて確証は……」

「敵はクシュールリンドをほとんど損害を出さずに落とそうとしている。有り余る体力と連勝の勢いをぶつけるはけ口としてこの国のお姫様がわざわざ首をぶら下げて現れてくれるわけだ。都市ひとつと敵国の姫の首を持って帰れば間違いなく英雄扱いだぞ。歴史に名を刻む栄誉を我慢できる将なんていないさ」

「ですがそれは……」

「十二万の兵を私の四万と、お前たちの八万に分ける。敵の二十万が十万ずつに分かれてくれれば……八万の方はお前とイナヅチの活躍で十分勝てる算段がある。お前たちが素早く敵本陣を落とし、そして私たちの方へ向かえば挟み撃ちの形で敵を蹴散らせる。ただ直接ぶつかるよりずっと勝ち目がある」

「四万……っ!?　二倍以上の兵とぶつかるつもりだったんですか!?　話になりません！　集団戦は何より数が物を言う！　三割敵の数が多いと簡単に包囲されて潰されるものなんですよ！　時間稼ぎにもならない！　決死隊に姫を参加させるわけにはいきません!!」

「そうだよ、私と共に囮おとりになる者は決死の覚悟が必要になる。だけどなユキツル、お前たちの突撃隊の方だって十分決死隊だ。イナヅチとお前の最古の巨人で、どれだけ早く敵の主兵である対竜単騎を倒せるかにかかっている。ちんたらやっていると私が死ぬし、何より隊列を整えられて数で潰されるぞ」

「それは……」

「そして私たちだけじゃない。あの今まさに落とされようとしているクシュールリンドの民と兵も、決死の覚悟で戦っている。まさか彼らがどうにかなるだろうという軽い気持ちで武器を取ったとは思っていないよな？　この地に居る者は、皆命を賭けているんだ。この期に及んで、私だけ自分の命をＢＥＴせずにいれると思うか？

　……まあ決死と言ったが、展望は明るいと思うよ。何せこちらの軍には世界一の剣士のお前と、私らの常識を打ち破るのが得意なイナヅチが居るんだからな」

「そうやって信頼の言葉を投げてくれるのは嬉うれしいですけど、でも吞のめるわけがない!!」

　ユキツルの癇かん癪しやくに飽きたアルトーネ姫は、ずっと黙って姫の話を聞いていたイナヅチの方を見る。彼の心配そうな眼まな差ざしに気付いて、アルトーネ姫は今度はイナヅチに話しかけた。

「お前はどう思うイナヅチ。この作戦は私の命の価値を最大限に利用できるものだと思うのだが、お前も反対か？」

「ぼくは……姫が危険な目にあうのは嫌です」

「そうか……。イナヅチ、私の命はお前にとって大事なものか？」

　その姫の当たり前の質問にイナヅチは頷うなずく。姫は少し笑顔を見せた。

「じゃあ私の命と私の意志ならば、お前はどちらを取る？　戦いに殉じる覚悟の姫を生きながらえさせて、それでお前は満足か？」

「それは……」

「おい、イナヅチ、今更迷うなよ。お前はすでにその決断をあの王都の夜に下しているはずだぞ。私の命が大事なのであれば、こんな戦地に連れてくる必要なんて無かった。あの平和ボケした王都の中で、ずっと幸せなお姫様として暮らしていけた。

　しかし、お前は私をあそこから連れ出した。私はこのクシュールリンドを見捨てないだろうというその思いで。私の命より意志を尊重して、あんな暴挙をやってのけたのだろう？　過去に下した決断を、今悩むのはやめろよ。人は賢くそして強く生きるために、過去の自分の勇気を誇りに思ってやるべきだ」

　姫を連れ出した手前イナヅチは言葉に詰まる。確かに彼女の言う通りだった。自分がこの戦場で彼女に命を賭けさせるために、ここまで連れてきたのだ。

「そしてこれはお前にも同じことを言っているのだぞユキツル。お前は結局イナヅチの言う事に納得して、手を貸してやったんだろ」

「それは、そうですが……」

　もはや何も言い返す事が出来なくなり、ユキツルは黙る。彼女たちの言い合いをずっと聞いていた将軍が口を開いた。

「姫の軍……その四万の兵には我が軍が護衛にあたろう。皆幾度もの戦を戦い抜いている戦士たちだ。きっと守り通せる」

「心遣い感謝するザリッド将軍。ほら、こんなに心強い味方も出来た。そうやすやすと死んだりしないさ」

　姫の強がるような言葉に納得しきれないユキツルはその不機嫌さを隠そうとしなかった。







　クシュールリンド内。絶え間なく続く敵からの攻撃と城壁を揺らし続ける風の弓の射撃により兵たちの士気は下がっていた。もはや遺体の置き場に困り住人のいない住居に死体袋を押し込んでいる始末で、着々と地獄の様相を見せている。敵に補給路を押さえられた関係で食糧の備蓄が尽きかけており、おそらくこの戦いの結末は同胞同士による食糧の奪い合いで終止符が打たれるのだろうと誰もが薄々感じていた。

　しかしひとりの兵士が丘の向こうにアルトーネ姫の戦旗を掲げた軍列を見つける。あまりの驚嘆に叫び、雄たけびを上げた。彼の騒ぎを聞きつけた他の兵士や民たちも、その勇ましく行進を続ける援軍を見て歓喜する。




「このクシュールリンドとアルトーネ姫の首を持って帰れば、私は祖国で百年語られる英雄になる。ハクヨクよ、姫の討伐を命ずる。何をもってしても彼女を討つのだ」

（言われなくても殺しにいくさ。おそらくあの女も……それを理解しているのだろうな）

　オングド将軍の命令を形式だけ受ける形でハクヨクは頷うなずいた。彼女の呟つぶやきは将軍には届かない。ハクヨクは後ろに控えていた同胞の少女たちに向き直り言葉を発する。

「チカ、私と来い。姫を討つぞ。カフウとディールは残って将軍を護衛しろ」

「ほう、私の身を案じて虎の子の最古の巨人を残してくれるか。お前のその心遣いと忠誠心には恐れ入る。この戦いが終わったら、貴様ら一族を私の領地に迎え入れてやってもいいぞ」

　上から目線のお言葉にハクヨクは笑う。彼女は将軍への不快感を表情にそのまま表している少女たちに言葉を告げた。

「ディール、将軍の事を頼んだぞ」

「はい、お姉さま」

　彼女は真剣な顔つきになり頷うなずいた。




　イナヅチとユキツルの属する八万の別働隊はその挙動を敵に悟られないようにしながら大きく回り込み、敵本隊を目指して進行していた。時折入る偵察の伝令によって、敵軍はこちらの思惑通り半分の軍を持ってアルトーネ姫へと向かったと聞かされる。作戦が机上通りに進んでいる事に頼もしさと同時に不安を感じたイナヅチは、この戦地で急造した剣の巨人に乗るユキツルに質問を投げかけた。

「姫様の軍はどれぐらいの時間持つと思う？」

「そうだな……兵ひとりひとりが英雄並の働きをして二時間といった所か」

「二時間……」

　あまりにも短い時間にイナヅチは言葉を詰まらせる。ユキツルは彼の落ち込みを無視して言葉を続ける。

「今の内に打ち合わせしておくが、もし戦場で私とお前、どちらかが死ぬような状況になった場合、私はお前を生かすために最善を尽くす。それはお前への犠牲では無く、お前の巨人ならば前線から引き返して姫様の所まで到達し、そして彼女を連れ出して逃げる事が可能だからだ。私が死んだら、どのような状況下でも姫様を救いに戻れ。クシュールリンドで戦っている者たちには申し訳ないが、この戦地と姫様の命を天てん秤びんにかけた場合、この国にとっては姫様の命の方が重い」

「そう思ってるならなんで作戦会議で姫の言葉を吞のんだんだよ」

「お前が姫様と同じ方向性の思考をしているのと同じように、私もまた一部姫様と同じ志を持っているからだ。結局の所私たち三人は似た者同士で、だからこんな無謀な戦場に駆り出されている」

　会話を続けていた二人の元に偵察からの伝令が再び届く。分裂した敵の軍は本隊から遠く離れ、もうこの段階からイナヅチたちに攻撃されている本隊の方へ引き返しても到着する頃にはすべて終わっている距離となった。いよいよ決行の時を迎え、イナヅチとユキツルは互いに頷うなずき合った。




　クシュールリンドを攻撃している敵軍。彼らの前に広がる風の弓でぐちゃぐちゃに崩れた城壁はもはや城壁の形を成しておらず、あとは歩兵部隊を送り込んで中に居る者たちを惨ざん殺さつすれば終わりのはずだった。数か月はかかると思われた攻城戦がたったひとつの巨人の力によってこうも容易たやすく落とされる事実に兵士たちは感嘆する。今日中には勝利の祝杯をあげられそうだと喜ぶ兵士たちだったが、自軍に向かってくる黒い波の姿を見つけた。それが敵の軍であるとすぐに理解し、慌てて戦列を整え迎撃に備えようと部隊長が命令を叫ぶ。

「大丈夫だ。敵の数は同じように見えるが……こちらにはあの風の弓の巨人が居る。相手が接敵する前に蹴散らせるさ」

　ひとりの兵士がそう言って笑う。他の者たちも確かにそうだと頷うなずいた。彼らは自分たちが手にした強大な力に酔い、そして過信していた。

　しかしその兵士たちの笑顔も、こちらに向かってくる軍勢の列から飛び出した銀色の光の軌跡を見て硬直した。対竜単騎としては速すぎるその恐るべき速度で近づいてくる巨大な存在を見て慌てた部隊指揮官は、控えていた対竜単騎たちに風の弓を放つように命令する。

　対竜単騎たちは彼の指示に従い、こちらに駆けてくる銀雷の巨人へ狙いを定め風の弓を放つが、圧倒的な機動力を持つそれに肉体を軋きしませながらぎこちなく放つ弓が当たるわけなく、ただ地面に大穴を穿うがっただけに終わった。

「全員抜刀！　敵対竜単騎に備え陣形を……」

　指揮官がその言葉を言い終わる前に、雷の巨人が敵歩兵の集団に突っ込む。駆けてきた勢いそのままに兵たちを踏みつぶし四散させる。彼はそれでも足を止めず、真まっ直すぐ風の弓の巨人へと向かっていった。

「最初から狙いは最古の巨人の方か！」

　脅威となる遠距離武器を潰すのは間違っていない戦法だ。しかし敵の集団に突っ込めばいくら巨人の身でも無傷で済まない事を理解しているのかとあの無謀者に問いただしたかった。

『この役やく立たたずどもめ！　壁ぐらいにはなれ！』

　風の弓の巨人に乗る、オングド将軍直属の配下の操手が味方にそう悪態をついて操そう縦じゆう桿かんを操作する。彼の指の動きと連動して巨大な弓のオブジェは姿を変え、ヒトガタに変化する。そして走り込んできた雷の巨人が抜刀し切り込んだ剣を、片手で受けた。その衝撃で後ろへある程度押されるが、腕の装甲は凹へこんだだけで切り落とされる事は無かった。

『直撃で切り落とせないとは……未熟者か！　大層な登場をしておきながら半はん端ぱ者ものとは笑わせる!!』

　弓の巨人は左腕に備え付けられている小型の弓で距離をとって攻撃する。自らが変形した大型の弓と違って物質に大穴を空ける程の破壊力は無かったが、敵の装甲を小さく削り飛ばす事は出来た。配下の対竜単騎に足止めを命じて、弓の巨人自らは遠距離戦に徹しだす。機動力に優れる雷の巨人は得意の足を使って敵を翻弄しようとするが、適切な隊列で防衛する兵を落とす事が出来ない。

　その小さな風の弓で雷の巨人にいくつもの穴を穿うがった。一発のストッピングパワーは小さいが、確実に敵を死に追いやっている。弓の巨人に乗る兵がこのまま行けば勝てると笑った瞬間、大地を揺らす怒号が聞こえた。それはいつの間にか接近してきた敵軍の咆ほう哮こうだった。

『まさかこいつ、初めから遠距離攻撃が出来るこっちの目を逸そらすために……っ！』

　その事実に驚きよう愕がくしていた弓の巨人の隙をついて、突撃してきた敵列からするりと抜け出た一体の巨人が彼に向かって剣を振るう。すんでの所で反応したが小型の弓が付いた左腕が綺き麗れいに切り落とされる。

『こいつ……剣の動きが明らかに他の奴やつと違う！』

　脅威を感じ取って弓の巨人に距離を取らせる。二体の巨人に睨にらまれる形になって、戦況は硬直した。




『よくやった。これで無傷で部隊を接敵できた。お前にしては上出来だよ』

「殺す覚悟で向かっていったのに、時間稼ぎしか出来なかったよ……」

　唇を嚙かむイナヅチの声を聞いてユキツルは笑う。

『ちょっと特別な巨人を得たからと言って一人で何でもできるわけではない。だから私たちは班を組み、部隊を構成し、隊を成し、軍で在るのだ』

　左腕を切り落とされた弓の巨人は下がり、仲間の対竜単騎の元へ後退する。仲間に守られる形でその巨体を弓に再び変形させる。

「ユキツル！　あれやばい！　当たると死……」

　配下の対竜単騎に弦つるを引かせて風の弓は空気の矢を構築する。それの矢じりがこちらを向いている事を察知したイナヅチとユキツルは、すぐに巨人たちをその場から飛びひかせた。その数瞬後、先ほどまで彼らが在った所を暴風の矢が通り抜ける。そして矢はそのまま後方に居た味方部隊の隊列を吹き飛ばした。

『まずい。アイツに好きなままさせていると軍の隊列がめちゃくちゃにされる。隊列の乱れた軍隊に勝ち目はない。

　私は斬る事が出来るが接敵出来ない。お前は足があるが相手に致命的な一撃をくれてやれない。二人で上う手まく敵を追い詰めなければ倒す事は出来ないぞ！』

　敵の対竜単騎たちはまたしても弓を引き空気の矢を作る。イナヅチはそれを察知して素早く回避行動を取るが、ユキツルだけはその場から微動だにせず後続の部隊を守ろうと防御体勢をとる。

「ユキツル！　それは無茶だ!!」

　イナヅチの叫びも虚むなしく剣の巨人の肉体に空気の矢が突き刺さる。爆発音と共に彼女は吹き飛び、いくつかの装甲板が砕け巨人の内部が露出する。

「何をしているんだよ！　死ぬつもりか！」

『ここで友軍を失うわけにはいかない……部隊をバラバラにされると敵本陣を落としきれなくなる。そうなると姫様を助けに向かうまでの時間も延びる！』

　心配して近づいてきたイナヅチを片手で制しながらユキツルは剣の巨人をゆっくりと立ち上がらせる。もちろんその様を指を咥くわえて見守ってくれるわけが無い敵たちは、風の弓を引いて追撃をかけようとした。

『この形ならどうだ！』

　ユキツルは自らの乗る最古の巨人の姿を剣のそれに変え、迫りくる暴風の矢から身を守った。装甲板が折り重なり分厚い刀身と化した肉体に空気の矢が当たるとそれを弾はじき、爆発する空気に耐えた。

『武器の形態ならばあの矢と切り結べる……！　おい、私をこのまま担かついで盾にして、あいつらに突撃しろ！』

「わ、分かった！」

　ユキツルの言葉のままイナヅチの雷の巨人はその巨大な剣を持ち上げようとする。しかし元々普通の対竜単騎と同じ質量を持つそれを掲げようとした瞬間、ハルカネの関節部から何かがひび割れる音が響く。

「だめ！　だめだ!!　重すぎて持ち上がらない！　腕が砕ける!!　武器の巨人は普通のドラグワンで扱うようには出来てないんだ!!」

『女に向かって重い重い言うなよ。どんな方法でも何を捧ささげても良いから私を持ち上げて、アイツに切り付けてやれ！　男を見せろよ、イナヅチ！』

「こんな時に初めてまともに名前を呼ぶな！　どうしたって、やらなきゃいけなくなるだろ!!」

　一か所に集まりモタモタしているイナヅチたちに向かって敵は風の弓を放つ。それが彼らを穿うがつ前に、強烈な光が戦地を支配した。




　本来であれば古き風の巨人の矢に穿うがたれた二体の対竜単騎の残骸が横たわっているはずだったがどうも様子が違った。装甲の隙間から銀の雷を吹き出す巨人は、ゆっくりと立ち上がりその手に携えた身の丈よりも大きい剣を振り上げた。

『バカな……あれを持ち上げられるだと……!?』

　ハルカネは肩部の副腕を展開し水の巨人の剣を持っていた。従来のミスリル鋼で形作られた関節ではなく、組み合わさった装甲内に満ちる銀雷の力によって斥せき力りよくを生み出しているそれは物質的な耐久性に左右されず、巨大な武器を振るう事を可能にしている。その機構を遠目に見て、風の巨人の乗り手は理解した。

『オングド将軍は思い違いをしていた……。武器とした巨人を振るう超巨大級の対竜単騎……そんなもの、どこにも存在しなかった。武器と共に掘り起こされたあの雷の巨人こそがっ!!』

　水の巨剣を持つハルカネは確かめるように素振りし空を切る。その重さを感じさせない程に軽快に動いた切っ先を見てイナヅチは頷うなずいた。

「大きい方の腕なら何とか持てる！　こいつの腕はこのためにあったんだ！　それなら足は巨大な武器を持って近づくために……っ！」

　ハルカネは足から銀の雷を吹き出し、一瞬で敵に接近する。弓の巨人を守るために仲間の対竜単騎が持っていた盾で彼の攻撃を防ごうと動くが、ハルカネが振るった斬撃はその盾をまるで液体をすり抜けるように切り分け、音も無く巨人を両断した。
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『将軍っ！　シンミルドの女どもは危険だ！　あいつらは、この巨人の事を初めから知っていて、我らの事を捨て石に……っ！』

　その言葉を言い切る前に、弓の巨人の眼前にハルカネと、彼が持った大剣が現れる。その速度に防御姿勢を取る事も出来ず、弓の巨人は仲間の対竜単騎ごと、両断された。







「いよいよ始まりです姫。敵の数はおよそ十万……もくろみ通りですな」

　アルトーネ姫たちの目と鼻の先に敵兵の集団が見える。彼らは剣を掲げ叫び、鬼の形相で行軍を続けていた。

「兵たちが委縮しているように見えるな」

「無理も無いです。二倍以上の数に、連戦連勝の敵の士気は高い」

「そうか。ではそろそろ……皆を死地に連れてきた人間としての務めを果たすか」

　アルトーネ姫は単身で兵士たちの前に歩き出る。そしてしっかりと兵たちを見据え、口を開いた。

「我が子らよ！　我が友らよ！　我が戦士たちよ！　私の声が聞こえるならば、手にした剣で盾を叩たたけ！」

　突然のアルトーネ姫の叫びに戸惑いながらも兵士たちは彼女の言葉に従い盾を剣で叩たたいた。弱々しげな音色が戦場に響く。

「我が国の兵士は大陸一と名高い！　決して諦めず、その最後の時まで剣を振るい、周辺国を恐怖に陥おとしいれてきた！　我が愛いとしの兵士たち、その身に砕けぬ勇気があるのなら、盾を叩たたけ！」

　兵士たちは何かを察したように真剣な眼まな差ざしで盾を鳴らした。

「この戦は容易たやすい！　私たちが目の前の敵をひきつけ、その間に友軍が敵本体を討つ！　そして彼らが戻ってくれば、挟撃の形になり簡単に敵を討ち滅ぼせる！　皆の者、友を信じろ！　必ず彼らが駆けつけてくれると、確信しながら戦え!!」

　今度は自発的に兵士たちは盾を叩たたいた。

「右に居る者の盾が、今のお前を助けると信じろ！　左に居る者の刃が、前の敵を倒すと信じろ！　我が国と、血よりも強い絆きずなで繫つながった友を信じろ！　そして何より、この姫を信じるんだ！　この戦、私は不退転となる！　貴様らを置いて退却は無い！　一太刀目となり、そして殿しんがりとなる！」

　兵士たちが盾を叩たたく。それは戦場を震わす衝撃となって空気が揺れる。

「一人十殺を命ず。それより先に倒れる事は許さぬ。戦うぞ、英雄ども」

　最後は皆で雄たけびをあげた。怒号が、叫びが、戦場を支配する。突然沸き立った友軍たちの姿に敵兵たちが戸惑うのが見えた。

「盛り上げ上手ですね姫。これで兵たちは死ぬ気で戦うでしょう。さあ、じきに軍同士がぶつかります。私たちは下がりましょう」

「そういうのが仕事だからな。そしてこれはサービスだ。もうひと押ししてやる」

　将軍の皮肉を軽く受け流してアルトーネ姫は急に駆けだす。突然の事にザリッド将軍は彼女の行動を制止できなかった。

「一太刀目は私と言っただろう。皆の者、私に続け！」

「姫！　ちょっと待て！　大将が最前列に立つなどそんな馬鹿な事……っ！」

　アルトーネ姫の行動に押される形で、兵たちが一気に駆け出し叫び、そして前線と前線同士がぶつかり合った。




　巨大な剣を持ったハルカネが戦場を駆ける。敵の対竜単騎は彼らを止めようと行動するが、ドラグワンの分厚い装甲でさえハルカネが振るう大剣に易やす々やすと切り捨てられた。もはや装甲が装甲として機能していない彼らに戦場を縦横無尽に疾走する巨人を止める手立てはなく、次々と打ち倒されていく。

　本来、歩兵の劣勢をカバーする形で運用されるはずの対竜単騎が撃破されていったために、歩兵たちは戦列の乱れを補正する事が出来ず、そのまま押し込まれていった。

「この調子なら簡単に本陣に……」

『バカ！　気を緩めるな!!』

　ユキツルの叱責が飛び遥はるか前方から何か投とう擲てき物が飛んでくるのが見えた。それは手て斧おののような物で激しくカーブして向こうに消えていった。すると少し時間を置いて地面から火柱が噴き出す。炎は壁となり歩兵たちの進行を容易たやすく止めてしまった。

「炎の斧おのの巨人だ！　あいつ、その炎で歩兵の進行を止めるつもりだ！」

　イナヅチとユキツルの前に姿を現した炎の巨人は積極的にこちらを攻撃するつもりは無いようだった。手に持った斧おのを遊ばせながら、炎を背にして立ちふさがる。

『拙まずいな。相手は徹底的に防戦を決め込むつもりだ』

「それならこっちから突っ込もう！　ここで時間を使うと、姫様を助けられなくなる!!」

『えらく頭が悪い戦法だが、それがなにより効果的だろうな。しかしおそらくあいつの近くの炎の中は酸素が少なくなっている。一息で失神する可能性もあるぞ』

「最古の巨人には操縦者の治療能力もあるみたいだから大丈夫。多分」

　イナヅチは強気に返事して操縦席のペダルを踏み込む。銀の雷が生み出す推力によりハルカネは疾走し斧おのの巨人の目の前に瞬間的に接近し剣を横薙なぎに払う。いくら最古の巨人のひとつであろうと、他のドラグワンと同じ装甲しか持たないのだから容易たやすく切り捨てる事が出来ると思っていた。しかし断ち切った巨人の姿は空気に揺らいで搔かき消きえた。

「熱で空気と光が歪ゆがんでいる！」

　しまったと呟つぶやく間もなく、ハルカネの背後から強い衝撃が走る。すぐに慌てて振り返るが攻撃を加えてきた敵の姿は炎の中へと姿を消した。

『敵は炎の中に誘い込み、じわじわと殺す戦法をとった。これを打ち破るのは骨が折れるぞ』

「それは……か、はぁっ！」

　何か言葉を喋しやべろうと口を開いた瞬間、イナヅチの喉が焼け痛みが走る。ただ一呼吸で気道を焼かれた熱に恐れを感じた。ハルカネの光の板は何らかの警告を発し、空間に現れた光の針が問答無用でイナヅチの喉に刺さる。その痛みの刺激でここから離れるべきなんじゃないかとなけなしの脳のう味み噌そが必死に伝えてくる。それをユキツルに言おうかと彼女の乗っている巨人を視界に入れると、剣の形をしたそれから冷気が溢あふれ、ハルカネの周囲の温度を下げた。

「水の、剣の力なのか……？」

『イナヅチ、聞こえるか』

　イナヅチと同じように焼けた喉から発せられた声が聞こえる。それがユキツルのものだと気付くのに数瞬かかった。

『この剣の巨人、刃に当てた物を水のように変える事が出来るみたいだ。……いや、違うのか。物の結びつきの力を弱める事が出来るのが本質なのか？　だから、空気の密度を減らして熱を遮断して……？　くそ、こんな事なら老師にもっと最古の巨人について聞いておけば良かった』

「何訳わかんないこと言ってるんだよ！」

『とにかく、コイツの能力である程度の熱は遮断できる。だから今までと同じように剣を振り回せ。そうすれば後は私が何とかする』

「なんとかって……この状況でどうやって敵を討つんだよ！」

『喉が痛いからもう喋しやべりたくない。じゃあ任せたぞ』

　その会話以後ユキツルは一言も発しなくなった。何も言わず剣の形を維持して自分に刃を振るう事を許しているのであれば、それはすなわち戦えと無言で背中を押してくれているのと同じだった。イナヅチは覚悟を決め剣を振り回す。

「くそ……！　どうにでもなれ！」

　ハルカネは敵と思わしき影に向かって剣を振るが、屈折した光のそれは空に搔かき消きえた。

『無様だな』

「な……っ！」

　突如後方から発せられた声と共に装甲に金属の刃が食い込む音がする。ガキンという破裂音とフレームが軋きしむ気が狂いそうな金属の叫びが操縦席に木こ霊だました。すぐにハルカネは振り向いて敵の姿を正面に捉えようとするが、その残ざん滓しさえも捉える事は出来なかった。

　威勢よくやたらめったらに空を切る雷の巨人を敵は恐れもしなかった。大胆に彼に近づき隙を見て炎の合間から現れては切り付ける。その一撃一撃でハルカネの銀色の装甲は割れ、中間層の樹脂が飛び出し炎に焼けて酷ひどい匂いを放つ。イナヅチは火に奪われる酸素に意識が朦もう朧ろうとなり、ハルカネの膝を地面につけてしまった。

　敵の斧おのの巨人はそれを好機と見てか、炎の中からゆっくりと姿を現した。巨人の中に居たシンミルドの短髪の女が静かに言葉を連ねる。

『その雷の巨人は本来あねさまの物だ。それをお前が奪った。そしてその巨人の力でミズチの剣の巨人を討ち、またしても奪い去った。いつもそうだ。お前たちは、他人から奪うことしかしない。ミズチ……ミズチと言うんだ。お前が殺した子の名は。彼女はまだ幼くて、この戦いで死ぬべき人間では無かった。フウスイも……あの弓の巨人の乗り手も、あんな死に方するには……』

　息も絶え絶えになりながらイナヅチは顔を上げる。斧おのの巨人はゆっくりとこちらに近づき、止めを刺すための斧おのを炎で煌きらめかせる。

『これはお前たちが始めた戦争だ。我がシンミルドを駆逐しようとしたお前たちの傲慢さが産んだ戦いなのだ。彼女たちの死は無駄にはしない。雷の巨人を奪還し、巨大な武器を振るって、王都を攻め落とす。これでようやく、シンミルドの魂も安らぐ！』

　ブラックアウトしそうな身体をむりやり動かし、イナヅチはハルカネを疾走させる。ウエイトになる剣の巨人はその場に放り投げた。

『こいつ、悪あがきをっ！』

　ハルカネは武器を振るうのに使っていた四本の腕で斧おのの巨人の身体を必死に摑つかむ。敵はハルカネを引きはがそうと必死にもがくが、ハルカネの、特に巨大な腕の方の握力は強く外れる事は無かった。

「絶対に、離さない!!」

『最さい期ごの時ぐらいいさぎよく死ねないのか!!』

「ぼくは一度もかっこよく戦えた事なんて無い！　血を流して、四肢を砕いて、それでも負けてきた！　勝てるのならば、どんな形で足あ搔がいたって構わない！」

　イナヅチは自由になっていた右腕で斧おのの巨人の頭を殴りつける。しかし少し顔を凹へこませただけで、大したダメージにならなかった。

『この距離ならば私の方が先に殺せる！』

　斧おのの巨人がその手て斧おのを振り上げ、抱き付く雷の巨人の頭に叩たたきつけようとする。そうやって頭を砕いて脊柱を断ち、動けなくなった所を操縦席から乗り手を引きずり出す。それでイナヅチを殺せるはずだった。

「ああ、殺せるかもな。私がいなければの話だが。イナヅチに構い過ぎて私の存在を忘れていたな」

　信じられない事に斧おのの巨人の操縦席を包む装甲の向こう側から声がした。まさかと思い斧おのの巨人の光の板を操作してすぐ外を見ると、灼しやく熱ねつの熱気の中生身で立つ黒髪の少女の姿が見えた。彼女は剣を逆手に持って大きく振りかぶり、それを斧おのの巨人の外装のスリット目がけて突き刺した。恐るべき切れ味を誇る刀は装甲を突き破り、中に達した切っ先が乗り手の女の胸に深々と突き刺さり血が溢あふれた。

　生身で巨人殺しを行おこなった少女は淡々と呟つぶやく。

「お前の名は何という？」

『な、に……？』

　刀から伝わる感触で彼女の死を感じ取ったユキツルは熱に焦げる皮膚を気にしないまま呟つぶやいた。

「剣の巨人がミズチで、弓がフウスイだろ？　お前の名は何だ。死にゆくお前たちの名を、忘れないでいてやる」

『……カフウ、だ。シンミルドの一いち番ばん槍やりで……本当なら私が、一番手に死ぬべきだった』

「そうか、すまなかったな。私がちんたらしていたおかげで、この順番まで待たせてしまった」

『このクソ女……！　地獄の底でお前とアルトーネ姫が落ちてくるのを心待ちにしているぞ……っ！』

　斧おのの巨人はゆっくりとその巨体を倒れさせる。轟ごう音おんが鳴り、地面が揺れ土つち埃ぼこりが炎に焼かれる。また一体の巨人に死が訪れたのだ。

『ユキツル！　早く剣の巨人の中に戻れ！　そのままだと焼け死ぬ!!』

「イナヅチ、あれを見ろ」

　熱に焼かれた掠かすれた声が、イナヅチに届く。ユキツルは倒れた巨人の上に立って、一方を指差す。その小さな指先に誘導される形で視線を動かしてみると、そこには敵の大将旗を掲げる歩兵の集団が見えた。

「おそらく大将首の陣営だ。あそこに敵の要の大将がいる。そいつを殺せば敵軍は崩壊する。あの陣営を落とすには後から来る友軍と私ひとりで何とかなる。だからお前は一足早く姫様の所へ行け」

『君を置いて一人で行けるわけがない！』

　ユキツルはその言葉を聞いて笑った。

「バカ。私と姫様なら、お前はどちらを選ぶ？　答えを聞くまでも無いな、姫様だ。それは私も一緒だよ。お前の命よりも、姫様の方が大事だ。だからこそ、お前に頼むんだ。お前のハルカネの足ならば誰よりも早く姫の元へたどり着ける。もしかしたら上う手まいこといけば命を救えるかもしれない。

　お前に手柄を立てるチャンスをやると言ってるんだよ。だから感謝して黙って受け取るべきだ。その代わり、こことは比べものにならない死地へ単騎で乗り込む事になるのだけど。でもお前ならそんなの恐れずに向かっていけるよな？　イナヅチ、アルトーネ姫を託したぞ！」

『まるで最さい期ごの言葉のように言うなよ!!』

　少し心を迷わせたが、イナヅチは彼女の言葉を飲み込んだ。ハルカネを立ち上がらせて後ろを振り返った。そして銀雷の迸ほとばしりを受けて、風よりも早く来た道を戻っていく。

「少しはこっちを振り返れよバカやろう……」

　一直線に姫を目指して駆けていくハルカネを見送って、ユキツルはそう笑って呟つぶやいた。




　アルトーネ姫の戦う陣営では大混戦となっていた。敵兵士ひとりひとりが姫の首を落とすため、突撃してくる。自分の存在を目の前にチラつかされて敵の攻撃が雑で直線的になっている事を彼女は知覚する。歩兵に随伴している対竜単騎も姫を狙うが、あらかじめ配置しておいた友軍のドラグワンがそれを防いでいる。こちらの巨人が全部居なくなった時に相手の対竜単騎が一体でも残っていると全滅しかねないと恐ろしい予測を口にしそうになるのを耐えた。

　歩兵たちは勇敢に戦ったが、じりじりと敵の大軍に押され数を減らしていった。ひとり血ち塗まみれの兵士がふらふらと、最前列から姫の所へ近づいてきた。

「姫様、私は十人斬りました。もう逝っても良いですか？」

「私は二十斬ったぞ。女に負けたまま逝くのは嫌だろう。もう少し頑張れ」

「あなたは強い人だから……ですが、私はここで限界です。先に戦神の宴うたげの席をあたためています。では、ご武運を……！」

「そうか。じゃあまたな。私たちの行き着く場所は同じだ。ここで死なずとも、私も必ず戦神の元へ向かうよ」

　血ち塗まみれの彼は隊列の隙間を縫って姫に突撃してきた敵を無理やり身体で止めて、息絶えた。彼に邪魔された敵兵の首を斬り飛ばしながら、隊列をすり抜けてここまでたどり着く敵の数が増えていると姫は感じる。ひとりずつの突撃であれば容易たやすく対処できるが、数が増えると厄介だと小さく漏らす。その彼女の後ろから、ザリッド将軍が近づいてきた。

「もう少し前線から下がってください姫。この位置だとちょっとしたアクシデントで君の首が落とされる」

「この戦いの要かなめは兵士のひとりひとりの意志の力だ。私がここにいれば、前線の兵士たちが死に物狂いで戦ってくれる」

「あなたは自分の命を軽んじすぎている！」

「違う。兵士の命に重きを置いているだけだ」

　アルトーネ姫は決して下がろうとせずに剣を構え直し、前線に向き直った。







「くそっ！　こんな事が……ふざけている。何かの間違いではないのか」

　本陣の中でオングド将軍はそうぶつぶつ呟つぶやく。あともう少しでクシュールリンドを陥落できたという所で、突然脇から現れた敵に最古の巨人が討たれ、それを主軸としていた軍はバラバラになり蹂じゆう躙りんされている。大将である姫を捨てる覚悟でこちらを滅ぼしにかかるなど、到底正気の沙汰では無かったが、その強い意志に敗れそうになっているのは事実だった。だが彼らにもまだ希望があった。クシュールリンドを落とせずとも姫の首を持ちかえればそれなりの恩賞を受けられるはずだったのだ。

「まだ私は負けたわけじゃない。違う。違うんだ」

　将軍はまた呟つぶやきを再開する。しばらくそうした後、彼は副官に命令を出した。それは撤退命令であった。

「我らはクシュールリンド攻略を諦める。後はあの銀の髪の女が姫を殺してくれる事を遠くの地で祈っていよう。なに、あの狂人どもならば相打ちぐらいにはしてくれるはずだ」

　それを傍そばで聞いていたシンミルドの少女……ディールと呼ばれていた彼女は露骨に顔をしかめた。

「ここまで来て逃げ帰る気ですか将軍。私たちも、そしてあなたの部下も命を賭けて戦った。それをちょっと目の前に敵の軍勢が迫ったからと言って退散するとは戦士としての誇りは無いのですか。剣を取りぶつかるべきです」

　彼女の言葉を受けて将軍は嘲るように笑う。

「お前たちみたいな狂人の集団にはこの戦しか無いのだろうな。だからそんな頓珍漢な事が口にできる。私はこの戦いだけではない。これからも世のどこかで行われるであろう戦いで力を振るうために生きなければならない。次の戦いのために今恥を吞のむ事は間違いではない」

　今度は彼の言葉にディールは笑い返した。

「なんて酷ひどい言い訳だ。次の戦いだと？　そんな遠くの物を見てるからこの戦いに焦点があわないんだ。だから大切な物を見失う」

「将軍！」

　オングド将軍の伝令が大急ぎで駆けてきた。彼は慌てながら状況を説明する。

「敵が最終防衛線を突破しました！　防衛できる対竜単騎は残っておらず、このままでは蹂じゆう躙りんされます!!」

　その言葉と共に前方にあった防衛隊の列が歩兵の集団に突き破られて、中から黒髪の少女が飛び出してきた。彼女は単騎で飛び出し、将軍を守ろうと立ちふさがる近この衛え兵へいを容易たやすく切り伏せた。

「もう潮時だな……殿しんがりはお前たちに任せる。出来るだけ時間を稼げ。退却するぞ！」

　自分の愛馬に向かおうと後ろを振り向いた瞬間、将軍の身体に何かがぶつかる衝撃がした。それに驚きゆっくりと後ろを見ると、ディールがまるで彼に抱き付くように身体をくっつけていた。

「お、まえ……」

　少女が彼からゆっくりと離れると、ずるりとその手に持った短剣が将軍の肉体から引きずり出される。

「将軍、お前は私たち一族に賭けた。私たちの熱き憤ふん怒ぬがあの国を滅ぼす手立てになるのだと私たちを利用した。それは一向に構わない。お前らのために死んだあの子も……フウスイも、それはそれで本望だったのだろう。だがしかし、一度賭けに乗ったのだから賭け金だけは支払ってもらう。みんな命を賭けた。私たちも。あの憎むべき姫も。ギャンブルのテーブルに着いたのだ。アンティは払ってもらう。最低金額の命をな」

「この狂人どもめ……っ！」

　将軍は息絶え、その身体を地面に伏す。彼女の暴虐に驚いていた衛兵たちは正気を取り戻し剣を抜いたが、すぐさまディールの踊りにも似た剣技に胴を寸断され醜いオブジェになった。

　ディールは視線をゆっくりとこちらへ歩いてくる黒髪の少女の方に向けた。彼女は事の始終を見終わって興味深そうな顔をしていた。

「残念だったな。お前の役割を奪ってしまった」

「いや……別に構わないよ。むしろ手間が省けて良かった」

「じゃあやろう。もう誰にも邪魔させない。最初からこういう形で直接戦っていれば良かったんだ。戦争なんて濁った場を事の解決に持ち込んだから……だからこうも煮え切らない」

　短剣を両手に持った彼女が戦闘態勢に入るのを見て、ユキツルはそれを片手で制した。

「待て。私たちには戦う理由がない」

「理由が無い？　何を言っているんだ。お前、戦場で生きてる人間だろ？　それならば理由が無ければ人を殺せないなんて、そんな段階はもう通り過ぎているはずじゃないか。今更善人面するなよ」

「そんなに私たちの国が憎いのか？」

「未来永えい劫ごう憎しみ続ける。もし子を産む事があるのなら、恨みもその血筋に残す」

　ユキツルは少し思う所があり言葉に詰まった。しかしゆっくりと話し始める。

「我がホロヤの一族もあの国に討たれ、そして併合された。だが私たちの一族は誠心誠意立派にあり続ける事で血筋とそれよりも濃い信念を後世に伝える事が出来ると信じ、あの国で生きる事を選んだ。もしかしたら、お前たちもそうなる事が出来たかもしれない」

「ああそうだ。かもしれない。そう生きられたかもしれない。だがそれに意味は無い。お前たちはそう在れて、私たちは在れなかっただけの話なのだ。もう答えは出してしまった。思い悩む時間などとうに過ぎた。答え合わせの時間になって、振り返る事に何の意味がある？」

「ああそうだな。忘れてくれ、今のは戯たわ言ごとだった」

　ユキツルは腰の刀を抜き構える。やる気を出した彼女に笑って、ディールは疾走した。

「シンミルドの剣技をとくと見よ！」

　彼女の剣技は恐ろしく速いものだった。もはや常人には捉えられない速度で、上方そして左右からの三連撃をユキツルに食らわせる。それはシンミルドに伝わる血と肉体を酷使する訓練によって会え得とくできる最高の技だったが、ユキツルはそれを的確に細い刀身で受け弾はじいた。それだけならまだしも、ディールの手を引く動きに合わせて削そぎ取とるように刃を当て、彼女の右腕に一太刀傷を付けた。見た目よりずっと深い傷のそれは恐らく腱けんにまで達しており、ディールは剣を落とした。

　完璧な三連撃が受けられ、しかもついでのように右手を不能にされた事に衝撃を受ける。

（剣撃が速いとか力が強いとか読みが鋭いとか、そういう剣士は見てきたが……もはやそういう段階の強さではない！　想定できる最善の手段を、刹那に判断して切り結んでいる！）

　自分が切り結んだ相手の底の深さに恐れを抱いた瞬間、ユキツルが刀を素早く振るう。残った左腕の短剣で何とか防御するが、三撃目で彼女の切っ先がディールの首に達し、頸けい動どう脈みやくを裂いた。

「これで一分後には失血死する。勝負は決したが……」

「このクソ女め!!」

「ああ、剣を握る手を緩める事はしないよな」

　ディールは死神を抱いたまま剣を振るった。それを受けとめたユキツルは死を前にして臆する事無くただただ一太刀浴びせるための決意に感服する。しかし彼女は手加減する事無く刀で短剣をからめとり、ねじるようにして刀身をへし折った。もはや攻撃する手段を持たず、血を多く失ったディールは膝から落ちる。彼女の出血は命を脅おびやかす段階まで達しており、赤く塗れる血は地面に滴したたり落おちる。

　ユキツルはディールの傍そばに立つ。そして刀を振りかぶるが、彼女のうな垂れる頭を見て刃を止めてしまった。それを感じ取って、死しに際ぎわのディールは笑う。

「何をいまさら躊ちゆう躇ちよするんだ。それは戦場でお前がずっとやってきた事だろう。……戦闘前に敵と会話なんかするからだよ。だから今一刻を争う場において、身体を停とめてしまうんだ」

「ああ、そうだ。今までずっとやってきた事で、これからもずっとやっていく事だ。

　今この手を止めてしまったのはただ……お前たちには別の選択肢があったのではないかと思ってしまったからだ。戦場で生きるよりもずっと、その歌と踊りを舞う事だけを考えていればよかったのに」

「知らないのだな。私たち一族の舞いは戦神への捧ささげものだったものだ。戦わぬという選択肢があるわけがない。生き方として、それ以外を選べるわけがない。それが私たちの誇りなのだ」

「そうだな、賢く生きられるならば、そう在れたのならば、初めからこの地には立っていないよな。戦場に居る者は誰だって、そう生きられなかった者たちなのだから」

　ユキツルは刀を振り下ろして、彼女の首を落とした。







　激戦を重ねるアルトーネ姫の陣営ではその歩兵数が当初の十分の一あまりになっていた。今にも戦列が崩壊しそうで、全ての人間が血に塗まみれもはや意識も朦朧とする中、戦っている。このままではもって三十分だなと姫は感じていた。

　最後のカンフル剤の使用を迫られた彼女はクシュールリンドの方を指さし叫ぶ。

「あそこに立ち上る煙を見ろ！　仲間たちが敵の本陣を落としたのだ！　すぐに彼らが応援に来てくれるぞ、もう少しの辛抱だ!!」

　希望は心臓を無理やり動かす力となり、『応っ』と、最さい期ごの力を振り絞って兵士たちが応える。これで五分程は壊滅までの時が延びたと姫は計算する。しかしその希望的観測を打ち破るように味方の兵が姫に悪い知らせを持ってきた。

「味方の対竜単騎が全部落ちました！　敵も残る一体だけですが、それがよりにもよって……」

　姫が敵の陣営を見ると、その巨体を揺らしてゆっくり近づいてくる大地の槍やりの巨人の姿が見える。そのまるで全ての罪人に鉄てつ槌ついを食らわせる裁定者のような振る舞いに怒りが湧いた。

　槍やりの巨人は自分を害する敵が居なくなったからか巨大な槍やりの姿に悠然と変化する。そのまま使い手の居ない巨大な槍やりは地面に突き刺さり、槍やりの柄の部分にあるリングが尾の方に動き、そして停止したかと思ったら刃先の方に落ちた。その瞬間、周囲の地面が揺れ兵たちは立っていられなくなる。

「バカな！　あの巨人は地震を起こせるというのか!?」

　これではまともに陣形を保ってなんていられない。広域的に戦場に影響を与える力を有しているなんて、相変わらずあの最古の巨人は脅威だと姫は痛感する。ただでさえ人数が少ないうえに陣形も保てなくなった姫の軍はやすやすと削られていった。

（こうなってはもう五分持たないかもしれんな……）

　大部分の友軍が切り殺された。ザリッド将軍は息絶え絶えで姫の元に近づく。

「部隊を二つに分け、退避する姫と敵の侵攻を防ぐ決死隊に分断します。はやく逃げてください」

　その言葉を聞いて姫は笑った。

「お前の決断は三十分遅い。今から部隊を分けても各個撃破されやすくするだけで時間稼ぎの仕事さえ為なさない。覚悟を決めろよ将軍。私と共に生きるか、私と共に死ぬかだ」

　将軍は息を吞のむ。もはや全滅かと覚悟した所で敵の侵攻が停とまる。そして敵軍から女の声が響いた。

「アルトーネ姫、出てこい！　このまま数で押し切ってもいいが、名も知れぬ者の刃に倒れるお前の遺体を見ても我が一族の無念は晴れん。じきじきに私が殺してやる。一騎打ちだ」

　敵兵の集団の合間を縫って銀髪の女が最前面に出てくる。ざわめく味方の中、姫はひとり笑う。

「付き合う必要はありません姫！　恐らく勝っても負けても殺されます！」

「この人数で戦闘を続けるより私が一騎打ちしている方が時間を稼げる。初めから勝つつもりが無い立ち回りならばそう簡単に殺される事はない」

　アルトーネ姫は単身で銀髪の女……ハクヨクの元へと向かう。自分の言葉に誘われるようにして出てきた姫にハクヨクは笑顔を見せた。

「初めに聞いておくが、私が勝てば生かしておいてくれるのか？」

「まさか。私が死ねば全軍で残りの兵を蹴散らすよう命令してある」

「なるほどな、まあそれは構わん。もともとこちらが不利なのだから要求する立場にはないからな。しかし……もしこの一騎打ちで私を討てなかったら、もう復ふく讐しゆうに生きるのはやめろ。お前個人だけの話ではない、一族全体に怨えん恨こんを残すのはやめるんだ」

　ハクヨクはアルトーネ姫の話を聞いて明らかに不機嫌になった。

「王族に二度肉薄できる事は少ない。この戦いでダメならば、お前たちにはもう私は討てないという事だ。天がそう決めておられる。

　だから早々に諦めて、新しく生きる道を探せ。不思議な事にな、憎しみは血に宿るのだ。百年憎むと、一族はそうとしか生きる事が出来なくなる。誰かを憎む事でしか存在できなくなる。そんな命が、あってたまるか。いずれ朽ちて滅びるぞ」

「そんな事、私たちが自問自答しなかったとでも？　きさまらを打ち倒す事の壮大な夢に挫くじけなかったとでも？　憎しみのままに生き、全てが砂利の味がする人生を望んだとでも？

　だが、『それでも』なのだ。『それでも』と諦められなかった者たちが、私らなのだ。何より気に障さわるのは……その諭すような文言をお前が言う事が許せない。すべての、私たちの一族を滅びに追いやった血族のお前が、そのような知った事をっ！」

「ハクヨクよ。お前は望んでそこに居るのか？　命を賭け戦う事を、復ふく讐しゆうのために肉体を崩す鍛錬を重ねる事を、私なんぞのために家族に近い仲間を捨てる事を、お前は望んでいたのか？　もっと、別の生き方が出来たはずだ。幸福な女になれたはずなのだ」

　ハクヨウは侮辱した表情を浮かべる。

「その言葉、そっくりそのまま返すぞ。お前も戦場に立つ必要などなかったはずだ。もっとどうでもいい下らない事に興じるお姫様で在れただろう。何な故ぜ青天剣麗の姫と呼ばれ、剣を握る？」

「そう生きる事が出来るだけの才能があった。だから私はここを自分の場所にしてしまった」

「私も同じだ。上う手まくやれたんだよ。同胞を、家族も同然の仲間たちの命を使いつぶす事をな」

　ハクヨクは残る左腕で剣を抜く。彼女の射貫く視線を受けて姫はため息をついた。

「そうだな、もはや言葉では届かぬな。もともと戦いとは他人のエゴとエゴのぶつかり合いだ。こうして叩たたきつけて、それで相手に無理やり吞のますしかない。そういう事を人類はずっと続けてきた。本当に、いまさらな話だよ」

　合図もろくになく、姫とハクヨクは互いの剣を切り結んだ。左腕一本であったのにその剣は以前打ち合った時よりも重い。防戦を前提としていたはずの姫の手が斬撃に痺しびれる。

（適当に相手して援軍が来るまでの時間稼ぎをするつもりだったが、これでは守り切る事さえ難しい……！）

　敵の乱打を受け、捌さばききれなかった剣撃が姫の装束にぱっくりと傷を作る。戦場に鮮血が舞う度、友軍から悲鳴のような叫びが届く。

　そしてついにその攻撃を受け切れなくなり、鋭い一打がアルトーネ姫の右ももに突き刺さった。その状況で身体を立たせていられなくなり、彼女は地面に膝を付ける。姫を上から眺める立場になって、ハクヨクは笑った。

「お前の最後の言葉は何が良い？　これから無残に死ぬ者へのせめてもの情けだ。後世まで語り継いでやる」

「……お前に殺されるのは悪くない。過去の怨念が敵を討つというのは、お話としてもちゃんとまとまっている。兄の謀略で王宮の中で殺されるよりはずっと物語的だ。

　私はいつも戦場に出るたびに死を覚悟してきた。ここで惨みじめに死んで終わるのではないかとそう思ってきた。実際そうなりかけた事も一度や二度じゃないのだが……不思議な事にな、その死地に於おいても、諦めるという感情はただ一度も生まれなかったぞ。お前たちと同じだ。『それでも』だ。今この時、絶望的な状況にあっても『それでも』なお、剣を握る手を緩めないのが、私なのだ。後ろに居る私の兵なのだ。そして私が作った、姫ひめ薔ば薇らの騎士たちだ」

「何を言うのだ。助けなど来ぬ。お前はここで無残に死ぬ」

「知らないのか？　青せい天てんの霹へき靂れきはいつだって突然なのさ」

　何かを感じ取り、ハクヨクは後ろを向く。そこには一騎打ちの前と変わらず味方の兵たちが居るだけのはずだったが、その向こうの空間に何か煌きらめく物を見つけ、背筋を震わせた。

「これで窮地を救われるのは二度目か。イナヅチめ、帰ってきたら抱きしめてキスしてやる」

「チカ！　後ろの奴やつを止めろ!!　何をしたって構わん!!」

　そのハクヨクの叫びが終わる前に一騎打ちの戦場に空気の壁をぶち破る雷鳴が轟とどろく。銀の雷を身に纏まとった巨人がその場に現れて反応出来る者などほとんどいなかった。その数少ない例外の、槍やりの巨人に乗ったシンミルドの少女が雷の巨人の疾走を止めようとその巨体を持って立ちはだかる。

『邪魔させない！　ここであの姫は死ぬべきなんだ!!』

「そこをどけえ!!」

　イナヅチのハルカネと少女の槍やりの巨人が衝突する。最古の巨人の中でも特に重量級だった槍やりの巨人はその肉体でハルカネの疾走の勢いを完全に受け止め、その腕をしっかりと摑つかむ。

　これでもうハクヨクとアルトーネ姫の元へ近づけさせないと笑った。しかしその拘束を脱出する手段として、ハルカネは自分の腕を無理やり引っ張り引きちぎった。

『こいつ、自分の腕を……っ！』

「身体を切り分ける事には慣れているんだ!!」

　自由になったハルカネは肩の装甲を展開させ、再び巨大な腕を構築する。そして何も持たぬ空手の状態で、思いっきり頭を殴りつけてやった。巨大な武器を振るうための腕で殴られた槍やりの巨人の頭部はひしゃげ、砕け地面に落ちた。

『せめて、相打ちに!!』

　まだ機能の中枢が生きていた槍やりの巨人はその手を振るって思いっきりハルカネの胴体部を殴る。重量級の彼の拳は易やす々やすと雷の巨人の胴体部をゆがめる。

『これで死ぬか、そうでなくても失神ぐらいは……っ！』

「一手遅い！」

　胴体部に入った亀裂の向こうから声がした。その隙間の先に生身のイナヅチの姿を見つけて戦慄する。恐らく彼は槍やりの巨人を落とした瞬間にハルカネから飛び出て、姫を救うために走り出そうとしたのだ。その生き急ぐ心が彼の命を救ったのは何という奇跡なのか。

　シンミルドの少女は急いで機能が停止した槍やりの巨人から飛び出る。そしてハクヨクと姫たちの元へ向かうイナヅチを追った。

「ダメだ！　ダメダメ……こんな所で、ここまで来て、お前みたいなのに邪魔されてたまるか！」

　少女は必死に走る。もともと運動能力に優れるシンミルドの血は、彼女を簡単にイナヅチの元へ運んだ。後方より追いついた敵を排除するため、イナヅチは手に持っていた刀を抜いて彼女を見据える。

「ここまで来るのにどれだけの犠牲を払ったと……ミズチが死んだ、フウスイが死んだ！　多分カフウも、ディールも死んでいる!!　それだけ死を積み重ねて、ようやくあの姫を殺せるんだ！　邪魔するなよ!!」

　泣き叫び、剣を構える少女を前に一瞬気持ちが揺らいだが、イナヅチはすぐに心を決めて隙だらけの腹に刀の一いつ閃せんを叩たたき込こんだ。殆ほとんど素人しろうと同然の自分の剣が上う手まく入った事で、彼女は剣の使い手として未熟なただの少女だと後になって思い知った。

「がはっ！　う、あ、死んで……ない？」

　イナヅチの剣撃は彼女を死に追いやれず、ただ少し肉を傷つけ血を滲にじませる結果に終わった。それでも鉄の塊で殴られた事で彼女は膝を落として呻うめいている。それをどこかほっとした顔で見たイナヅチは、すぐに気を取り直して姫の元へと駆けだした。




　一騎打ちの中心部へ割って入ったイナヅチの前には、膝をついて荒い呼吸をしているアルトーネ姫と、ただじっと黙ってこちらを見ている銀髪の女が居た。姫の下の地面に流れる紅あかい血のたまりを見て、イナヅチは肝が冷えた。

　銀髪の女……ハクヨクはゆっくりと口を開く。

「お前のその姿……何かの冗談みたいだな。私の幼い頃に似ている。お前が、私の腕を奪った奴やつか。そして雷の巨人も。お前さえいなければ……これほどまでに手こずる事は無かったのに。

　しかし……ここまでたどり着けば姫を助けられると思ったのか？　残念だが、一人の兵士がお姫様を劇的に助ける事が出来るなんて素敵なお話にはならない。何な故ぜならば、私が立ちふさがるからだ。私は全ての幸福の結末を阻はばむ者となると、そう誓ったのだ」

「ぼくはあなたの一族の復ふく讐しゆうに対して語る言葉は持っていない。だけどただ単純な想おもいとして、その人を殺されるわけにはいかない。彼女は、ぼくにとっての希望だった。夢だった。失うわけにはいかない。命を賭けても守らなければならないんだ！」

「ただの一兵士に教えてやる。ひとりの命で叶かなえられる夢などこの世にはほとんどない。自分でない誰かの命を賭け金にして、それでようやく博打ばくちを打てるのだ。私は同胞と見知らぬ兵士の命をＢＥＴしてこいつをここまで追い込んだ。この姫だって自国民を犠牲にしながらこの古都を守ろうとした。皆そうなんだ。この場所ではもはやひとりの命など、無価値に等しい」

「大した説法だが、そいつはそれを十分理解してると思うよ」

　いまだ立ち上がる事さえ出来ないアルトーネ姫が会話に割って入る。ハクヨクは姫の方へ視線を移した。

「だがな、彼のような持たざる人間には自分の命ひとつを賭けるしか無いのだ。そしてそいつは……そのただひとつの命を賭として、姫を奪った男だぞ」

　ハクヨクはその良く分からない言葉を無視してイナヅチに剣を構える。イナヅチも手にした刀を握りしめ彼女と対たい峙じした。

「そのなまくらでどうするつもりだ。先ほどの絶好の機会にさえ切り殺せなかったな。片腕の私にならば敵かなうとでも？」

「ああ、勝てると信じてる」

　イナヅチは相手に向かって走り出す。狙うのは彼女の死角となる失われた右腕の側だった。しかしその思惑は完全に読まれ、軽いフットワークで真正面に捉えられ剣を撃ち合わせる羽目になる。明らかに自分の物とは桁違いの重い斬撃に手が痺しびれる。

　体勢を立て直そうとするが敵の連撃がそれを許さない。体幹を守る事を意識していたためかそれ以外の部分がおろそかになり、イナヅチの肌にいくつも剣筋が刻まれる。白い肌に映える血の色が痛々しかった。

「ぐ、この……っ！」

　反撃の糸口を見つける事が出来ないまま滅多打ちにされ、イナヅチは地面に膝を付ける。彼を上から見る形になってハクヨクはため息をついた。

「お姫様を守るナイトの力量がこれとは、もはや笑い話にもならんな。ただの女以下だ」

　ハクヨクの目に映るのはいくつもの刀傷を身に負い地面に這はいつくばる少女だった。先ほどまでの熱気が急速に冷めていくように感じる。

「私の右腕を奪って雷の巨人を操って、そして私の仲間を討って……それですべてが自分の良い方に流れていくと思っていたんだな。浅はかな愚か者め。力の足りぬ者がこうやって私たちの一騎打ちに割って入るなどお笑い種だ」

「ハクヨク、お前、多分よく理解していないだろうから教えておいてやる。そいつはお前の血と肉で構成された人間だ。つまりそれに才能が無いのであれば、元々お前もそうだったという話になる」

　嘲るように言うハクヨクに水を差すように姫が口を開く。彼女の言葉を聞いてハクヨクは顔をしかめた。

「お前は……いや、シンミルドは、その出来損ないの少女を訓練と痛みで狂気の戦士に仕立てあげたな。よくもまあ上う手まく作ったものだ。どれ程の犠牲を強いてそこまで捻ねじ曲まげた？」

　ハクヨクはもう一度地に伏せているイナヅチの事を見る。その小さい身体と不相応に強く敵を見る眼まな差ざしが自分の幼い頃を思い出させ、嫌な気持ちになった。

　イナヅチは彼女の手が止まった事を幸いとしてゆっくり立ち上がる。肉体に刻まれた傷は多いがどれも浅く、剣を振るう事は可能だった。

「……もう立ち上がるな。興が殺そがれた。そこで寝て私が姫の首を落とす所を見ていろ」

「そんな事、させるわけにはいかない！」

「そうか。本当にどうしようもない奴やつだな。半人前の力しか持たぬのに、身に抱く闘志だけはいっちょまえで……不格好な生き方しか出来ない憐あわれな人間だ。なるほど、確かに、私の血と肉だ」

　まるで昔の自分を諭すように寂しげに呟つぶやく。彼女の声に明らかに人間の感情のそれが混じった事にイナヅチは驚く。

「さて、私と同一の人間よ。私は気が狂いそうな鍛錬を重ねたが、それでも一人では何も出来なかった。多くの命を使いつぶして、それでようやくここまで来た。そんな奴やつを相手に、お前は付け焼刃の剣技だけで私に立ち向かうと？」

「当たり前だろそんなの！　多く足りない物があるのは知っている！　でもそれを、戦わない理由にしてたまるか！」

「そう、その通りだよ騎士様。相手より足りない事は負ける理由に成りえるが、勝利を諦める理由にはならない。

　剣を握りなおせよ。お姫様を助けるんだろ？　その役立たずの肉体を、魂の力で奮わせて、成し遂げて！　今この時が全身全霊、持ちうるもの全てを賭けなければならない決戦だぞ！」

　ほとんど暴風のように吹き荒れる激情を受けて戸惑うが、イナヅチはハクヨクから視線を逸そらさなかった。彼女のその想おもいから身をよじって逃げるのは、誠実ではない気がした。

「お前に良いい事を教えてやろうか？　シンミルドの血族はその身体にいくつか、心臓の簡易版であるポンプ状の血管組織が分布されている。それが戦闘時に血流を加速させ、瞬間的に心肺能力と筋力を底上げし、血管を収縮させ止血出来る。

　おそらく亜人の時代に行われた肉体の作り替えの技術の名残だ。我らシンミルドは人より亜人に近かった。だからあの最古の巨人の伝承も我々だけに伝わった」

「な、何を……そんな事、なんでぼくに……」

「言っただろ？　全身全霊、あらゆる力を賭けなければならないと。

　この事実はお前にも優位に働きそうだが、そう甘くはいかない。我らはその体組織の使い方を十年の修練の果てに会え得とくする。お前が殺したミズチは幼かったが異例の速さでシンミルドの血の使い方を体得した天才だった。さっきお前が斬り損ねたチカは、まだその力の欠片かけらも出せない未熟者だ。つまり、個人差がある」

　イナヅチは片手で自分の身体に触れてみる。体内に彼女の言うその特別な機構があるのだと言われても実感する事は難しかった。

「私は会え得とくに十年かかった。お前と私の血と肉が同一であるならばお前もそれだけの時間を要するのだろう。またひとつ私とお前の間に差が付いたが、それでもまだ戦えるか？」

　ひとつひとつこちらの至らなさを指摘するような言葉にイナヅチは怒りを覚える。彼の気持ちを無視する形で、ハクヨクは再び剣を振るった。明らかに先ほどより速度が増した剣撃を防御してイナヅチは吹き飛ばされた。

「うぐっ、くそ……速いうえに、斬撃が重いっ！」

「じゃあ素直に負けを認めて地面に這はいつくばって死ぬのか？　できませんでした。やれませんでした。無理でした。そんな言葉を口にして、ひとつひとつ夢を諦めてそれで満足か？　私は決して諦めなかったぞ。王族を討つという途方もない夢を決して諦めなかったぞ」

「根性と気合だけで世の中どうにかなるなら、ぼくはとっくに一人前の騎士になっている！」

　夢をその身に抱いて、それを大切にしていれば報われる世界なんてどこにもない。ただ一時の運と時代に翻弄されて、他者に踏みつぶされる事が当たり前のようにまかり通っている。イナヅチは今この一瞬で命が飛ぶ死線において、共に戦場に出たホウタクの事を思い出した。ガンジツの事を、ショットの事を思い出した。夢の半ばで叩たたき潰された彼らを思い出し、唇を嚙かむ。

（もう、これで終わっても構わない。身体がバラバラになって、二度と剣が振るえなくなっても、騎士として生きれなくなってもいい！　アルトーネ姫を救えるならば、あのボロボロな男のぼくに戻っても構わない！　とにかくこの一瞬だけ……それだけ輝ければ!!）

　イナヅチは全てを捨て去る覚悟を決めた。敵の暴風のように振りまわる刃を恐れる事をせずに一歩前へ踏み出すように心がける。それによって敵の刃は今までと違って深く食い込むようになり、深々と裂けた皮膚から血が流れた。恐れを知らぬ前進にハクヨクは笑って、剣の乱打を強めた。頭を狙って一撃があわや彼のこめかみに深々と突き刺さりそうになったが、すんでの所で彼は回避した。致命傷には至らなかったが皮膚は切れており、血が額に流れる。

　それから何度も同じように彼の体幹に刃を喰くい込ませようと剣を振るったが、表面の肉を削るものの深く切り込む事は出来なかった。

「おまえ……っ！」

　偶然にしては続く紙一重の防御にハクヨクは不審なものを感じる。防御一辺倒だった彼の動きはどんどん正確さを持ち始め、ちょっとした隙に反撃する事が可能なまでになっていった。

「なる、ほどっ、なんとなく……分かって来た！　何の事は無い……目の前に十年分のお手本があるなら、どうにかなる！」

　イナヅチは自分と対たい峙じしているハクヨクを模倣する事で経験不足を補おうとした。ハクヨクが長い年月をかけて最適化した動きはイナヅチの身体にも馴な染じんだ。

（こいつら……シンミルドの舞いのような剣技……ただ見み栄ばえのためだけの動きだと思っていたけど……違うのか!?　身体の中の臓器で血を加速させるためにその踊りが……っ！）

「見よう見まねで私を超えられると思っているのか!?」

「超えられるよ。怨敵を殺すことだけに尽力してきたあなたより、誰かを助けるために刀を振るうぼくの方が上手く扱える！　お前も仲間を助けるためにその力を使うべきだった!!」

「戯ざれ言ごとをわめくな……っ!!」

　イナヅチの挑発に乗り怒りに支配されたハクヨクはイナヅチの首を断とうと剣を動かしたが、剣が届く前に彼の姿が搔かき消きえた。刹那と言えど、こちらの動体視力の反応を凌りよう駕がした挙動に彼女は肝を冷やす。イナヅチの行く先を知る事は出来なかったが、おそらく自分の死角となる右腕の側に回り込んだのだと予測を立てて剣を振るう。

「ぐっ、が！」

　イナヅチの痛みの声が響く。ハクヨクの予想は当たり、彼は彼女の右腕の側に位置していた。適当に振るった刃は彼の右腕を捉え、深く突きささり骨と筋肉を裂いて腕が落ちる。

「その腕は元々お前の物だ！　持っていけ!!」

　痛みに負けないためにそんな苦し紛れの思考が湧いてきて、怒りを目の前の女に向けなおした。本能のまま彼女らシンミルドがやったように傷口付近の血流を操作し止血する。シンミルドの力をすでに自分のもののように操る様を見てハクヨクは驚きよう愕がくする。

　イナヅチは腕を斬られた事などお構いなしに彼女の懐ふところへと入り込んで、見事最初の目標だった彼女の右腕の側に位置する事が出来た。そのまま不慣れな左腕一本で刀を握り、身体を捩ねじって刃を彼女の胴に当てる。

「大丈夫姉さま！　そいつの剣はなまくらだ！」

　先ほどイナヅチが斬り損ねた少女が叫ぶ。その声を聞いてイナヅチの剣撃を恐れる事は無いと判断したハクヨクは彼の上方から思いっきり剣を振りぬいて止めを刺そうとする。

　イナヅチは心の中で叫んだ。

（今まで一万回練習してひとつも切れなかった。そしてこれから百万回やって切れなくても構わない。ただこの時、ただ一度だけの一振りを、姫のために成したいんだ！）

　ハクヨクに当てた刃は、ゆっくりと彼女の胴に吸い込まれた。抵抗などまるで感じず、これが本当の刀の斬る感覚なのかと知って、そのまま力いっぱい振りぬいた。

「姉さま！」

　戦場に鮮血が舞い、ハクヨクは倒れる。地面に伏した彼女を上から見て、失った腕の痛みがぶり返してきた。苦痛にゆがむ顔でイナヅチはアルトーネ姫を見る。

「男である事を捨てて、肉体を切り分けて、そうしてようやく、あなたのために一太刀振るえた。出来損ないなぼくには、この一太刀だけで命懸けなんです……っ！」

　痛みか勝利の喜びか分からない涙がイナヅチに溢あふれる。身体をふらつかせ、倒れそうになるイナヅチを姫は抱き留める。

「よくやったぞイナヅチ。お前は本当に私が一番来てほしいと思っている時に、駆けつけてくれる。紛れもない、私の騎士だ」

　アルトーネ姫は血に塗まみれる事もいとわずに彼を抱きしめた。イナヅチは立っていられなくなって彼女に身を預ける。

　大将が討たれた事で動揺した敵軍の後方から怒号が聞こえてきた。その低く響く音が敵本陣を落とした友軍が挟撃するために迫った音なのだとすぐに皆気付く。挟み撃ちの形となり敵は混乱し、まともに隊列を組むことさえ出来なくなっていた。

「見ろ、私たちの勝利だ」

　姫の胸の中に居るイナヅチは頭を動かし周囲の光景を見る。もはや一騎打ちの形なんてご破算になり大乱戦へと発展していた。その周囲の喧けん騒そうを余よ所そに静かに横たわっていたハクヨクの身体が動いたのを彼は見た。生きていたのだと思い至り、何とか身体を動かして彼女にとどめを刺そうとする。しかしそれは強く力の込められたアルトーネ姫の腕によって阻はばまれた。

「やめろ。彼女は生かす」

「ひ、姫様！　しかしそれは……」

　起き上がろうとするハクヨクの元に槍やりの巨人に乗っていた少女が駆けてくる。急いで彼女を起こして、傷口を止血しようと手を当てた。

「姉さま、ここはいったん引きましょう。そして態勢を立て直して、再びあの姫を狙う策略を立てるべきです。幸い私はまだ生きていて、槍やりの巨人は私たちの手にある。また軍勢を立て直せる。だから今は、恥を忍しのんで」

「何を言うんだチカ……ここだ。ここで終わらせるんだ。ここであの女の首を刎はねるべきだ。何をしても、何を犠牲にしても。またいつかあいつに肉薄できるのではと、そんな希望を一族に遺のこすのは……毒になる。そんな浅はかな希望を持ってこれからを生きさせるなんて、呪いと変わらない。ここだ。ここで終わらせるべきなんだ。そうしなければ、私たちは一歩も前に進めない命になる！」

　零こぼれ落おちる血を止めようとせずに彼女は立ち上がろうとする。しかしそれをチカは必死に止める。

「あなたをここで失うわけにはいかない！　あなたが居ないとシンミルドは戦えない！　生きるんだ。私たちは、ずっとずっと、彼らを憎んで！　もうそうとしてしか、私たちは存在していられないから!!」

　チカの言葉にハクヨクは悲しげな顔をした。こうやって捻じ曲がって生きて、それしか出来なくなった自分たちの愚かさに絶望する。その思考を振り切るように頭を振るい、彼女はイナヅチへと視線を向けた。

「……何てやつだ。本当に、血と才能の壁を超えるのか。お前が、お前が私たちの前に現れたのも運命で……くそっ！　お前さえいなければその姫はあの日の夜に死んでいた！　全てお前ただひとりのために……っ！」

　その嘆きの言葉をすべて言いつくす前に彼女は血を吐いた。彼女の容体の悪さを感じ取ってチカはハクヨクに肩を貸してその場から連れだした。イナヅチたちはそれを見ているだけで動く事は出来なかった。それに彼らが止めを刺さずとも、敵味方が入り乱れて殺し合っているこの中で、彼女たちが無事戦場から脱出できるとは到底思えなかった。

「酷ひどい所だな」

　ぽつりとアルトーネ姫が言葉を漏らす。イナヅチはそんな言葉を口にした彼女の表情を見ようと視線を上にあげた。

「辺り一面血の匂いで息が詰まる。静寂は存在せず怒号だけが飛び交う。でもな、ここが私の生きる場所なんだ。そしてこれからもな。それをお前に言っておきたかった」

　見上げたイナヅチの目には、戦場を寂しげな目で見るひとりの少女が居た気がした。
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　　　第六章　万の命の果てにある、百の幸福







　友軍に挟まれる結果となった敵は混乱に塗まみれ、圧倒的優位を誇っていたにも拘かかわらず隊列を乱し散り散りになった。その殆ほとんどが捕虜になり、細かくバラバラになり逃げた一部の兵だけが無事に自分の国へ帰還する事が出来た。

　イナヅチは操縦席が砕かれたハルカネに乗り込み、断たれた右腕を接合しようとする。ふと何気なく無事な左手で髪を触ってみると、多くの毛が何の抵抗もなく抜け落ちた。それに驚き身体を触診して調べてみると、痛みを感じる程ではないがミシミシと軋きしむ関節等の不快感などに気付いた。

「もしかしたら……戻ろうとしているのか？　ぼくの体から右腕が切り離されたから……？」

　イナヅチはかつて敵の物だった右手を見た。それに宿る血筋が多くの者を死に追いやってきたのは事実だが、その血のお蔭かげで姫を助ける事が出来たのもまことだった。

　彼女らシンミルドはその肉体に流れる血筋をもっと他の事に使うべきだったのではないかと考えてしまうが、それに意味はない事をイナヅチは知っている。ただよくある話として、持って生まれたもの全てを賭として戦いを挑み、敗れただけなのだ。

　イナヅチはそのまま右腕を接合した。肉体の軋きしみも毛髪の痛みもすぐになくなった。この右腕こそがこの肉体の形を繫つなぎとめている楔くさびなのだと理解する。

　肉体の万全を確かめてアルトーネ姫の所に戻ってみると友軍の医者に右足の傷を診てもらっている姫と、それを心配そうに見守るユキツルの姿があった。ユキツルは近づいてくるイナヅチに気付くと、彼の肩を軽く殴りつけてきた。

「姫を助けたのは褒めてやる。だがよくも傷物にしてくれたな！　責任取れるのかよコノヤロー！」

「そうだな。責任とってもらう事にするか。それも面白い」

「姫様はそうやっていつもイナヅチに甘い！」

　怒るユキツルと、それを笑ってみている姫の姿を見て緊張がほぐれていくように思えた。今この時ようやく、戦争が終わったのだと実感する事が出来た。

「ようやく一度だけ上う手まく刀を扱えたんだ。もしかしたら、ユキツルに姫を託されたからかもしれない」

「姫様を託したのはあの一時限りだ。もう返してもらうからな」

　笑うユキツルの後ろに十頭を超える馬の牽けん引いん車しやによって引かれている最古の巨人たちの姿があった。どれもイナヅチとユキツルの活躍のお蔭かげで破損した状態で運ばれている。

「斧おのと弓の巨人は搭乗者の死亡で権利を保有したまま回収する事が出来た。私たちの巨人と共にこの国の力になるだろうな」

「槍やりの巨人はどうしたの？」

「機体は回収したが、搭乗権利の刻印は巨人に返ってきていない。敵軍の死体を一通り見て回らせたが、彼女たちの死体は見つけられなかった。生き延びたのかもしれない。そうなると、無視できない脅威だ」

「彼女たちはまた現れると思いますか？」

　イナヅチは姫にそう尋ねてみる。彼女は少し笑って、口を開いた。

「憎しみと共に生きるのは簡単な事ではない。しかし憎しみを諦めて生きるのは、もっと難しい事だ」

「姫が敵に情けをかけるなんて珍しい。生きている相手に交渉するよりもまずは死体にしてからの方がやりやすいって常々言っていたのに」

　そんな物騒な事を口走っているのかと疑いの目をイナヅチが向けると姫は笑って誤魔化す。

「私があの女を生かしたのは……ただの気まぐれだ。人を殺す事が得意で他者からもそう望まれている女が、戦場とは違う場所で生きられるのかを見たくなった。なあに、もしまた敵として現れたら、今度こそ殺してやるさ」

　まるで自分を重ねているかのような物言いにイナヅチとユキツルは言葉を失う。




　傷の治療もそこそこに、アルトーネ姫はクシュールリンドの今後を話し合うからと言ってイナヅチたちを自由行動にさせた。ゆっくり体を休めろというありがたい言葉さえ頂いた。

　イナヅチとユキツルは二人して激しい籠ろう城じよう戦せんを繰り広げたクシュールリンドを見て回る。傷ついた兵たちがあちらこちらで喜び騒ぎまわっていて、戦争の悲惨さは建物の傷痕から推測するしかなかった。

「……これ姫様の前では言えなかったんだけど、ぼく男に戻れるかもしれない。右手を切り離していれば多分、その内自分の体に戻るかも。でもそれは雷の巨人……ハルカネとシンミルドの肉体を捨てる事になる」

「そうか。いいんじゃないか男に戻っても。特別な力などなくてもお前の価値は変わらないよ」

「……本気の言葉には思えない」

　すらすらと軽薄な言葉を吐いたユキツルを怪け訝げんな目で見る。その軽蔑を含んだ視線を受けてユキツルは一度笑った。

「その通りだ。この世にただ生きているだけで価値のある人間などいない。生きながら傷つきながら、他人を踏みつけて得た物を振りかざしている野蛮な者たちが私らなんだ。そもそもただ産まれただけで価値があると信じられる世界で生きているのならば、そこから出ていく必要はないはずだからな。私たちは、そうではなかった」

　ユキツルは軽くイナヅチの背中をぽんと叩たたいた。その彼女に似合わぬ気軽なスキンシップに驚く。

「でもまあ実際……お前は今回の戦いでよく働いたよ。ほんの少し砂粒程度だが、救われた。ありがとう」

　生きている間に聞く事は無いだろうと思っていたユキツルの率直なありがとうの言葉にイナヅチは心底驚く。その後でようやく頭が言葉を理解してカーッと顔が熱くなる。

（くそ……っ！　これ絶対打算だって決まっているのに……っ！　ただ感謝の言葉ひとつでこんなに心が動くなんて……ズルすぎる！）

　イナヅチはその表情を見られたくなくて顔を伏せる。彼の心情を全て察したようなユキツルは、ただ朗らかに笑った。




　イナヅチとユキツルがしばらく崩れた街並みを歩くと、壁に背をあずけてひとり酒を飲んでいた見知った男の姿を見つける。

「ライブスさん！」

「よう。また、生き残ったよ」

　疲れたように彼は笑う。彼が激しい戦闘を生き抜いたのはその血ち塗まみれの鎧よろいで明らかだった。

「また俺の部隊は俺ひとりを残して全滅だ……。クシュールリンドの民とも一緒に戦った。あいつらは民間人なのに……正規兵より勇敢だった。だがたくさん死んだよ。守るべき民が死んで、俺が生き残った。

　聞いた話では、クシュールリンドの人口は四分の一にまで減ったらしい。この数だと多分、この都市の規模の生活は保てないだろうな。結局、ここを放棄して本土に組み込まれるかもしれない」

「そんな！　せっかくみんなで戦って守った土地なのに……」

「戦争に勝ったからといってすべてが思い通りにならないんだから、この世界は捻ねじれているよな。本当にそう思うよ。疲れた、とても疲れた……」

「ライブスさん……」

「すまないが、一眠りするよ。大丈夫、次の戦までには起きる」

　ライブスは静かに目を閉じて寝息を立て始めた。イナヅチはどうしようか少し迷って、彼に自分が身に纏まとっていた外がい套とうをかけて静かに眠らせておく事にした。

「ライブスさん……ぼくはあなたに命を救われた。だから、あなたが生きていてくれて、嬉うれしく思ってますよ。あなたの生が無価値なわけがないっ」

　イナヅチは強い言葉を投げかけるが、それがライブスに届いたのかは怪しいものであった。




「お姉ちゃん！」

　イナヅチがユキツルと共に市民の食糧配給所を通りがかった時、少女の声が響いた。何事かと声がした方をイナヅチが見ると、汚よごれた格好をしている幼い少女がこちらに向かって駆けてくるのが見えた。

「君は確かおじいさんと男の子と一緒にいた……」

　クシュールリンドから去る前に出会った少女だとしばらくしてから気付いた。彼女の顔の汚れが血と泥が混じったものだと理解して表情が引きつる。

「お姉ちゃんの乗った巨人が戦場を走るのを見たよ！　みんなへとへとでほとんど諦めてたけど、お姉ちゃんたちが必死に戦ってるって分かったから、最さい期ごまで頑張れたんだよ！」

　まなじりに涙を浮かべながら少女はそう言ってくれた。ふと気がついてイナヅチは周囲を見渡す。イナヅチに水を差しいれてくれた、彼女の祖父と兄の姿が見当たらない。

「君のおじいちゃんとお兄さんは？」

　イナヅチの言葉に少女は笑顔を作って答える。

「二人とも、勇敢に戦って逝ゆきました。……でも大丈夫。おじいちゃんもお兄ちゃんも兵士として死んだから、今頃戦神の宴うたげに呼ばれて楽しくやっているはずです。そうなんだよね、お姉ちゃん？」

　かつて彼女自身が否定していた死後の世界の話にイナヅチは言葉を詰まらせる。どう彼女に言葉を返せばいいか迷ってユキツルの方に視線を向ける。助けを求めるかのような彼の視線に、ユキツルは淡々と答えた。

「抱きしめてやれよ。私たちに出来る事は……生きている人間に出来る事はそう多くない。その僅わずかな出来る事が、犠牲にした人間の事を忘れない事と、それと同じように救った人間の事も忘れない事だ。お前は彼女の家族を救えなかった。だが同時に、彼女だけは助けられた。そのどちらも忘れるべきじゃない」

　イナヅチは彼女の言葉に従うようにそっと少女を抱きしめる。その気丈に振る舞い震える身体が悲しかった。

「ぼくは君を助ける事が出来て良かった。本当にそう思うよ」

「お姉ちゃん……助けに、来てくれて、ありがとう……っ！」

　そう言い切ると少女は大粒の涙を流し、堰せきを切ったように泣き出した。




　アルトーネ姫はクシュールリンドの復興の話をするために執政官を呼ぶように兵士に命令したが、彼が連れてきたのは古都の副官だった。そこで初めて執政官が戦死した事を聞かされた。彼は戦いに向かう市民の先頭に立ち、敵に討たれたのだと聞いた。なんだ、なかなか武闘派な為い政せい者しやだったんだなと姫は寂しげに呟つぶやく。

　副官とザリッド将軍とで今後の事を話し合っている場に訪問者たちが現れた。彼らは百人ほどの隊で、皆が煌きらびやかな鎧よろいを着込んでおり、胸には王都の紋章が刻まれていた。姫たちの会合を邪魔した事を悪びれることも無く、隊長と思われる男が偉そうに声をあげる。

「姫様、ご機嫌麗しゅう。本日私どもがここへ来た理由はお分かりですな？」

「……いや？　王都の憲兵殿たちがわざわざこの地を訪ねてきてくださる理由など、私には想像する事も出来ないよ」

「お戯たわむれはやめていただきたい。今日は姫様を攫さらった不届き者……ポリトム村のイナヅチを引き渡して貰もらいたく来ました」

　彼の言葉に場は凍り付く。騒ぎを聞きつけて集まって来た兵士たちが何事かと騒めきだした。

「これは王の命令です。従っていただきたい」

「兄の、だろ？　今更誤魔化すなよ」

　姫は嘲るように隊長を見る。彼は言葉を詰まらせた。

「随分タイミングの良よい到着だな。今しがたこちらに着いたのか？　それとも、激戦を繰り広げている我らを見ながら、事が全て済んでからクシュールリンドに近づいたのか？　いやはやまさか、我が誇りある憲兵団が同胞兵士の死を目の当たりにしながら助けにも駆けつけずその場に待機などするわけがないよな？」

「……当然の事ですな」

　隊長は誤魔化すが、その顔には明らかに動揺が走っていた。それを見て周囲の兵たちは不信感を持つ。

「そしてこれはとても大切な話なのだが、お前が身柄を引き渡せと言っている奴やつはこのクシュールリンドを救った英雄だ。あいつのおかげで多くの兵は直接敵対竜単騎と接敵せずに済んだ。誰よりも一番早く敵に突撃していくアイツを見てどれほどの兵が心強いと思ったか。それほど強い心の支えになった英雄を差し出せと口にして、後ろの兵たちがそれを吞のむと？　私たちを仲間を簡単に売り渡すような軟弱者だと思っているのか？」

　騒ぎに集まって来た血ち塗まみれ汚よごれ塗まみれの兵たちが、無言でその腰に差した剣を引き抜く。彼らと対照に綺き麗れいな鎧よろいを着た憲兵たちはそれにたじろぎ後ずさった。

「あいつを持っていきたいのならば、ここにいる血よりも深い兄弟たちを倒す必要がある。見てくれだけ綺き麗れいなお前たちが、あの激戦を勝った彼らに勝てるかな？」

「姫様、お戯たわむれはおやめください……」

「戯たわ言ごとを言ったのはお前だ。兵を置いて王都に帰り、我らの勝利を兄君に伝えよ。お前が連れてきた兵と物資はこの地の復旧に使う。後ろの連中の殺気が爆発しないうちに帰れ。この死体の山が築かれているクシュールリンドでは、将官の死を闇に葬ほうむるなど造作も無いぞ」

　アルトーネ姫の脅し文句に負けて顔を青くして隊長が立ち去る。その無様な姿を見て兵たち一同は声を合わせて笑った。愉快な一幕を見ていたザリッド将軍は姫に近づき口を開く。

「姫様、あなたが羨ましいよ。良い兵に恵まれている。特に黒髪と銀髪の少女二人は臣下に欲しいぐらいだ」

「ああ、羨ましいだろう？　だが二人ともやらんよ。どちらも纏まとめて私の物だ」

「それにあなたが軍人と民に人気があるのも理解できた。あなたは共に戦った兵を見捨てない。……私は多くの兵を失った。また一から育て直さなければいけないが、いずれまた共に戦える事を願っているよ」

「ああ、またいつかな。貴殿の兵は本当に良く戦った。命を救われたよ」

　姫は笑顔を返し、将軍と約束の握手を交わした。







　古都の今後に関する話し合いを終えたアルトーネ姫は、生き残った兵と民衆を全て古都の広場に集めた。そして台の上に立ち、傍そばにイナヅチとユキツルを従える。この戦争を終わらせる必要があった。それは常に、王族の言葉によって成されなければならない。

　姫は大きな声で叫んだ。

「この地に居るすべての我が同胞よ！　私たちは勝利した。この勝利はすべて君らの功績だ。生きている者も死んだ者も等しく賞賛されるべきだ。兵も民も分け隔てなく戦ったがゆえの勝利なのだ。だから誇れ。君らはひとりひとりが戦士の子である事を証明し、そして英雄となった！」

　歓声が街に木こ霊だまする。

「恩賞に優劣をつけるつもりは無い。しかし君らを助けるために人一倍尽力した者を称たたえる事はさせてくれ。イナヅチ、前に出ろ」

　アルトーネ姫の言葉に従ってイナヅチは舞台の一歩前に出る。彼の姿が衆人に晒さらされて、びりびりと空気を震わせる歓声が再び響いた。

「彼……いや彼女は、君らの危機を知っていの一番に行動した。愚かとは言えるが、それをしなければこの地は滅んでいた。戦場では決して恐れず先陣を切って敵の主力を落とし、本隊へと誰よりも一番に帰還し私の命を救った。私は彼女の献身に応えるために、イナヅチを正式に姫ひめ薔ば薇ら騎士団へと迎え入れる事にする」

　怒号のような歓声が響いて圧倒される。市民と兵はイナヅチの事を認めてくれたのだ。それが単純に嬉うれしく、胸がいっぱいになる。

　イナヅチは姫の目の前まで来て、そして片膝をついて彼女に頭を垂れた。姫は優しげに彼に語りかける。

「イナヅチ、戦場でお前に語った通り、私は戦場で生き戦場で死ぬ。そんな愚か者の騎士になるという事はつまり、お前もそれに付き合わされるという事だ。まともな神経ではもたない」

「でもユキツルは十分やれてますよ」

「あれはまあ、規格外だからな」

「それならぼくも、規格外になります。あなたと共に居れるのであれば」

　イナヅチの強い視線を受けて、アルトーネ姫は微ほほ笑えんだ。

「お前、その言葉他の女には言うなよ」

　姫は剣を引き抜き彼の肩に置いた。そして言葉を続ける。

「私はお前に騎士としての忠義を求める。私を助け、そしてそれを通じて我が国を助ける事を求める。お前は私に何を求める？　姫としてひとりの女として、私という存在に何を求めるか？」

　イナヅチは少し迷って口を開いた。

「万の命を費やして百の命を救ったのならば……その百が、後の世の百万を支えると信じる事ができるような国にしてほしい。そういう繫つながりを、輪りん廻ねを、信じられる国が欲しい」

　イナヅチの真まっ直すぐな視線に応えるように姫は頷うなずく。

「皆よく聞け！」

　姫の叫びはクシュールリンドに木こ霊だました。

「ここに居る者たちすべてに誓う。我が国家はこの地を速やかに復興すると共に、この地に入植と築城を行う！」

　彼女の宣言に兵と民からどよめきが起こる。彼らの反応を無視して姫は言葉を続けた。

「王国一の建築技師と各地より集めた資材でもってこの世一の城を作る。強固な石材は千年経たっても朽ちず、鋼の門は一切の外敵の侵入を許さぬ。人が住まい、そして営むための城だ。周辺諸国にこの地は我が国の物だと示すための城だ。不退転の礎いしずえだ。お前たちの友と家族の死の痛みが築いた城だ。決して砕けぬ。

　先々代の王が約束したように、今度は私が誓う。この地は未来永えい劫ごう我らの物だ。ここに住まうそなたらの物だ。それを信じ、そしてこれからを生きろ」

　観衆は皆沸き立つように声をあげる。姫は彼らの反応を見て笑いながら小声でイナヅチに語り掛けた。

「これでいいか？」

「これって……ぼくの願いを叶かなえてくれたんですか？」

「いや、まあそれもあるが……単純に、お前の前でカッコイイ所を見せたかったんだよ」

　アルトーネ姫はそう恥ずかしそうに笑い目を細めた。イナヅチは改めて古都クシュールリンドの街並みを見る。古ぼけ、壊れた建物が立つ街だ。王都とは比べものにならず、イナヅチの村の自然の美しさの欠片かけらもない。だがここには人が生きており、歴史があり、そして熱い想おもいがあった。これはこれで美しいと、イナヅチは小声を漏らす。

「お前に二つ名を与えたいんだがどう思う？」

「え……？　二つ名ですか？」

「お前の活躍ぶりを見ていた兵たちが、『銀ぎん輝き迅じん雷らい大おお腕かいな』と口にしていた。

　……なるほど、銀雷のカイナ、か。良く似合ってるよ。

　そして、我が愛いとしの騎士殿にもうひとつプレゼントだ」

「え？」

　アルトーネ姫はイナヅチの腰に手を回し、慣れた手つきで引き寄せる。その一連の流れにイナヅチが反応する前に、戯たわむれっぽく彼の額にキスしてやった。

[image: ]

「ああああっ！　イナヅチお前っ!!」

　茫ぼう然ぜんとしているイナヅチを余よ所そに、傍そばで待機していたユキツルが怒る。イナヅチはそれを気に掛ける事も出来なかった。

「戦争を勝利へ導いた英雄への報償としては少なすぎるか？　なあイナヅチ？」

「い、いえ……その、十分です。ぼくには大きすぎる代物です」

「それはちょっと清貧すぎるよ。お前は私が認めた騎士だ。この戦争で得たその称号の重みと、そして戦友たちを大切にしろ」

「……はい！　立派な姫様の騎士になります！」

　イナヅチのその心地よい返事に微ほほ笑えんだアルトーネ姫は、誇らしい我が騎士殿を優しく撫なでてやった。













　　　終章　銀雷のカイナ







　イナヅチの故郷であるポリトム村に、馬車による長旅の末にひとりの少女が降り立った。その来訪をあらかじめ書簡で知らせていたためか、村の入り口には人だかりが出来ていた。まるで村中の人間を集めたかのようなその人垣の様に、彼女は笑う。この小さな村に王都の騎士が訪れるなど滅多にない事だから、物珍しさに集まってきたのだろう。彼ら農村の人間の考えは、少女には手に取るように理解できていた。

　馬車から出てきた、物珍しい銀の髪を持つ少女をしげしげと見るばかりだった村人たちの塊から、一人の男性が人をかき分け這はい出でてきた。どこか緊張した面持ちのその中年の男性は、少女に言葉をかける。

「お、お待ちしておりました……。その、あなたが手紙にありましたイナヅチの、ご同僚の騎士さまですね」

「はい、そうです。立ち話もなんですから……よろしければあなたの家に招いてくださいますか？」

「え、ええ、もちろん。家族総出で精一杯おもてなしさせていただきます」

　男性に先導されるまま、銀髪の少女は村の道を進む。その歩みの途中で彼女は、たわわに実った稲穂が風に揺れる様を見た。農家で飼っている牛が欠伸あくびをする様を。幼い子が度胸試しとしてよく登っている、節くれだった木が葉を地面に落とす様を。

　その、辺ぴな農村の風景を慈いつくしみを持って眺める騎士の姿を男性は不思議そうに見ていた。何か言葉を掛けるべきか迷ったが、彼女のひとつひとつ自然の風景を楽しむ儀式のようなそれを、邪魔をする事は失礼になると思われたので口を噤つぐんだ。




「お茶をどうぞ……」

「ありがとうございます」

　男性の住まいに通された少女は、テーブルに座り出されたお茶を一口飲んだ。彼女の向かいの席には彼と、その妻が相変わらず緊張した面持ちで座っている。どう話を切り出すべきか、少女は迷った。

「しかしその……いまだに信じられません。あの子が……イナヅチが武功をあげ、アルトーネ姫の騎士に召されたなんて。これは、本当の事なのですか？」

　男の妻が、おずおずとそう確認してきた。少女はひとつ頷うなずき言葉を返す。

「手紙にも書いたように、あなたたちの息子……イナヅチ、さんは、先のクシュールリンド防衛戦で戦果をあげ、騎士の称号と地位を手に入れました」

「本当に、本当に信じられない……。あの子が戦争で成りあがれるとは思ってもみませんでした。惨みじめに踏みにじられ、死んでいくのが運命だと思っていたから……あの子が村を出て行った時はただ泣くしか出来なくて……」

「彼は、運に恵まれていたと思います。その幸運が無ければ、ただ傷つき倒れていたはずです。本当に、運が良かった……。

　私があなたたちの息子さんからの遣いでここに来たのは、彼が自分が得た物を家族に分け与えたいという願いを伝えるためです。彼に支払われる正当な報酬の何割かをあなたたちに与え、そのお金で家族が幸せに暮らしてくれる事をイナヅチは願っています」

　イナヅチからの贈り物の知らせに、父は笑顔を作って答えた。

「それはありがたい。お金があれば、塩や他の物の調達が随分と楽になる」

「いえ、あの、そうではなくて……あなた達に与えられる額だけでも、ひとつの家族が都で暮らしていくには十分です。だからこれを機に、王都で暮らしてみてはどうですか？　あそこなら、もう農作業をせずに済みますし、いろんなものが手軽にお金で手に入ります」

「それは多分良いいお話なのでしょうが……私たちは農民です。作物を育て、それを他の物と交換する生活しか知らない。それにこの土地を手放してしまうと、イナヅチの奴やつが育った場所を、失なくしてしまう事になる。帰る場所が無いというのは、とても寂しい事ですよ。だから私たちは、ここでアイツを待っていようと思います」

　銀髪の少女は彼の言葉に言葉を詰まらせる。彼女はまなじりに付いた涙を拭う仕草を気付かれないようにしながら、胸ポケットから一枚の硬貨を取り出してテーブルの上に置いた。何か隠し通せない物が彼女の声帯を締め付け、言葉を震えさせる。

「覚えていないかもしれませんが、これはぼく……いえ、イナヅチが、幼い頃にあなたに買っていただいたアルトーネ姫の記念硬貨です。彼は、イナヅチは、父から貰もらったこの硬貨をずっと大切に持っていた。かけがえの無いそれをただ夢のままじゃなくて、現実に出来たのは確固たる形として……夢の象徴があったからなのだと言っていました。

　……イナヅチは、もうこの硬貨ではなく本物の姫と共にあります。だから、幼い自分の戯たわ言ごとに貴重な金を使わせてしまったあなたに返したいと、そう私に託されました」

　差し出された硬貨を手にして、イナヅチの父親は涙ぐんだ。

「親が子に贈れる物はとても少ない。その中であいつに夢を与えられたのならば、とても光栄です……。

　そうだ、イナヅチにあなたから伝えてくれませんか。村のみんなはあいつの英雄譚たんを誇らしげに話しているけど、ウチの家族からしたら今更な話だと思っているって。あいつが、イナヅチが、初めて自分の足で立って歩いたその日から、私たちの中では十分誇らしい英雄だったと。だいぶ、親バカですがね」

　ほとんど泣いていたが、父親は笑顔を作ってそう答える。彼の、その表情を見て、少女はたまらず熱情が漏れ出す。古代言語の文字が刻まれた右手で、苦しくつかえる胸を無理やり押さえつける。

「本当に、あなたたちの子に産まれて良かった……っ！　英雄でもない、何もないぼくを大切にしてくれてありがとう！　両親のくれた、このただ一つの命で、ぼくは夢を成せました……っ！」

「え……!?」

　努めていた冷静さが崩れ、少女の言葉に突如混じった感情に両親は驚く。少女はまなじりに浮かんだ涙粒を袖で拭い、彼らを安心させるように笑顔を見せた。

「……彼ならそう言うと思います」

　銀髪の少女のその言葉に、両親はそうであればいいと笑って頷うなずいた。










　　　　　　　　あとがき




　このお話は第二十二回電撃小説大賞への応募のために執筆したもので、当時何を思って書いていたか、今必死に思い出している。学生時代、国語の授業にあった『作者の気持ちを考えなさい』という設問。まさかいい大人になった自分が、自分自身に問いかけるハメになるとは思ってもなかった。上う手まくあとがき書けたら十点ください。




　鉄の巨人ことロボットは男の子の夢だ。不屈で不壊、不退転の象徴であるそれは、子供が子供の姿形、意思のまま大人の世界で活躍できる希望溢あふれる魔法そのものだった。でも最近は大人たち自身が率先して『大人の世界はくそったれで、こちらに来るべきではない』と吹聴して回っているものだから、大人と肩を並べたがる子供を見ない気がするけども……そういうのはほどほどにしておいた方が良いい。多分、全部ガンダムの所せ為い。

　ロボットが力の象徴なのであれば、それをどう振り回せば人は喜ぶかなんて分かりきった事だった。テクノロジーという神さまからちょろまかした神秘の武器がロボットで、それを使ってお姫様を助ければ原始的な神話の形になる。素朴な味がするお話だけど、それを嫌いになるのはとても難しい事だ。男の子が女の子になるニッチな主軸の風味を和らげるのには役に立つ。

　好きという理由で入れたこのＴＳ要素も、結果的にはとても収まりが良いいものになった。お話の展開から硬派と感想貰もらう事があったけれども、下手に深刻になっていないのは『主人公が女の子になっている』という、バカバカしい前提があるためなのだと思う。だからシリアスではなく、『皆が一生懸命』なお話になった。この二つの差はとても大きいものだと考えていて、出来うることならば私は後者の物語を紡つむいでいきたかった。




　ただそれらの事を、執筆当時は本当に考えていたのか今となってはあやしい。資本主義による先史文明が滅んだ描写などから、よっぽど勤め先にうっぷんが溜たまっていたのだなと理解する事は出来るけど、それさえ今は他ひ人と事ごとのように感じてしまう。

　第三者的な立場になると、この物語を出版しようと決断した電撃文庫編集部は勇気がある。それを下手に口にして正気に戻られても困るので、打ち合わせ中には敢あえて触れないようにしていましたが、少しの改稿のみで本にする事を許してくれてありがとうございます。

　創作は常に独りでやってきたけども、他者への感謝を述べる事になるとはホント今でも夢見心地です。


星ほし散ちり花か燃ねん
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星ほし散ちり花か燃ねん

ポーカーが好き。単純で分かりやすい遊びは、いつも人生の訓示を教えてくれる。『弱い手札は負ける理由になるが、戦わない理由にはならない』と。酷い手札しか持っていませんが、これらを武器に生きていきます。
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イラスト／kylin

海の向こうより、ご挨拶申し上げます。最近やり込んでいるゲームで、上位リーグに昇格!!　めちゃくちゃ嬉しいです!!　ああ、ゲームの中だけでも強くなりたいです……。
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本書は第22回電撃小説大賞応募作品『銀雷のカイナと青天剣麗の姫』に加筆・修正したものです。
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